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予算特別委員会（第３分科会）記録 
 

 

    １．会議の日時   令和７年３月３日（月）午前10時０分～午後４時５分 

    ２．会議の場所   第２委員会室 

    ３．会議の議事   下記のとおり 

    ４．出席委員の氏名 下記のとおり 

 

 

協議事項 

 

（港湾局） 

１．予算第１号議案  令和７年度神戸市一般会計予算（関係分） 

２．予算第11号議案  令和７年度神戸市空港整備事業費予算 

３．予算第15号議案  令和７年度神戸市港湾事業会計予算 

４．第21号議案    神戸市特別会計設置条例及び地方公営企業法の財務規定等を適用する事業 

           の設置等に関する条例の一部を改正する条例の件（関係分） 

５．第24号議案    神戸市船舶給水条例の一部を改正する条例の件 

６．第25号議案    神戸空港条例の一部を改正する条例の件 

 

出席委員（欠は欠席委員） 

 

主 査   松 本 のり子 

副主査   諫 山 大 介 

分科員   森 田 たき子   のまち 圭 一   なんの ゆうこ   木戸 さだかず 

      浅 井 美 佳   坂 口 有希子   香 川 真 二   上 原 みなみ 

      さとう まちこ   平 野 達 司   上 畠 寛 弘   宮 田 公 子 

      赤田 かつのり   住本 かずのり   五 島 大 亮   平 野 章 三 

      平 井 真千子   壬 生   潤 

委員長   髙 瀬 勝 也 
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議  事 

 

   （午前10時０分開会） 

○主査（松本のり子） おはようございます。 

  ただいまから予算特別委員会第３分科会を開会いたします。 

  なお、香川委員より、通院のため遅刻する旨の届出がありましたので、御報告申し上げておき

ます。 

 

（港湾局） 

○主査（松本のり子） それでは、日程によりまして、港湾局関係の審査を行います。 

  当局におかれては、簡明な説明をお願いいたします。 

  それでは、当局の説明を求めます。 

  局長、着席されたままで結構です。 

○長谷川港湾局長 おはようございます。それでは、港湾局関連の予算議案３件及び予算関連議案

３件、以上６件につきまして、令和７年度予算説明書に沿って御説明を申し上げます。着座にて

御説明を申し上げます。 

  なお、説明に際しましては、100万円未満の数字は省略させていただきますので、よろしくお

願いいたします。 

  まず、令和７年度港湾局予算概要から御説明申し上げます。 

  ４ページを御覧ください。 

  港湾事業会計から御説明申し上げます。 

  (１)国際コンテナ戦略港湾の推進でございます。 

  神戸港の港勢は、世界的なインフレや中国経済の減速、不安定な中東情勢など先行き不透明な

状況ではありますが、このような変化を的確に捉えつつ、ハード・ソフト両面での国際コンテナ

戦略港湾政策を展開し、神戸港のさらなる利用拡大を目指してまいります。 

  ①神戸港への集貨では、内航フィーダーを活用した瀬戸内・九州・日本海側からの集貨などに

取り組み、基幹航路の多方面・多頻度化など航路網の充実を図ってまいります。 

  また、総合港として、神戸港の強みを生かし、在来貨物の集貨・航路誘致を積極的に進めます

とともに、世界港湾会議を通じ、神戸港の国際的プレゼンス向上を図ってまいります。 

  ５ページに参りまして、②高規格コンテナターミナル等の整備による港湾機能の強化では、高

規格コンテナターミナルの整備に加え、六甲アイランドにおいて複合ターミナル形成に向けた検

討を行います。 

  さらに、大阪湾岸道路西伸部の整備や新・港湾情報システムＣＯＮＰＡＳの導入支援・利用拡

大など、神戸港の港勢拡大・国際競争力強化を図ります。 

  (２)カーボンニュートラルポートの形成でございます。 

  照明のＬＥＤ化や水素燃料電池を搭載したハイブリッド型の港務艇を建造するとともに、海外

諸港や民間事業者と連携するなど、引き続き神戸港の脱炭素化を推進してまいります。 

  ６ページに参りまして、(３)ウオーターフロント再開発でございます。 

  新港突堤西地区では、民間活力を導入したジーライオンアリーナ神戸が令和７年４月に開業い

たしますとともに、大型艇を中心としたマリーナ等の整備に向けた取組を進めてまいります。 
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  中突堤周辺地区では、観光・エントランスエリアの機能強化を図ってまいります。 

  また、京橋地区においては、阪神高速３号神戸線の大規模更新事業に合わせた再編に取り組ん

でまいります。 

  ７ページに参りまして、(４)市民に親しまれるみなとづくりでございます。 

  週末花火に加え、みなとＨＡＮＡＢＩやライトフェスティバルなど、ウオーターフロントエリ

アにおけるナイトタイムエコノミー推進を図るとともに、海事分野の人材育成については、各世

代を通じて港に親しみ、重要性を学ぶ機会を設けてまいります。 

  さらに、六甲アイランドマリンパークの再整備を引き続き進めてまいります。 

  ８ページに参りまして、(５)クルーズ客船・フェリーの受入れによる地域活性化でございます。 

  瀬戸内クルーズなど神戸発着クルーズの誘致に取り組むとともに、フライ・アンド・クルーズ

を推進してまいります。 

  また、フェリーについては、にぎわい創出やモーダルシフトの推進を図ってまいります。 

  (６)須磨海岸エリアの魅力向上でございます。 

  四季を通じたにぎわいのある海岸づくりに取り組むほか、周辺施設との相乗効果を最大限発揮

し、須磨海岸エリア全体の魅力向上を図ってまいります。 

  (７)港湾労働者などの福祉の増進では、引き続き港湾福利厚生施設の管理運営に取り組んでま

いります。 

  ９ページを御覧ください。 

  空港整備事業費につきまして御説明申し上げます。 

  (１)神戸空港の国際化でございます。 

  令和７年４月18日より第２ターミナルの供用を開始し、国際チャーター便の運用を開始いたし

ます。安全・安心、快適に御利用いただけるよう、関西エアポート神戸や航空会社等と連携・協

力しながら、着実に運用を行うとともに、国際チャーター便の受入れ拡大に向けた取組を進めて

まいります。 

  また、神戸空港のさらなる航空需要の拡大を図るため、特に神戸市以西の新たな市場開拓に取

り組むとともに、2030年前後の国際定期便就航に向けた機能強化の検討を進めてまいります。 

  10ページを御覧ください。 

  一般会計の港湾局所管分につきまして御説明申し上げます。 

  (１)高潮・津波対策でございます。 

  ①海岸保全施設の老朽化対策では、海岸保全施設を計画的に補修し、施設の機能維持及び延命

化に取り組んでまいります。 

  ②神戸港高潮対策緊急事業では、ポートアイランド・六甲アイランドにおいて、高潮発生時の

通行機能を確保するため、道路のかさ上げなどを行ってまいります。 

  12ページを御覧ください。 

  予算第15号議案令和７年度神戸市港湾事業会計予算でございます。 

  第２条業務の予定量では、岸壁・埠頭用地・上屋など、業務の予定量を掲げております。 

  第３条収益的収入及び支出では、収入として、港湾管理事業収益267億7,700万円、港湾施設運

営事業収益23億4,800万円、13ページに参りまして、空港島事業収益５億8,400万円をそれぞれ計

上しております。収入の合計は297億900万円となっております。 

  次に、支出でございます。港湾管理事業費255億3,400万円、港湾施設運営事業費31億7,200万
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円、空港島事業費５億4,400万円、予備費5,000万円をそれぞれ計上しており、支出の合計は293

億円となっております。 

  なお、当年度純利益は税込みで４億900万円を見込んでおります。 

  第４条資本的収入及び支出では、資本的収入として企業債、他会計繰入金などで492億6,100万

円、14ページに参りまして、資本的支出として建設改良費、投資などで569億5,300万円をそれぞ

れ計上しております。 

  第５条債務負担行為では、港湾幹線道路料金徴収などの事項につきまして、それぞれ期間と限

度額を定めております。 

  第６条では、企業債の限度額として港湾整備事業で174億9,800万円、第７条では、一時借入金

の限度額として200億円、第８条では、他会計からの補助金として98億9,700万円をそれぞれ計上

しております。 

  15ページに参りまして、第９条では、棚卸資産購入限度額として１億4,700万円、第10条では、

重要な資産の処分を掲げております。 

  16ページから34ページには、建設改良事業概要、予算実施計画、予定キャッシュ・フロー計算

書、予定貸借対照表、予定損益計算書、債務負担行為に関する調書を掲げておりますので、御参

照ください。 

  36ページを御覧ください。 

  予算第11号議案令和７年度神戸市空港整備事業費予算でございます。 

  歳入・歳出ともに33億2,900万円を計上しております。 

  37ページには、歳入予算の説明を、38ページには、歳出予算の説明を掲げておりますので、御

参照ください。 

  40ページを御覧ください。 

  予算第１号議案令和７年度神戸市一般会計予算のうち港湾局所管分でございます。 

  歳入では、国庫支出金、市債などで合計35億6,100万円、歳出では、土木費で39億7,600万円を

それぞれ計上しております。 

  41ページから43ページには、歳入予算の説明、歳出予算の説明、債務負担行為を掲げておりま

すので、御参照ください。 

  続きまして、第21号議案神戸市特別会計設置条例及び地方公営企業法の財務規定等を適用する

事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の件につきまして御説明申し上げます。 

  詳細につきましては、参考資料により御説明申し上げますので、47ページを御覧ください。 

  １．改正の趣旨にございますとおり、神戸市新都市整備事業会計の廃止により、神戸空港島の

一部の区域及び施設を神戸市港湾事業会計が継承することに伴い、港湾事業会計の規模を変更し

ようとするものでございます。 

  詳細につきまして、２．改正の内容を御参照ください。 

  続きまして、第24号議案神戸市船舶給水条例の一部を改正する条例の件につきまして御説明申

し上げます。 

  詳細につきましては、参考資料により御説明申し上げますので、52ページを御覧ください。 

  １．改正の趣旨にございますとおり、水道局から原水を購入して実施している神戸港での船舶

給水に関し、原水の購入単価が増額改定されたため、船舶給水単価に同額を付加しようとするも

のでございます。 
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  詳細につきましては、２．改正の内容を御参照ください。 

  続きまして、第25号議案神戸空港条例の一部を改正する条例の件につきまして御説明申し上げ

ます。 

  詳細につきましては、参考資料により御説明申し上げますので、68ページを御覧ください。 

  １．改正の趣旨にございますとおり、神戸空港において、令和７年４月18日から新たに供用を

開始する第２ターミナルや駐車場の使用料を新設するなどに当たり、必要な規定を改正しようと

するものでございます。 

  詳細につきましては、２．主な改正内容を御参照ください。 

  以上で当局の説明を終わらせていただきます。何とぞよろしく御審議のほどお願い申し上げま

す。 

○主査（松本のり子） 当局の説明は終わりました。 

  引き続いて、順位により質疑を行います。 

  なお、委員会運営の効率化のため、当局におかれては簡明な答弁に努めるとともに、適当なも

のについては担当部課長からも答弁されるよう、この際、特に申し上げておきます。 

  また、質疑者が要望にとどめた項目についてはコメントを要しませんので、念のため申し添え

ておきます。 

  また、委員各位におかれては、質疑の要点をおまとめの上、簡明にお願いいたします。 

  それでは、木戸委員、発言席へどうぞ。 

○分科員（木戸さだかず） おはようございます。それでは、早速質疑のほうに入らせていただき

ます。 

  まず１問目は、神戸空港の利用促進に向けてお伺いいたします。 

  神戸空港の2024年の旅客数は過去最高の約358万人となり、コロナ禍から順調に回復していま

す。また、４月18日には第２ターミナルが供用開始され、週40便の国際チャーター便の運用が始

まることにより、さらなる活況が予想されています。 

  現在、神戸市では、今後の神戸空港のさらなる航空需要の拡大を図るため、特に神戸市以西の

新たな市場開拓を施策展開しておられるところでありますが、どのような戦略を描いておられる

のか、お伺いいたします。 

  令和５年度にスマートフォンの位置情報ビッグデータを用いて、神戸空港と各地域との人流動

向についての調査を実施されましたが、その検証結果を踏まえた施策になっているのかも併せて

お伺いいたします。 

○河原港湾局局長 神戸空港の利用促進についての御質問でございます。 

  利用促進に関しましては、これまでから兵庫県、また神戸商工会議所、関西エアポート神戸や

各航空会社、それから就航先の自治体、神戸観光局など多くの関係者と連携して取組を進めてき

ておりまして、委員から先ほどお話もございましたけれども、2024年の旅客数が過去最高と―― 

約358万人となったところでございます。 

  神戸空港のさらなる御利用に向けまして、今お話のございました神戸以西というエリアにつき

ましては、関西３空港懇談会におけるミッションでもございまして、我々としてもまだまだ利用

が見込めるエリアだと考えております。 

  神戸以西のエリアに潜在需要があるというのは、実は、令和５年と先ほど申されましたけど、

令和３年に実は私どもアンケート調査をさせていただいています。アンケート調査におきまして、
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神戸空港の認知度、それから利用経験などについてお聞きをしておりまして、神戸空港の認知度

につきましては、神戸市内、また兵庫県下で97％と最も高くなっております。中・四国地域にお

きましても大体７割を超える状況ということで、一定認知度はあるのかなと。ただ、一方で、そ

のうち神戸空港を利用したことがある、そういった割合は、姫路・高砂・三田・丹波などで大体

７～８割と。それから中・四国地域―― 徳島で６割、岡山・香川で４割程度と、神戸以西になれ

ばなるほど、まだまだ市場開拓の余地があるというふうに捉えているところでございます。 

  先ほど委員からもお話ございました令和５年の人流調査―― スマートフォンの位置情報を用い

まして実際の人の流れを把握するという調査をさせていただいております。これは神戸空港から

他空港へ向かう方、それからまた、その方々がどの地域から来られているのかというのも調べて

います。逆に他空港から神戸空港に来られた方、これがその後どの地域を訪れているのかという

ことについても把握するということで、人の流れを実際にどのように動いているのかというのを

見るものでございます。 

  これらの両方の結果を踏まえますと、やはり姫路・岡山・徳島・香川といった神戸以西のエリ

アに対しても、実際の流れがあるということは確認をできておりますので、これら両方の結果を

踏まえまして、今年度―― 令和６年度におきましては、まずは県下に重点を置いた取組を進めて

きております。 

  具体的には、姫路エリアを中心に、地域情報誌やウェブを活用しまして広告掲載をしている。

それから、姫路の週末約３万人ほど御利用のある集客施設におきまして、就航先の自治体・航空

会社・アクセスバス事業者などと連携したイベントを開催しまして、就航先の観光ＰＲでありま

したり、空港へのアクセス方法など、実際にどのように行って、そこで何が体験できるのかとい

うことを知っていただく取組を実施をしております。 

  また、就航先の自治体の協力もいただいておりまして、神戸、それから神戸以西の地域の魅力

を就航先の地域の皆さんに知ってもらうという取組をさせていただきまして、その際に旅行会社

を訪問して商品造成の働きかけなども行ってきているところでございます。 

  これらの取組につきましては、関係者と一体となって取り組んできておりますけれども、これ

は実際の調査結果を活用しまして関係者と意見交換を行いまして、県下においては、実際に神戸

空港を御利用いただくことに重点を置いた取組を進めるのが効果的ではないかという、そういう

分析の下でやらせていただいております。 

  この春、先ほど委員からもお話ございましたけれども、国際チャーター便の就航が始まります。

令和７年度におきましては、神戸空港をより多くの方に御利用いただく、そのためには、どの地

域をターゲットとして、その地域に合った取組はどのようなものが効果的なのかということにつ

いて、この間の調査結果、また取組結果なども踏まえまして、関西エアポートをはじめ、多くの

関係者と検討を行いながら、新たな市場開拓に向けた取組を進めてまいりたいと、そのように考

えております。 

○分科員（木戸さだかず） ありがとうございます。いろんな調査をされてるということで、それ

を踏まえた施策になっているということも確認させていただいたんですけど、やっぱり国際化に

なると、全然今までと違う層の方が来られて、海外の方の感覚で言うと、もっとぽんとしたキラ

ーコンテンツというんですかね、そこに行こうとされると思うんですが、例えば旅行先の、今、

商品開発みたいな話があったんですけど、西のほうというと、大体インバウンドのお客さんで来

るのって、ぱっと思い浮かぶのって、姫路城なのか、島根のほうまで飛んで足立美術館なのかみ
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たいなことぐらいしか思い浮かばないんですけど、そういったキラーコンテンツに関して、どの

ように把握して、考えておられるのか、ちょっとお聞かせ願いたいと思います。 

○河原港湾局局長 キラーコンテンツというお話でございます。やはり姫路、それから足立美術館、

それから広島のほうまで行きますと原爆ドームとか、いろいろございます。また、来年は瀬戸内

芸術祭なども行われていきますので、そういったイベントなども随時、我々としても把握をして

おりますので、そういった部分につきまして、しっかり関係の自治体と連携して取り組んでまい

りたいと、そのように考えております。 

○分科員（木戸さだかず） １点だけお願いなんですけど、やっぱり姫路城とか、足立美術館もで

すけど、結構筒いっぱいのところがあって、時間制限してたりしてますので、やっぱりオーバー

ツーリズムみたいな、本当にキャパが増えてさらにいけるのかみたいなところもあるので、そう

いうところもしっかり研究していただけたらと思います。 

  続きまして、増大する旅客数への交通手段の提供についてお伺いしたいと思います。 

  今後さらに国際チャーター便の受入れ拡大や、2030年前後の国際定期便就航が見込まれる中、

増大する旅客数に見合った交通手段が提供されるのかはまだ見通せていない状況です。港湾局と

して、さらに増加すると見込まれる旅客に対して利便性を向上させる施策を講じることが必要と

考えますが、現在の取組と今後の方策について見解をお伺いいたします。 

○河原港湾局局長 空港のアクセスの問題でございます。４月18日から国際チャーター便の就航を

行いまして、今後さらに国際チャーター便の受入れの拡大を目指していく。それからまた、2030

年前後には国際定期便の就航を予定しておりまして、空港の交通アクセスの強化につきましては

重要な課題だと、そのように認識してございます。 

  一方で、これまでからの取組ではございますけれども、私どもといたしまして、広域的な交通

ネットワークの充実に向けまして、バス事業者に対して路線の拡大・増便を継続的に働きかけを

行ってきております。令和６年度につきましては、淡路の路線が14便増便しておりますし、ＵＳ

Ｊの路線が新設され、これが22便運行を開始するなど、利便性の向上が図られておりまして、令

和５年度が大体78便だったのが、令和６年度につきましては126便ということで、48便増やして

いただいているという状況でございます。 

  また、ポートライナーにつきましては、朝ラッシュ時間帯におきまして、通勤・通学の利用者

を中心に利用が集中していることから、三宮・神戸駅からポートアイランド方面への社会実験バ

スを運行するなど、ポートライナーの輸送力補完に継続的に取り組んできております。 

  令和７年度でございますけれども、引き続きバスによる輸送力補完を基本に、その機能を高め

る取組をバス事業者とともに実施をしていこうと思っております。例えば新神戸・三宮から神戸

空港を結ぶ空港アクセスバスの増便、これは４月から２便ほど増便をしていただく予定になって

おります。また、新神戸・三宮・大阪駅・ＵＳＪと神戸空港を結ぶ路線がございまして、これに

つきましては、今、第１ターミナル―― 現行のターミナルまでしか来ておりませんけれども、こ

れを第２ターミナルまで延伸をしていただくということも実施を行います。 

  それから、ポートライナーにおきましては、車両の増備、それから三宮駅のホーム拡張など、

これは2030年前後の本格的な国際定期便の就航を視野に入れた取組を行う予定という形になって

おります。 

  神戸空港の利用者の利便性や市内の回遊性の向上を図るために、これらに加えまして、手荷物

の預かりサービスというのもスタートすることとしています。これ今、第１ターミナルで実施し
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ておりますけれども、新たに第２ターミナルにおきましても同様のサービスを提供することとし

ておりまして、神戸空港で預けたお荷物を市内のホテル等に配送するサービスでございます。 

  さらに、神戸空港から出国する前に、お土産購入などで一定の神戸観光を楽しんでいただくと

いうことで、三宮駅周辺に店舗を持つ民間事業者が手荷物の一時預かりや神戸空港までの配送を

実施する予定にしております。 

  いずれにいたしましても、国際化に向けましたアクセス強化につきましては、空港の状況の変

化等を踏まえながら、アクセス需要に応じた対応を取っていくことが必要だと考えております。

今後も空港を取り巻く環境の変化、また空港アクセスの日々の状況をしっかり注視しながら、都

市局をはじめ関係局と、また交通事業者とも連携を取りながら、対策の必要性と具体的な施策を

積極的に検討してまいりたいと、そのように考えております。 

○分科員（木戸さだかず） ありがとうございます。しっかり取り組んでいただきたいと思うんで

すけど、京都とか行きますと、やっぱり今、ローカル線まで平日も混んでて、市民にとっては辟

易として―― オーバーツーリズムですね―― よく言われるものが現状でありまして、スムーズに

行くような便をどんどん増やしていくということなんですが、今やっぱり行け行けで、どんどん

利便性って感じなんですけど、ぜひその際には市民の人が何やねんみたいなことがないように、

ぜひそういうところもしっかり心に入れながら取組を進めていっていただけたらと思います。 

  続きまして、須磨海岸エリアの活性化事業についてお伺いいたします。 

  令和６年６月に須磨シーワールドのリニューアルオープンがあり、昨年、須磨海岸は大きく変

化をし、注目された１年となりました。神戸市では、須磨シーワールドのリニューアルに合わせ

て須磨海岸の再整備を進めているところですが、令和７年度の予算については、須磨海岸エリア

についての予算が昨年度―― ここ数年来に比べて大幅に減額をされています。減額の理由としま

しては、一定整備が完了していることだと推察しておりますが、今後もこのエリアの活性化を行

っていく上で、これまでのここ数年の整備がもたらした効果を客観的な指標をもって検証してい

くことが必要であると考えますが、当局の御見解をお伺いいたします。 

○長谷川港湾局長 須磨海岸でございますけれども、これまでハード整備を進めてまいりました。

特にまず下水の整備から始まりまして、トイレの整備であったり、また、市民の皆様の安全を守

るために、砂浜の遠浅化を進めています。また、多くの方が訪れやすい空間とするため、遊歩道

や広場の整備、また、夏の海水浴のシーズンには、これは仮設でございますけれども、ロッカー

であったり、仮設のトイレや仮設のシャワー、また、東のエリアではユニバーサルデザインを導

入する区域もございます。ここは特にマットを砂浜に敷きまして、車椅子を海岸まで―― 海の近

くまで行けるように、そんな工夫もしてきております。 

  それで、これらのハード整備によりましてもたらされた効果でございます。効果は一般的には

やはり入り浜数―― 来場者数で評価するのが１つは一般的だと思っています。様々なイベントが

ございまして、まず、春先には地元の方の協力を得ながら潮干狩りをやります。夏は海水浴、ま

た、秋にはジャパンビーチゲームズということで、13種目のビーチスポーツ―― これは公式戦で

あったり体験会です。様々なスポーツが行われます。また、地元のメンバーによりまして飲食の

提供などがありまして、昨年ですが、活気のある、にぎわいのある取組になったと考えておりま

す。そしてまた、一般の市民の方々からのイベント等も増加しております。これはビーチバレー

であったりヨガ、そして環境学習なども近年増加しております。 

  それと、やはり先ほど委員もおっしゃいましたとおり、シーワールドのオープンとか、また、
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シーワールドの周辺にカフェやレストラン、バーベキュー施設が出店しています。これによりま

して、これまで以上に家族連れの方々の散歩や休憩、また地域の方々によるジョギングや、地域

の方々によります自転車による訪問など、非常に多くの方々に御利用いただいています。 

  少し数字で申し上げますと、潮干狩りですけど、これが１万5,000人ぐらいです。夏の海水浴

期間は、これが15万人程度、それと、ヨガとかそういう一般的な市民の方のイベントでございま

すけれども、これが170件程度の申請がございます。 

  それと、一番重要な客観的な評価というのが、これが実は国際的な環境認証でございますブル

ーフラッグ、この認証取得による効果もしっかり検証するべきだと思っています。このブルーフ

ラッグというのは、1985年、ちょうど今から40年前でございますけれども、フランスにおいて誕

生した制度でございます。これはフランスにおいて誕生し、その後、ヨーロッパからアジアにも

広がり、今、世界で51か国、約5,160か所の海岸で取得をされています。須磨海岸においては201

9年から毎年継続して取得しています。 

  これは、きれいで安全で誰もが楽しめる優しいビーチとして、33項目にわたる厳格な環境基準

をクリアする必要があります。これはビーチの例えば清掃管理であったり、ビーチ利用者への安

全対策、これが先ほど申しました砂浜の遠浅化であったり、またライフセーバー等々でございま

す。それと環境教育活動、こういったものが重要になってまいりまして、これらの基準をクリア

することで取得できるものでございます。 

  それと、これはちょうど１年前になるんですけれども、第２回日本ブルーフラッグ協会賞とい

う賞がございまして、須磨海岸のブルーフラッグがこの協会賞を受賞いたしました。これは先ほ

ど申しましたとおり、市民と連携しながら、環境美化活動であったり、環境教育活動であったり、

安心・安全なビーチづくり等の取組が他のブルーフラッグビーチの模範となる。こういう指標を

もって協会賞を受賞いたしました。 

  また、そのちょうど１年前になると思いますけれども、北半球ブルーフラッグ認証におけるベ

ストプラクティス賞、これは世界で第２位に選ばれています。これは先ほど申しました障害者向

けのトイレとかシャワーとか更衣室、またビーチマットの整備、こういったユニバーサルビーチ

のプロジェクトが評価されたものでございます。 

  こういう評価も含めて、定量的な評価、もしくは定性的な評価含めて、これからも様々なソフ

ト面の政策も充実させながら、にぎわいの効果を検証していきたいと考えております。 

○分科員（木戸さだかず） 今、入り客数と、それから各季節ごとのイベントを打って、いろいろ

施策をやっておられるということで、確かにいろいろ頑張っておられるなということで評価をし

ているところです。 

  やはりこの須磨海岸エリアの施策の目標というか、そこは、繁忙期はもうどんどん今盛り上が

ってるんですけど、閑散期にどうするか―― これどこでもあるような問題なんですけど、閑散期

もにぎわいづくりを進めていくに当たりましては、やっぱり入り客数とか、それに加えて、最近

神戸市もよくやってる人の流れを実際にどうなってるんだというところをもう少し細かく分析し

ながら、通年通しての人の流れをきっちり把握して、これからの施策展開を図っていっていただ

きたいなと思うんですが、その辺りについて御見解を、あればお伺いします。 

○露口港湾局部長 委員御指摘のとおり、須磨海岸では四季を通じたにぎわいづくりを目的として

いることから、今後、施策展開を検討する上で、通年の人の流れを把握することは我々としても

重要であると考えております。 
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  須磨海岸のように、広範囲で、かつ通年の人流分析を行う手法として、先ほど空港でもありま

したけども、携帯電話の位置情報を使ったビッグデータを用いた人流分析ツールがございますの

で、今現在、全庁的にもそういった活用を進めているところです。 

  令和７年６月には須磨シーワールドが１周年を迎えるとともに、隣の海づり公園も11月にオー

プンしたということから、これらの施設の動向とともに、また、アクセスとなる須磨駅とか須磨

海浜公園駅からの人の流れとか、そういったことについてもデータを分析して、これまで、先ほ

ど申しました整備効果とか、その辺の流れを検証しまして、あと、今後必要なソフト施策など、

須磨海岸がより一層すばらしいものとなるよう、新たな施策展開に取り組んでいきたいと考えて

おります。 

○分科員（木戸さだかず） ぜひ、期待してますので、よろしくお願いいたします。 

  それでは、３問目は神戸ウオーターフロントについてお伺いいたします。 

  ウオーターフロントエリアにおきましては、ジーライオンアリーナ神戸の開業や神戸空港の国

際化など社会情勢が大きく変化する中で、今後10年から15年の間で取り組む施策の方針として、

神戸ウォーターフロントグランドデザイン案が経済港湾委員会において報告されました。 

  神戸市は海と山が接近しており、平地が非常に限られている中、ポートアイランドや六甲アイ

ランドなどの人工島を造成し、市域を拡大してきた歴史があるのは御存じのとおりです。そこで

提案ですが、今後のさらなるにぎわいづくりにおいて、神戸ならではの神戸ウォーターフロント

グランドデザイン案の具現化に当たりましては、神戸のこういった地理的な特徴を踏まえ、海外

で注目されているメガフロートといった新技術を導入して、迅速かつ事業費を低減しながら事業

推進ができないかといったことを検討に入れてはいただけないでしょうか。 

  国内におきましても、例えば南あわじ市にある浮体式の多目的公園においてメガフロートが導

入されています。こういった実績を参考にしながら、柔軟な発想でウオーターフロントの事業推

進を図っていただきたいと考えますが、御見解をお伺いいたします。 

○長谷川港湾局長 ウオーターフロントの今後の進め方においては、今、委員申されたとおり、柔

軟な発想で事業推進をしていく、これは非常に重要でございます。 

  そして、今御提案をいただきましたメガフロートでございます。このメガフロートなんですけ

れども、実は私、このメガフロートという言葉を初めて聞いたのが26年ぐらい前だったと思いま

す。当時、平成11年なんですけれども、ちょうど神戸空港の建設工事が始まりました。その時点

で、羽田の滑走路―― これＤ滑走路ですけれども、この建設に向けたいろいろな検討がスタート

しています。 

  Ｄ滑走路の建設に当たりましては、私の記憶では、多摩川の河口敷であったために、水の流れ

を阻害することができないので、様々な工法を検討する必要があったと記憶しています。その中

で出てきましたのが、１案が桟橋方式、もう１案がこのメガフロート方式、そしてもう１案がハ

イブリッド型といいまして、埋立てと桟橋方式を組み合わせたもの、この３つの手法が検討され

ていたというふうに考えています。 

  当時、多分1999年だと思いますけれども、これには造船の会社であったり鉄鋼メーカーが積極

的にメガフロートの技術研究組合というものをたしかつくっていたと思います。そこで、場所は

忘れましたけれども、実証実験を行っていたと思います。多分関東のほうだと思います。その後、

この関東でやっておりました実証実験の流れが多分いろいろなところで、今、メガフロートの取

組として引き継がれていると考えています。 
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  このメガフロートなんですけれども、やはり結局は、Ｄ滑走路の建設に当たりましては、埋立

てと桟橋方式のハイブリッド型でたしか建設をしたと思っています。最近のフロート型の工法と

いうのは非常に海外でもたくさん出ていると聞いています。多分、私の記憶では、中東のほうで

もあったかと思います。それと、日本においては、東京都の天王洲アイルというところがありま

して、ここはいわゆる平台船の上に宿泊施設であったりラウンジ、飲食店を建築するような工法

で、天王洲アイルにこういうメガフロート―― フロート構造の施設があったと記憶しています。

そういう意味では、最近は一般的にそういう施設があるのかなという感じではあります。 

  それと、メガフロート等で一番重要になりますのは、羽田の滑走路をやっているときもそうで

すけれども、工期が短くなるとか、事業費が極めて安いという感じではなかったと記憶をしてい

ます。昨今の物価高騰の状態から見ますと、やはりこれもどの工法がいいのかというのはなかな

か―― 工期とかコストが本当に低減できるかというのは少し疑問があるところでございます。 

  それと、たしか当時やはり一番問題になったのは、維持管理の方法だと思います。メガフロー

トというのは非常に大きな塊を海の中に置くわけでございまして、固定の方法にも非常に工夫が

要ります。南あわじがどういう形で固定をされているのか、私存じ上げませんけれども、恐らく

海底にくいを打って、何がしかの形で固定してあると思います。これが完全固定なのか、もしく

は外れるような技術になっているのか、そこは分かりませんけれども、固定にも一定の技術が要

ると思います。 

  こういうことを考えますと、ウオーターフロントでどういうことができるのかということでご

ざいますけれども、一般的には浮き桟橋とかフロート工法というのがございますので、それは規

模は小さくなりますけれども、そういったものはこれまでも活用されておりますので、そういっ

たところから１つずつ考えていけばいいかと思っております。ですから、今回御提案いただいて

おります内容については、１つのアイデアとして承りたいと存じます。 

○分科員（木戸さだかず） いろいろお詳しいということで、メガフロートを例えば、何ていうん

ですか、今おっしゃったような空港とか、そういうところに使うときには、やっぱり耐用年数で

あるとか、もっともっと何か精緻な技術力というんですか、見通しが要ると思うんですが、こう

いったウオーターフロントの開発で、何か施設をぽんと置くとか、そういうものとはまたちょっ

と次元が空港とは違うと思うんです。 

  特に１つのアイデアということで、検討していただけたらそれはそれでいいんですけど、当然、

桟橋とか、そういうものとは―― メガなので、規模が違って、大阪がなぜどんどん行ったかとい

うと、やっぱりＪＲの跡地であるとか、地下のホワイティの延伸とか、土地がぼんと空くところ

に開発をして、人がばっと集まってるというのがありまして、神戸って見渡すと、なかなか平た

いところが余っていないということで、やっぱり海へ海へって流れになると思うんです。 

  ウオーターフロントを開発していくに当たって、やっぱりそういう大きな土地が開けると、全

然雰囲気も変わるので、例えば今言った南あわじ市です。局長も言われましたけど、海釣り公園

になってて、フロートを浮かして、ただ釣るだけってなかなかやっぱり人が集まりにくくて、ど

んどん人が減ってるんです。来る人が。 

  なので、今サウンディング調査もかかってて、これからどうしていくんだという話になってお

りまして、例えば神戸市が手を挙げて、これ引き取りますよって言うと、もう開発も云々もなく

て、もう10数年海に浮いて、維持もできているので、すぐ潰れるということは当然ないので、そ

れを引っ張ってくるぐらいの勢いをもってこの事案に取り組んでいただけたらと思うんですが、
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今チャンスじゃないかと思うんですが、ちょっと御見解あればお聞かせください。 

○長谷川港湾局長 南あわじ市のフロートなんですけれども、多分大きさが120メートル掛ける60

メートルぐらい、6,000平米ぐらいの大きさの大きな台船だったかと思います。これを輸送する

というのは非常に難しくて、これを動かす技術だけでも今なかなか、日本も様々な船が老朽化し

ておりまして、１つは動かすのもまずは一苦労するというのが１点目でございます。 

  それと、これだけの6,000平米という巨大なものを例えば動かして持ってきたときに、一番心

配になりますのは、台風であったり、防災面でございます。特に市街地に近いエリアにこういっ

た施設を導入いたしますと、そういう高潮であったり、津波であったり、台風によります波の影

響というのは非常に受けますので、そういった点を十分配慮しながらでないと、なかなか難しい

と思っています。 

  ですから、先ほど申しましたとおり、やはりこういう新しいアイデアについては、ウオーター

フロントとしては柔軟な発想というのは必要だと思っておりますので、１つのアイデアとして承

りたいと思います。 

○分科員（木戸さだかず） 理解いたしました。淡路のほうではもう既に10何年やってて、いろん

なデータもあると思うんです。淡路ももともと羽田空港で使ったものが船で運ばれて持ってきた

って聞いていますので、可能は可能ですので、またアイデアとして取り入れていただけたらと思

いますので、よろしくお願いいたします。 

  それでは、最後、国際コンテナ戦略の港湾施設についてお伺いいたします。 

  神戸港におけるコンテナ取扱個数は、ヨーロッパや中国経済の低迷、為替の変動、物価変動な

どの世界経済の変調があり、令和６年１月から11月までのコンテナ取扱個数は約252万ＴＥＵと、

対前年比約97％と減少している状況となっており、集貨の取組を推進することが必要となってい

ます。 

  さらに、2025年は2017年から続いてきたコンテナ船会社の３大アライアンス体制が再編の年で

ありまして、２月からは新たなアライアンス体制での航路サービスが開始されておりまして、こ

のような海運業界をめぐる情勢の変化に応じた施策が今後必要ではないかと考えています。今後

の集貨戦略について御見解をお伺いいたします。 

○小嶋港湾局副局長 国際コンテナ戦略港湾の集貨施策ということでございますけれども、先ほど

委員から御指摘あったように、神戸港の取扱貨物量、11月までの累計で対前年比で97％というこ

とで、非常に厳しい状況になっていると理解しております。 

  この一番大きな理由としては、最大の貿易相手国である中国貨物の減少というのが非常に大き

くなっておりまして、特に輸入貨物―― 中国からの輸入については、対前年比でいくと８％以上

の減少というふうになってございます。これは米中貿易摩擦に端を発した日本の企業の生産拠点

の移転に伴って、原材料の調達なんかの調達先が変わったであるとか、あるいは、物価高の影響

による国内需要の減少みたいなのも影響しているのかなというふうに考えております。 

  また、品目別にちょっと細かく見ていきますと、これは神戸港全体ですけれども、自動車部品

の輸出というのが、減少というのが非常に大きくなっております。神戸港の主要荷主である自動

車メーカーが生産台数を減らしているということもあって、減少しているわけですけれども、自

動車産業というのは非常に裾野が広くて、タイヤを輸出する場合のゴム製品であったりとか、そ

ういう他の業種というのにも影響がちょっと及んできてるのかなというふうに分析をしていると

ころでございます。 
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  一方で、国内の野菜価格の高騰なんかの影響もあって、外国産のカット野菜であるとか冷凍食

品、こういうものの輸入が非常に増えているという状況のほか、コンテナ輸送の鮮度保持技術の

向上というものもあって、食品関係の輸出、これも航空貨物で運ばれることが多かったんですけ

れども、海上貨物のコンテナ貨物への転換というのが進んでいるというようなことも聞いており

ます。 

  市としてもこういう新しい動きというのをきっちりと支援して、神戸港の新たな貨物として取

り込むために、農産品の輸出については、新たに海上輸送にチャレンジする事業者に対して、来

年度から阪神国際とともに支援制度というのをつくっていきたいというふうに考えております。 

  また、先ほど御指摘のあったアライアンスの再編ですけれども、この２月からもう既に始まっ

ておりまして、外航船社に聞きますと、どうしても船の入替え、航路の入替えで、最大で３か月

ぐらいかかるというふうにお聞きしておりますので、今まさに航路の入替えが行われているタイ

ミングということになっております。再編が終わった後の本格運用の貨物量については今まで以

上に注視しながら、外航船社のニーズに合わせた施策というのを、阪神国際、あるいは国なんか

とも相談をしながら取っていきたいというふうに思っております。 

  今回の航路再編のトピックとして、これまで北米から輸入航路で来ていたものが、航路範囲を

広げて、欧州へ１つの航路の中で運航範囲を広げる航路ができました。船会社に聞きますと、今

も欧州航路はあるんですけれども、既存の欧州航路と寄港地が異なっているということであった

り、日本の荷主というのは、コロナ禍も経て、直行便のニーズが非常に高いというので、確実に

貨物が集貨できるというような力強い言葉もいただいております。 

  市としてもこの動きに合わせて、こういう航路の有効活用というのを進めていきたいと思って

おりますし、また、今回の再編の中で、東南アジアからのトランシップ貨物の獲得というのも国

が施策で上げておりますけれども、神戸港で１つのターミナルの中で北米への輸出と東南アジア

からの輸入というのがつなげるような航路の接続性の向上というのが図れることになりました。

こういう新たな動きというのをきっちりと我々どもの強みとして生かしていきながら、今後、国

や阪神国際港湾株式会社と一緒になって、外航船社のニーズを把握しながら、集貨に努めていき

たいというふうに考えております。 

  以上です。 

○分科員（木戸さだかず） 神戸港は世界で見ると何かめちゃくちゃ大きいわけでもないので、ぜ

ひあの手この手で支援しながら、着実に前に施策を進めていっていただくことをお願いしまして、

質問を終わります。ありがとうございました。 

○主査（松本のり子） お疲れさまでした。 

  次に、五島委員、発言席へどうぞ。 

○分科員（五島大亮） お疲れさまです。上畠議員と２人で担当させていただきます。よろしくお

願いいたします。 

  まず、神戸空港第２ターミナルの受入れ能力についてお伺いをいたします。 

  2025年４月18日に神戸空港はいよいよ国際空港になります。阪神・淡路大震災の復興途上の厳

しい環境の下で生まれた神戸空港が、港湾局を中心とした職員の皆さんのたゆまぬ努力により大

きく成長し、空港開港20年を迎える節目の年に国際化へと飛躍することを非常にうれしく思って

おります。 

  また、当局においては、2022年９月の関西３空港懇談会での合意以降、非常にタイトなスケジ
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ュールの中で、エプロンの拡張や第２ターミナルの整備を進めるとともに、韓国の仁川、中国の

上海と南京、そして台湾の台北・台中のアジア５都市とを結ぶ路線を定期便に近い形で誘致した

ことをまずは高く評価をさせていただきます。 

  一方で、市民・地元経済界の願いは国際定期便の実現であります。次なるステージに向け、引

き続き当局と議会が提携しながら、スピード感を持って取組を進めていく必要があると考えてい

ます。そこで、国際定期便の実現に向けた取組について、以下お伺いいたします。 

  まずは、第２ターミナルの受入れ能力について伺います。さきの本会議で、第２ターミナルは

国際チャーター便の需要に対応するために整備したものであり、国際定期便１日最大20便を受け

入れるためには、さらなる機能強化が必要との答弁がありました。第２ターミナルの受入れ能力

として、今、何便まで受け入れることができるようになるのか、まずお伺いいたします。 

○長谷川港湾局長 まず、神戸空港については、今後ますます飛躍するように、我々としても一生

懸命頑張っていきたいと思います。 

  そして、第２ターミナルの能力の件でございます。第２ターミナルについては、先ほど委員も

おっしゃいましたとおり、2022年９月に３空港懇談会の合意の下、その後、様々な―― 私どもと

いたしましてはサブターミナルという表現で整備基本計画をお示しをさせていただきました。そ

の後、パブリックコメントを経て、2023年５月に契約をして、現在、いわゆる２年足らずの工期

で今頑張っている状況でございます。 

  第２ターミナルの現状でございますけれども、３月中に竣工させるべく、今一生懸命頑張って

いるところでございます。それから、実は４月18日までの３週間という非常に短い期間で習熟訓

練ということを行うことになっています。これは、当然、オペレーションする側、エアライン、

ＣＩＱや消防やガードマン、警察、様々な方々の御努力が必要ということでございます。 

  もともとスタートはサブターミナルということで計画をしておりました。今のカウンターの数

でありますとか、様々なエアラインの状況等から、今現在考えられます空港の第２ターミナルの

能力は、私の感覚では、40％から50％ぐらいの能力ではないかと思っております。ですから、今

後とも―― 今年度に2030年に向けた、いわゆる国際定期便に向けた機能強化について検討してい

くわけでございますけれども、今の状況をしっかり踏まえた上で、そういった検討も進めていき

たいと思います。 

○分科員（五島大亮） 国際定期便の１日最大20往復便、この実現に向けて、ターミナルの容量を

拡張する必要があることは理解をいたしました。ぜひしていただきたいと思っております。 

  今後の機能強化に当たっては、容量だけでなく、国際空港としてふさわしい機能性や利便性も

確保していく必要があります。令和７年度予算に計上されているさらなる機能強化の検討におい

ては、これまで我々が要望してきましたボーディングブリッジの整備や第１・第２ターミナル間

のデッキ接続などを含めて、機能性・利便性の向上に向けた取組についても検討をしていくべき

ではないかと考えますが、いかがでしょうか。 

○河原港湾局局長 第２ターミナルのさらなる機能強化についての御質問でございます。 

  令和７年度予算につきまして、国際定期便の就航に向けました機能強化の検討費を計上させて

いただいております。今、議員から御指摘ございましたけれども、ボーディングブリッジ、それ

からターミナル間を接続するデッキの整備等につきまして、この間、議会で様々御議論いただく

中で、御意見・御要望をいただいているということについては私ども認識をしております。また、

この間、各航空会社とも意見交換をしておりまして、同様の御意見をいただいているということ
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でもありますので、今後しっかりと検討してまいりたいと、そのように考えております。 

  予算の中のさらなる機能強化の検討につきましては、2030年前後の国際定期便の受入れに向け

て進めていくということで、１日最大20便を受け入れるために、まずエプロンの拡張をするとい

うことを考えております。それから、旅客ターミナルとして求められます機能性・利便性の確保

ということも必要でございますので、チェックインカウンターや保安検査場、搭乗待合室などに

ついて、まずは容量の検討―― 大きさの検討を行いたいと考えております。また、先ほどお話の

ございましたターミナル間を接続するデッキの整備、それから、エアラインのほうからも御要望

ございますけれども、商業施設であったり、ラウンジの拡充・充実といったところも求められて

おりますので、こういった検討も進めてまいりたいと考えております。 

  それから、駐車場に関しましても、さらなる利用者増の対応をしていく必要があると考えてお

りますので、立体駐車場化を含めまして、増設を検討してまいりたいと、そのように考えており

ます。 

  いずれにいたしましても、国際定期便の就航に向けました機能強化につきましては、今後、多

岐にわたる取組が必要だと、そのように認識をしておりまして、関西エアポート神戸、それから

航空会社などと意見交換を行いながら、議会での御議論、また空港利用者の皆様の声を聞きなが

ら検討を進めてまいりたいと、そのように考えております。 

○分科員（五島大亮） ありがとうございます。国際化というまず１歩目を踏み出すことが、これ

非常に重要だったわけなんですけれども、この間、最初に局長に答えていただいたとおりなんで

すけれども、万博の2025年に間に合わすことが第一命題であったということで、まずそれをする

必要がありました。 

  じゃあ今後は何を目指していくかっていったら、今までの国内便の旅客を含めた国際便のお客

さんが増えることで、あの一帯、もしくは三宮・神戸を中心とした経済が、この空港によって効

果がある、経済効果がしっかり認められるような規模―― 空港の中の商業施設であったりとかが

ここに出店したいと思わせるような規模の旅客を引きつけるだけのものにしなければいけないと

いうのが最終的なものなのかなというふうに考えています。 

  当初の案、これは急いでつくったんだと思うんですけど、もともとのターミナルと国際ターミ

ナルが非常に距離があって、間をＬＲＴで結ぶような話とか、謎の緑地を造るとかも、どこ見て

やっとんねんみたいな話があって、我々もこれ大丈夫かということで、いろいろ議論をさせてい

ただいて、この短い期間であったことは大変だったと思うんですけども、それでもベター、ベス

トな今、解になっていると思いますので、引き続き努力をしていただければと考えております。 

  今、国際空港の旅客を増やすためには何が必要かということを河原さんにお答えいただいたわ

けなんですけれども、ターミナルがあったらいくらでも来れるというわけじゃなくて、待合も必

要、チェックインカウンターも必要、容量がないと飛行機を呼べないということが分かったとい

うところです。 

  いろんな課題に対応していくために、今後、国際定期便の就航に向けて進めていく機能強化に

ついては、2030年頃には必ずこれは実現しなければいけないことだと思っております。そのため

には、迅速に計画の策定を進めて、早期に事業化に着手する必要があると考えます。昨今の建築

費の高騰であったり、建築現場の働き方改革で、工期が非常に長くなってしまうこともあります。

今後どのようなスケジュール感を持って進めていくのか、お伺いします。 

○河原港湾局局長 スケジュールの観点での御質問だと思います。具体的な工程を含めまして、こ
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れから関西エアポート神戸、また各航空会社と意見交換を行いながら検討を進めていきたいと考

えておりまして、現時点におきまして、具体的なスケジュールというのが、お示しすることがな

かなか難しいという状況でございます。 

  ただ、一方で、今回整備しております第２ターミナル、これにつきましては、エプロンの拡張、

それから第２ターミナルの整備につきまして、先ほど長谷川局長からも御答弁申し上げましたけ

れども、設計から完成まで約２年半という短い時間でやっております。ただ、新しいさらなる拡

張につきましては、第２ターミナルを運用しながら拡張するというようなことも必要になってま

いりますので、当初整備以上に時間が必要になってくるのではないかと。それから、先ほど委員

からもお話ございましたけれども、物価高騰であったり、人手不足というようなことなども言わ

れておりますので、何となくですけれども、設計から完成まで少なくとも最低４年ぐらいはかか

るのではないかと考えておりまして、2030年前後に実現するということを目標にしますと、令和

７年度中に機能強化の方向性を定める必要があるのではないかと考えております。 

  いずれにいたしましても、2030年前後の国際定期便１日最大発着回数40回というのは、関西の

自治体、経済界等との合意事項でございますので、その実現に向けて、スピード感を持って検討

を進めてまいりたいと、そのように考えております。 

○分科員（五島大亮） ありがとうございます。これまでもタイトなスケジュールの中やってきて、

今後のためには最低４年かかるだろうという見越しをお話しいただきました。 

  これにはやはり、５年あるわじゃなくて、５年しかないという感覚で進んでいくのが必要だろ

うなと思いますし、そのためには、やはり計画・設計の予算等も必要になってくると思います。

我々力強くこれに関しては御支援させていただきたいと思っておりますので、神戸市民の未来の

ために、しっかりと計画を迅速にお立ていただくようによろしくお願いいたしておきます。 

  次に、新技術を活用した集貨の取組についてお話しいたします。 

  物流の2024年問題、これがちまたで言われている中、人口減少とともにトラックドライバーの

不足が進み、今後さらに問題が深刻化していくことが予測されています。神戸港においても、フ

ェリー等を活用したモーダルシフトの推進をはじめとして、これらの施策により対応していると

ころですが、自動運転技術など、今後の新技術の導入を先取りした布石を今から打っていくべき

ではないでしょうか。 

  現在、トラックの自動運転については、国土交通省等が高速道路における実証実験を進めてい

るところですが、例えば将来、市内内陸部の主要高速道路沿いにコンテナ用のインランドデポを

整備し、自動運転技術が導入されたコンテナトレーラーのハブとして、この地とコンテナターミ

ナル間の輸送を有人車両が担うことで、ドライバーの大幅な負担軽減につながるのではないかと

考えます。 

  神戸港が将来にわたって西日本の産業と国際物流を支える東アジアの国際ハブポートを目指し

ていくために、従来の施策に加えて、このような新技術を活用した革新的なこれからの施策を他

港に先駆けて検討していくべきではないかと考えますが、いかがでしょうか。 

○小嶋港湾局副局長 新技術を活用した革新的な技術の導入ということでございますけれども、委

員よく御承知のとおり、神戸港の背後圏というのは西日本全体に広がっておりまして、神戸港の

港勢拡大に向けては、ターミナルの機能性の向上のみならず、国内の輸送モードの効率化、こう

いうのは非常に重要だと思っておりますし、そこで新たな技術の導入といった観点も、我々ども

としてもきっちり入れていくべきだというふうには認識をしております。 
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  これまでも神戸港への集貨ネットワークの拡充というものに加えて、トラックドライバー不足

の対応というのも踏まえ、モーダルシフトへの支援―― 先ほども御指摘いただきましたけれども、

モーダルシフトへの支援なんかも行っているほか、国においては、今年度は日本海側から神戸港

への鉄道輸送に関する実証実験というのも行われて、いろんな形での様々なネットワークを活用

した輸送というのに取り組んでいるところでございます。 

  また、実用化している新技術については、積極的に導入したターミナルの生産性の向上という

のも進めているところでございまして、昨年９月から本格運用を開始したＣＯＮＰＡＳであった

りとか、あるいは、今月末からはＰＣ－18番のターミナルにおいて３基のテナーの―― ＲＴＧの

遠隔操作化も進められる予定になっております。 

  御指摘いただいた高速道路の自動運転については、これまでも経済産業省であったり国土交通

省―― 国のほうが主体となって、大型トラックを活用した後続車無人隊列走行であったりとかい

うのが進められておったり、あるいは、直近では、先ほどまさに委員がおっしゃった自動運転車

優先レーンを設定した新東名高速道路における自動運転の実験、これが今日から実証実験がまさ

に始まっております。本市としても非常に高い関心を持って今注視をしているというところでご

ざいます。 

  一方で、コンテナ車の場合、今回使われている大型トラックに比べると、どうしても車長が長

いということ、あるいは積載される貨物の重量も重くなるということもあって、一般的には内輪

差が大きいことを考慮したような独自の経路設定であったりとか、あるいは、車体が非常に長く

なりますので、検知範囲が広いということを配慮したセンサーの設置場所、カメラの設置場所の

検討であったりとか、今後、コンテナ貨物への集貨というのを進めていく上では、コンテナ車と

いうものを対象にした追加の技術開発というのも当然必要になってくるとは考えております。 

  自動運転技術の導入については、まだ少し時間がかかるかも分かりませんけれども、国や民間

事業者における実証実験の結果であったりとか、実用化に向けた今後の動きというものについて

は、我々どももしっかりと情報収集をして、他の新しい技術というのを含めてですけれども、神

戸港への将来の機能拡張につながるようなことについては継続して研究していきたいというふう

に考えております。 

  以上です。 

○分科員（五島大亮） 小嶋さんはよく分かっていただいていると周辺から評価をお聞きをしてい

ますので、引き続き頑張っていただきたいと思います。 

  今おっしゃっていただいたＣＯＮＰＡＳであるとか、ＲＴＧの自動化であるとか、こういった

ことは、ある一方で働いてる方からそんなことせんとってくれという声もあるんですけれども、

やはりハブポートを造って、荷物を集めて、人に対しても仕事が継続していくということが重要

ですので、これは話せば分かってくださることだと思っています。 

  港湾に関しては、先ほど言っていただいたＣＯＮＰＡＳであるとか、自動化であるとか、こう

いったことには果敢にチャレンジしていただいていると思っています。全市的に見ると、例えば

ＡＩに対応したデータセンターがじゃあ神戸市に来てるのかとか、あと、ドローンであるとか、

空飛ぶクルマであるとか、こういった新技術に神戸市が何か実験都市として頑張っているのかと

いったら、そうではないので、やっぱり神戸市民が、新しい技術が来て、今から日本がこんなこ

としますといったときに、神戸市でこんなことするんだと、さすが神戸やなと思えるような取組

が必要だと思うんです。それを考えたら、国土交通大臣出身の方が神戸にはいますし、尼崎が今
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やってくれていますし、そういった利点も生かしながら、こういった新しい取組というのを果敢

にチャレンジしていただきたいと思います。関西でいろんな―― 三都物語って言ってましたけど、

大阪・京都に近いけど大阪・京都にできないことは何かなといったら、こういった事業じゃない

かなというふうに思いますので、こういった取組というのを引き続き頑張っていただきたい。よ

ろしくお願いいたします。 

  次に、港湾用地の不足の解消についてお伺いします。 

  港頭地区への進出や事業拡張を希望する企業から、事業用地が不足しているため、希望どおり

事業運営が行えないと、これはもうさんざん前から聞いてきました。言っていました。また、老

朽化した上屋等が集積する地区においては、港湾関連用地の不足が課題となり、施設の建て替え

及び更新が順調に進んでいくのか懸念をしています。 

  令和５年度には、老朽化が進む上屋等が多数立地している地区について、物流施設の再編・高

度化を促進する区域として区域認定を行い、建蔽率・容積率を緩和するなど、対策が講じられて

いますが、課題の根本的な解消のため、新たな事業用地を確保する施策を推進する必要があるの

ではないかと考えています。 

  そこで、神戸港中期計画に掲げられ、令和７年度予算においても措置されている新たな事業用

地の確保に向けた検討について、取組内容や今後の方針、スケジュールをお伺いします。 

○小嶋港湾局副局長 御指摘いただいたとおり、新たな事業用地の確保、これは喫緊の課題だとい

うふうに考えております。神戸港中期計画において、老朽化した倉庫、あるいは上屋が集積する

エリアの物流機能の高度化・効率化を促進するというために、既存埠頭の建蔽率・容積率の変更

であったりとか、あるいは新たな事業用地の確保、こういうものを施策として掲げさせていただ

いております。 

  このうち建蔽率・容積率については、築50年以上が経過した非常に古い倉庫が多い摩耶埠頭と

新港東埠頭、ここで物流施設の再編・高度化を促進する区域というのを港湾計画に位置づけた上

で、建蔽率・容積率というのをそれぞれ80％、300％というところまで緩和をさせていただいた

ところでございます。 

  これらの埠頭では、既に老朽化した倉庫の取壊しというのが進んでおり、そこの部分について

は建て替えに向けた相談というのも我々どものほうにも既に来ております。そういう意味では、

事業用地の有効活用に向けた企業の動きというのがもう始まっていることから、我々どもとして

も、新たな建蔽率・容積率の緩和の制度というものが有効に活用されていくのではないかという

ふうに期待しているところでございます。 

  また、新たな事業用地の確保については、先ほど申し上げた、これは喫緊の課題です。摩耶埠

頭における埋立てというのを我々ども今検討しております。水域利用者をはじめとする関係者の

調整というのを進めているところでございますけれども、今後、きっちりと調整を進めていく中

で、港湾計画の変更を行い、必要な施設を港湾計画に位置づけた上で、水域利用者の移転先の整

備であったり、あるいは公有水面埋立免許の取得、こういうのを経て埋立事業の実施というのに

至っていくという形になってございます。まず関係者との調整を速やかにして、できましたら令

和７年度には港湾計画の変更、これを行っていきたいというふうに思っております。 

  これらの事業の実施に当たっては、国の交付金事業―― 国費の導入というのを図っていきたい

というふうに考えておりまして、国の予算枠との関係、予算との関係もありますので、明確なス

ケジュールというのを示すのはなかなか難しいんですけれども、できるだけ速やかに新たな事業
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用地を確保して、港湾事業者の土地需要に応えていくことが大事だというふうに思っております

ので、我々どもとしてもしっかりと取組を進めていきたいというふうに思っております。 

  以上です。 

○分科員（五島大亮） ありがとうございます。国費を導入して、令和７年度に計画の変更を行い、

迅速にしていただくという答弁をいただきました。しっかりと取り組んでいただきたいと思いま

す。 

  神戸港は阪神港としてスーパー中枢港湾なので、国の国家施策に合致した努力をしていくとい

う宣言をしているわけですから、国費の導入というのは国から見ても国の施策に合致したことに

なりますので、どんどんお金を入れていただかなければいけないと考えています。 

  土地の不足なんですけども、今、建蔽率・容積率を緩和したことで、建て替えの話が始まった

というふうにお聞きしています。私も倉庫事業者さんなどからいろんな話も聞くところなんです

けれども、やっぱり摩耶埠頭の北側の埋立ての話をされたんだと思うんですけれども、新しい土

地があったら、今入っている荷物をどうするかということを考えずに新しく建築をして、そこに

荷物を移して事業が進められるので、事業者の皆さんからは、新しい土地がやっぱり欲しいんで

すということを言われます。集約化して、国費を入れた新しい倉庫を造っていくような計画もま

た立てれると思いますので、そういった尽力というのをやっていただきたいと思います。 

  あと、六甲アイランド南―― これ前から言ってるんですけれども、ごみ捨場じゃなくて、早く

埋めて、早く将来の東アジアのハブポートを目指すためのターミナルを造りましょうという話を、

これは皆さん多分やりたいと思っている計画だと思うんです。こういった計画を進めるために、

細かい今、都市局さんとのやり取りって必要だと思うんですけれども、そういったところも解決

していきながらやってほしいと思います。 

  ＡＯＩＡ跡地、あれを住宅にするのか、将来の工事ヤードにするのかで大きくいろんなことが

変わってくると思います。また、橋を架けるのか、陸地をつなげるのかとか、いろんな計画もこ

れから出てくると思いますので、そういった場合に、自ら神戸市が事業をやりにくいような土地

の処分の仕方をするのもいかがなものかと思いますので、やっていただきたいと―― そこも考え

て取り組んでいただきたいと思います。 

  次、ウオーターフロントエリアにおける駐車場の確保です。 

  令和７年４月にジーライオンアリーナ神戸が開業します。中突堤周辺地区では再開発の取組を

推進して、観光エントランスエリアの機能強化がされる中、今後、ファミリー層を含めた来訪者

の増加に伴って、マイカー利用者の増加も見込まれるところです。 

  一方、策定予定の神戸ウォーターフロントグランドデザイン案によると、まちづくりの戦略と

して、具体的方策として掲げられている緑豊かなウオーカブル空間の創造、緑のネットワーク等

に基づいて、回遊性の向上や来訪者の利便性向上につながる取組を進める一方、メリケンパーク

の緑化が進み、駐車場については廃止するパーツとなっています。ＧＸは大変大事なんですけれ

ども、大丈夫かなというのを正直思います。 

  増大する来訪者に対応するための歩行者空間の確保は重要性を理解しますが、ファミリー層を

中心とするマイカー利用者にとって、ウオーターフロントエリア内に利便性の高い駐車場を確保

することも重要ではないかと考えます。メリケンパーク内の駐車場を廃止する場合、利用者の動

線を踏まえて、利便性が高く、今後の需要にも対応し得る大規模な駐車場をエリア内に設置すべ

きではないかと考えますが、いかがでしょうか。 
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○長谷川港湾局長 ファミリー層の方々に対しての駐車スペースの話でございます。ポートタワー

の東側の道路というのがありまして、ポートタワーの東に東西方向に歩行者動線―― ここに横断

歩道があります。実はここの横断歩道を渡ってメリケンパークとかもめりあエリアをつないでい

るというのが現状でございます。イベントが開催されるときにはここは非常に歩行者が多く通ら

れますので、かなり交通渋滞も発生しております。 

  私たちが今描いておりますグランドデザインでは、やっぱりこういうメリケンパークのみなら

ず、かもめりあであったり、高浜岸壁、モザイクエリアであったり、ここが一体的にウオーカブ

ルな空間として整備ができないか、また、回遊性を高めるためにどのような工夫ができるのか、

こういう視点に立って、今１つのアイデアをお示しさせていただいております。 

  ポートタワーホテルというのが北側にございます。これは中突堤中央ビルの北側なんですけれ

ども、ここのホテルの東側には一定の用地がありまして、ここにはなかなか企業を誘致するだけ

のスペースとは思えない土地の大きさでございますので、１つはここに駐車場を整備していこう

と今考えているところでございます。 

  メリケンパーク内には今後どういう形のアクセスがいいのか、これは非常に様々な議論がある

と思っております。特に東西方向の回遊性を上げるために、本当に駐車スペースを造ることがい

いのか、もしくは、かもめりあであったり中突堤中央ビル、ここを再整備するときに、そこに一

部駐車スペースを設けるほうがいいのか、これは様々な議論があると思いますので、また我々具

体的な案もお示ししながら、議会の中で様々議論をさせていただきたいと思います。 

○分科員（五島大亮） １つアイデアなんですけれども、メリケンパークにある駐車場の料金、あ

れは安い。安過ぎる。大倉山の北側にも駐車場あるじゃないですか。あっちの料金設定と一緒な

んですけど、メリケンパークのほうは無料時間もあるんです。ふだんすいてるときに行くんだっ

たらいいんですけど、あれを目指してイベントがあるときにわあっと車が来ると、並んだらあき

ませんって言って警備員が排除するような動きの中で、混乱して渋滞を多分招いているところが

あると思います。なので、その辺も含めていろんな実験ができると思いますので、取り組んでい

ただければと思います。ウオーカブルな空間大事なんですけども、車で来る人も大事にしていた

だきたいという思いです。 

  次、京橋地区のにぎわい創出についてお伺いします。 

  京橋地区は、中突堤周辺地区と新港突堤西地区の中間に位置することから、先ほども言いまし

た回遊性の向上にとって重要なエリアであるとともに、ウオーターフロントエリアの玄関口とし

てにぎわい創出に資する空間とする必要があります。 

  例えば半屋外の音楽ライブ会場やアーバンスポーツを楽しめる空間、そして飲食を併設するこ

とで、人々が音楽・アーバンスポーツ、これを楽しむ姿、音を感じ、さらに人を呼び込む空間づ

くりができると考えています。どのような方向性で京橋地区のにぎわい創出を今後しようと考え

ているのか、見解を伺います。 

○長谷川港湾局長 ウォーターフロントグランドデザイン案の中では、ここは京橋地区のコンセプ

トといたしまして、特に旧居留地との連続性を意識しております。特に回遊・にぎわいをつなぐ

ウオーターフロントのエントランスと位置づけておりますのは、そういう理由からでございます。 

  このエリアのにぎわいを生み出すためには、１つは水際のプロムナードを備えました緑地を造

っていきたいと思っています。これもやはりウオーカブルの視点に立った施設だと思っています。

それと、この緑地空間と、やっぱり一定の建物は要ると思っていまして、エントランスにふさわ
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しい建物から、これが新港町に行ったりメリケンパークに行ったり、うまく人が東や西に回遊で

きるような仕組みが必要だと思っています。 

  今、委員御指摘になられました音楽や屋外型のスポーツ、こういう楽しめる空間も非常に重要

だと思っております。それは、特に旧居留地から見たときに、やはり見えるというのが大事だと

思っておりまして、そういう見えるような取組、施設、こういうものを考えていきたいと思って

います。 

  いずれにいたしましても、京橋地区がウオーターフロントのエントランスにふさわしい、にぎ

わいのある空間となるように取り組んでまいりたいと思います。 

○分科員（五島大亮） よろしくお願いします。まあまあクルーズ船が止まって、バスでどこかに

行ってしまうんだという話もあるんですけれども、お客さんと乗組員があそこを歩いて遊びに行

きたいというようなものを創出していただくようにお願いします。 

  やっぱり人が来ると車も来ますので、これだけいろんなものを設置しようとしたら、車の通行

というのを考えないといけない。そうしたら、今やってるクロススクエア計画がいいのかどうか

というのは、港湾局としてもしっかり考えていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

○主査（松本のり子） お疲れさまでした。 

  次に、上畠委員、発言席へどうぞ。 

○分科員（上畠寛弘） では、よろしくお願いいたします。 

  先ほどフェニックスの話もございましたけども、私もずっと言っているところでございまして、

港湾機能強化のためにも、早く埋め立てていただきたいということは環境局のほうにも言ってお

りますし、変に減量、減量って言わんと、経済活動を萎縮させて何をしたいんやということも言

っておりますし、何で環境保全審議会にいるかということは、そういうことでございますので、

港湾機能強化のためにしっかりやっていただきたい。 

  質問させていただきたいのが、複合ターミナル形成に向けた取組状況についてでございます。 

  神戸港中期計画において港湾物流機能の強化の一環として掲げられてございますポートアイラ

ンドのＰＣ－13から17の一体利用に伴い空きバースとなる予定の六甲アイランドのＲＣ－４から

５において、令和７年度に複合ターミナル形成の検討をされるというふうに聞いてございます。 

  阪神・淡路大震災以降、一度失った貨物はそう簡単には戻ってこないということを経験した神

戸港において、港湾機能として貨物へ付加価値をつけて、物流拠点として定着につながる創貨を

より一層推進すべきと考えてきたことから、今後の施策展開に大いに期待を寄せているところで

ありますが、保税区域内において加工・組立てといったサービスの提供の可能性につながる複合

ターミナルの形成は、神戸港にとっても大きな機能強化となります。 

  この点を踏まえまして、実現に向けてスピーディーに進めてもらいたいというふうに考えてご

ざいますけども、現在の検討状況、今後の方針について見解をお伺いしたいと思いますが、いか

がでしょうか。 

○長谷川港湾局長 複合ターミナルの形成については、貨物の高付加価値化でありましたり、いろ

いろな貨物などの多数な輸送手段の充実、また神戸港で働く港湾労働者の優れた荷役技術が大き

な強みでございまして、神戸港の機能強化に大きく貢献する、寄与する施策であると考えてござ

います。この複合ターミナルというのは、日本ではまだ例がございません。今後の国際競争力を

強化する上でも非常に重要な施策でございます。 

  現在なんですけれども、現在、神戸港内の物流事業者の中には、もう既に輸入された部材を内
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陸の工場に持ち込むことなく港湾のエリアで加工、完成品として輸出する取組が進んでございま

す。 

  また、今後の事業の具体化に向けましては、様々な港湾事業者・物流事業者の方々と、導入す

べき具体的な機能の選定とか配置、また複数の事業者が一体的に運営する場合の運営方法、こう

いったものについて今ヒアリングを進めております。これによりまして、新たなターミナルのレ

イアウト等につきまして具体的に検討を進めておるところでございます。 

  保税区域内におけます加工・組立て機能の導入、これも非常に重要でございまして、これの実

現については、やはり財務省関税局の支援がないとできません。特に保税制度には運用の緩和が

必要となってまいります。財務省においては、昨年６月に国際物流の動向を踏まえました保税制

度の在り方が公表されておりまして、保税区域内の多様な物流ニーズに応じた環境整備に向けた

検討が今始まっているところでございます。 

  また、昨年の秋に関税局の職員に神戸にお越しいただいております。そのときに複合ターミナ

ル実現に向けた現地視察とか意見交換をさせていただいている状況でございます。今後とも、具

体的な導入機能やレイアウトができれば、財務省関税局と協議・打合せを行っていきたいと思っ

ています。 

  今後とも国に対しましては、ターミナル整備に対する新たな支援制度、またターミナル運営の

規制緩和などを要望し、我々のニーズに合った事業スキームの創設に取り組んでまいりたいと考

えております。 

○分科員（上畠寛弘） 私これについて、かねてからずっと港湾局のほうにも要望も質疑もさせて

いただいているところでありますから、やはり財務省の協力というか、財務省がきちんと緩和し

てもらわないといけないので、やはりこれが緩和されれば国力にもつながるところでありますし、

神戸港の復興にもつながってまいります。 

  創貨の観点で言えば、さらに大胆にしていただく必要がある。これもかねてから取り組ませて

いただいてございますけども、台湾で実施されているような自由貿易港区―― ＦＴＺですね、こ

の取組をやはり参考にするのが有益であるというふうに私としては考えてございまして、こちら

も私も台湾のほうに参りまして、いろいろと勉強させてきていただいておりますけども、この点

についての港湾局としての見解をお伺いしたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○小嶋港湾局副局長 御指摘の台湾の自由貿易港区、これについては我々も非常に優れた制度だと

いうふうに認識しております。特に関税や所得税の免税であったりとか、あるいは通関作業も簡

素化されるということで、我々ども神戸港にとっては、今後、複合ターミナルを形成していく上

で非常に参考にしたい１つの制度であるというのは認識しております。 

  複合ターミナルにおける加工・組立て、この作業については、貨物を創出する仕組みと―― ま

さに創貨という観点で、神戸港の物流事業者からも必要不可欠な機能であるというふうに言って

いただいております。民間事業者と一緒になって、台湾の事例も参考にしながら、今後とも保税

制度の検討を進めていきたいというふうに思っております。 

  ただ、保税制度、関税局だけではなくて、例えば消費税の還付のタイミングであるとか、そう

いうものについては、今度は総務省が所管するということで、関係する省庁も結構多岐にわたっ

て広がってまいります。そういう意味で、我々ども直ちに、目の前ですぐにというのは難しいか

も分かりませんけれども、粘り強く国とも協議を重ねながら、実のある制度というのをつくって

いきたいというふうに考えております。 
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  以上です。 

○分科員（上畠寛弘） ありがとうございます。ぜひ具体化に向けて、実現に向けて、引き続き進

めていただきたいと思うし、我々も自民党の立場からもしっかりとこれは推進してまいりたいと

思います。よろしくお願いいたします。国においても大変これはやはり必要なものだというふう

に評価されているところであると思います。国会においてもです。ぜひともこれは神戸市が、神

戸港を抱える身としてもやっていただきたいというふうに思います。 

  次でございます。ロジスティクスパークについてです。 

  神戸港が選ばれ続ける港として海外諸港との競争に打ち勝つためには、創貨の取組に加えて、

神戸港将来構想で掲げられたような大型化するコンテナ船に対応した最先端の技術と規模を兼ね

備えたロジスティクスターミナルの早期の整備が必要であると考えてございます。 

  令和５年度予算の港湾局審査における私の質問に対して、国とも連携をしながら積極的に、ま

ずは建設残土を含めたこういった埋立用材を集めることによりまして、早期の陸域化に向けた検

討を進めていくとの御答弁いただきました。先ほども述べさせていただきました。その後の進捗

状況がどうなっているのか、国などの関係機関との連携、今後の方針を含めて、見解をお伺いし

たいと思いますが、いかがでしょうか。 

○長谷川港湾局長 まず、今の物流の世界的な状況でございますけれども、まずは世界的にコンテ

ナ船の大型化が進行してございます。神戸港に寄港する最大のコンテナ船は北米航路に投入され

ておりました１万3,000ＴＥＵでございますが、大水深バースが稼働する横浜港には、もう既に

１万6,000ＴＥＵ超えのコンテナ船が寄港をしてございます。今後もどんどん船が大型化すると

いう傾向は続いていきます。それによりまして、カスケード現象というのが起きまして、神戸港

のサービスにもさらなる大型船が投入される可能性が出てくるということでございます。 

  先日国が開催をいたしました新しい国際コンテナ戦略港湾政策の進め方検討委員会においても、

船社や港湾事業者から大型船に対応する大水深バースの不足を懸念する声が上がっており、大水

深バースの必要性はますます高まっております。 

  特に何を危機的に感じているかといいますと、隣の釜山では、新たな施設整備―― これは１兆

5,000億円の投資をして新たなターミナルが建設される予定になっております。これは2040年頃

に向けての建設でございます。そうなりましたら、今現在、釜山も2,400万ＴＥＵを超える扱い

量があります。このうちトランシップはおおむね1,300万ＴＥＵでございます。これがどんどん

増えていくことになります。新しく造る港は多分、水深が20メートル以上のバースが―― 多分20

ぐらいのバースを造っていく予定だと思います。こういう世の中の流れから見ても、大水深バー

スが神戸港においてなければ、本当に船が寄港しない状況になっていくと考えています。 

  船社の方と１対１で話をするときに、日本のいわゆる政策に夢がないってはっきり言われまし

た。それは、やはり海外の港は、シンガポールもそうなんですけれども、世界最先端の港を造る

ために物すごく投資をされています。先ほど言いました釜山もそうですけど、物すごい投資をし

ます。そういう夢のある港を世界は造っているんですけれども、今の日本はまだそこまでいって

ません。そういう意味では、まだまだ日本は今しんどい状態。だから、危機感のある状態だと思

っています。 

  六甲アイランドの南の埋立ての状況でございますけれども、やはり今現在は直轄事業から発生

するしゅんせつ土砂をメインに受入れを行っています。ただ、今、全国的に、環境意識の高まり

を背景に、実はいろんな世の中で建設残土の処分先に困っている状況が出てきています。ですか
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ら、大量の建設残土が発生する大規模な公共事業では、土砂の処分先に課題があるという内容を

様々お聞きをしてございます。そういう意味では、ＳＤＧｓの観点から、いわゆる資源の有効活

用であったり、自然環境の保全、また大規模な事業を円滑に進める、それを側方から支援すると

いう意味でも、積極的に建設残土の受入れを進めていきたいと考えています。 

  先ほど五島委員からも、橋なのか、陸地なのか、六甲アイランドに関係するような話も出てま

いりましたけれども、こういったことでしっかり整理をしながら、ロジスティクスターミナルの

事業化の必要性はますます高まっていると思っておりますので、今後、議論がどんどん大きくな

ると思いますので、また議会のほうでも様々議論をさせていただきたいと思います。 

○分科員（上畠寛弘） ありがとうございます。いろいろ環境への懸念とか言う人らもいます。い

ますけど、まあまあそういうのは一部でございまして、やっぱりそこはちゃんとしなきゃいけな

いということ。 

  私にとっても、東灘区選出ですから、六甲アイランドの沖ですから、地元なわけです。私はこ

れ絶対に必要だと思いますから、どんどん埋めていただいて、早く埋立地をやっていただく。も

ともと海のほうにありますから、沖にあるやつですから、穴掘らんでいいんです。こんなに楽な

ことはないです。やっぱりこれによって港湾機能を強化する。これで東灘区民の皆様には、私も

このことを訴えて選挙に出ておりますので、これもう絶対必要やと。ごみも受け入れなあかんと。

焼却灰もどんどんこれで埋めていけばいいということを言うた上で、おかげさまで得票も得てお

りますので、これはぜひ進めていただきたいし、市民の理解がとかいうのも、１つの少ない市民

の方が、何か大きい市民の言い方みたいにしているようなところもありますけど、そんなことは

ありませんので、理解は得ておりますし、分かってくださる市民の方々がいらっしゃいますから、

これは港湾機能強化のためにも、神戸のためにも、国力のためにも、ぜひ進めていただきたいと

思いますので、ぜひよろしくお願いいたします。 

  次が世界港湾会議について話を移したいと思いますけども、今年10月には港湾業界を代表する

国際会議である世界港湾会議が神戸市で初めて開催されるところであります。主催者である国際

港湾協会の創立70周年、かつ、神戸にとっても震災30年という節目の年に、神戸で世界港湾会議

が開催されることは大変意義のあることやというふうに私は考えてございます。神戸市としてど

のような会議にしたいというふうに考えていらっしゃるのか、この点について見解をお伺いした

いと思います。 

○長谷川港湾局長 この国際会議でございますけれども、まずは、ＩＡＰＨと言います国際港湾協

会には、世界の主要な港湾管理者等が正会員として約180港、そして港湾に関わる政府機関や企

業等が賛助会員として約150団体加盟をしております。ネットワークは今、世界に84か国ござい

ます。世界会議はこれまで日本では、1967年に東京、また1981年に名古屋で開催されまして、今

回が３回目、44年ぶりとなります。 

  １つ一番重要なことは、国際港湾協会の設立に、当時の原口神戸市長が発起人の１人として設

立に深く関わっていたということでございます。少し歴史的な背景を申しますと、実は1951年、

これが重要な年でございまして、実は神戸市が神戸港の港湾管理者となった年でございます。こ

れは当然、終戦後間もなくということ。1952年にもう原口市長は世界の港湾関係者を神戸に集め

て、いわゆる恒久的な施設をきちっと造って、世界の港湾との情報共有であったり、世界の港湾

との連携について皆様方に説いて、集めたメンバーで決議を行っています。1952年に神戸で行っ

た決議というのが非常に重要でございます。その３年後の1955年に初めてロサンゼルスで第１回
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のＩＡＰＨの会議が行われています。今回はちょうど10月７日から９日までの３日間の日程で神

戸で行われます。 

  やはり重要なのは、世界とどういうふうに向き合うかというのが一番重要でございまして、１

つは友好関係をきちっとつくっていくということでございます。多分参加される国は、シアトル

やロッテルダム、ロングビーチとかシンガポール、こういったメンバーが参加されます。今、Ｉ

ＡＰＨの会長はハンブルグ港の港湾のＣＥＯでございます。この方とも非常に―― 去年ですかね、

結構長い時間いろいろと意思疎通をさせていただいておりまして、なかなか楽しい方です。また、

副会長にはロサンゼルスの港湾局のＣＥＯがなられております。この方も非常に、見た目は難し

そうなんですけども、話をすればなかなか話の分かっていただける方です。コービー・ブライア

ントの話をすると喜んでいただきました。という意味で、結構私といたしましても友好関係は築

いております。注目すべきは、ここにアフリカのメンバーとか中東のメンバーも今回参加をする

予定でございます。こういった新しい友好関係の構築も含めて頑張っていきたいと考えておりま

す。 

  それと、やはり港湾でございますので、これ会議でございますので、例えばグリーンコリドー

と言われるようなカーボンニュートラルの話であったり、サイバーアタックの話であったり、港

湾のオペレーションの話であったり、様々な議論がなされます。この議論をしっかりホストポー

トとして進めて、議論の成果をどのような形で発信するのか、こういった点についてもしっかり

と考えていきたいと思います。一過性にとどまらず、今後の友好関係も含め、国際港湾協会とも

連携しながら、この会議を成功させたいと思っています。 

○分科員（上畠寛弘） ありがとうございます。ぜひよろしくお願いします。 

  今答弁でおっしゃられました中東やアフリカの諸港との連携ということも、新たな様々なチャ

ンスにもつながっていくかと思いますので、その点についてもよろしくお願いしたいと思うんで

すけども、世界港湾会議には各国から港湾関係者が集まるということで、この神戸市にもかなり

注目が―― 港湾業界において世界的にも注目が集まるかと思います。 

  阪神・淡路大震災からの復興を果たして、成長を続けているこの神戸港の姿を会議参加者にＰ

Ｒすることで、復興したんだということも改めて見ていただきたいというふうに思いますし、神

戸港の国際的なプレゼンス向上につなげていくべきだというふうに考えてございます。今回のこ

の世界港湾会議、どのように活用されていきたいか、この点についてお伺いしたいと思います。 

○和泉港湾局副局長 今、委員から御質問のあったとおり、神戸港の国際的なプレゼンス向上につ

なげていくべきという話がありましたが、今、局長からるる御説明申し上げたとおり、今回の会

議は世界各国から港湾管理者などの要職者が集う会議でもありまして、国際的なプレゼンス向上

に大きく寄与するというふうに考えてございます。この機会を生かしまして、神戸港のＰＲプレ

ゼンテーションやメイン会場内でのブース出展、視察ツアーの開催などを検討しているところで

ございます。 

  少し具体的に申し上げますと、世界港湾会議の冒頭では、ホスト港として神戸港のＰＲプレゼ

ンテーションを行う予定でございます。その中では、港湾だけではなく、神戸の山と海の恵まれ

た自然環境に育まれた農水産物などの特産品にも触れ、神戸の様々な魅力をＰＲしたいというふ

うに考えてございます。 

  また、様々なテーマについてセッションが設けられまして、複数のスピーカーによるディスカ

ッション形式での会議が運営される予定でございますが、脱炭素に関するセッションに神戸港も
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参加し、水素やブルーカーボン等のカーボンニュートラルポートの取組をプレゼンテーションす

るとともに、世界的に喫緊の課題である脱炭素について、参加港と議論を深めたいと考えてござ

います。 

  メイン会場内でブース出展をする予定でございますが、参加者の目にとどまりやすいスペース

を神戸市に提供していただくよう、主催者である国際港湾協会に要望を行っているところでござ

います。ブース内では、最新の神戸港の主要施策を紹介するデジタルサイネージ、動画パネルを

展示するとともに、震災当時の記録写真を展示するなど、神戸港の復興の歴史を知ってもらえる

ような展示にしていきたいと考えております。 

  世界港湾会議では、参加者向けに開催都市が視察ツアーを実施するということが慣例となって

ございます。神戸の特色を生かしたツアーとなるよう、現在検討中でございます。案といたしま

しては、海から神戸港を視察いただく船上ツアーや、震災の記録を巡るツアーを検討してござい

ます。船上ツアーでは、港湾施設はもちろんのこと、海と山に囲まれた美しい神戸のまちの景色

を海上から楽しんでいただきたいと考えてございます。 

  また、世界港湾会議の成果を国内外に広く知っていただくためには、マスコミ等を活用した情

報発信が重要であると考えておりまして、現在、主催者である国際港湾協会と対応について検討

しているところでございます。この貴重な機会を生かしまして、神戸港の国際的なプレゼンス向

上につながるよう取り組んでまいりたいと思います。 

○分科員（上畠寛弘） ありがとうございます。本当に準備がこれからますます大変になってくる

かと思いますけども、ぜひ成功に向けて取り組んでいただきたいというふうに思います。 

  続きまして、この春、４月18日ですかね、神戸空港に国際チャーター便が就航いたします。

我々も取り組みました台湾との就航についても、港湾局の皆様にも御尽力賜りまして、内外の

様々な方の御協力もいただいて、台湾―― 台北・台中ともつながるということで、ありがたいこ

とだなというふうに思ってございまして、空港のますますの機能も強化していかなくてはならな

いというところでありますけども、空港とクルーズターミナルが近接している神戸というのはめ

ちゃくちゃ地理的優位性が非常に高いというふうな評価もいただいております。神戸空港の国際

化によって交流人口の増加がこれから見込まれるということを踏まえますと、フライ・アンド・

クルーズ事業の価値がさらに高まるというふうなところも期待されるところです。 

  そこで、2030年の神戸空港国際定期便就航も見据えて、さらなる台湾からの誘客に力を入れて

いっていただきたいと考えますが、いかがでしょうか。 

  また、この国際化によって台湾と直接つながることになります。この神戸が、海と空を通じた

交流がより一層活発になることが神戸と台湾で期待されるところでありますけども、2017年にＭ

ＯＵを締結したＴＩＰＣ―― 台湾港湾公社との連携についても強化していくべきであるというふ

うに考えてございますし、我々もＴＩＰＣには昨年自民党と維新の議員で訪問させていただきま

したけど、ＴＩＰＣ側も神戸港に対しての信頼も持っていただいていて、担当の職員の皆さんの

お名前までお伺いしたところでありまして、何々さん元気ですかというふうなこともおっしゃら

れておりましたので、本当にこの辺りをもっと強化していただきたいと思いますけど、この辺り

の見解をお伺いしたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○和泉港湾局副局長 台湾からの誘客並びにＴＩＰＣとの連携についてということでございますけ

れども、台湾からの誘客につきましては、台湾におけるクルーズ人口が増加しているという状況

を踏まえまして、神戸港を発着するクルーズ客船をさらに拡大させるため、台湾からのクルーズ
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乗船客の誘致に努めているところでございます。 

  具体的には、台湾の旅行博覧会などの機会を活用しながら、台湾の旅行会社を訪問し、神戸港

のプロモーションやニーズをヒアリングするなど、神戸空港の国際化を見据えたフライ・アン

ド・クルーズの商品造成に向けたプロモーションを行ってきております。今年度は５月と11月に

台湾の旅行会社に対して積極的なプロモーションを行った結果、昨年末から日本に初就航したバ

イキング社の神戸発着クルーズにおいて、４本の神戸前泊プランのフライ・アンド・クルーズの

商品造成に成功いたしました。台湾から多くの方々に利用していただくことができたところであ

り、神戸空港の国際化を見据えて、さらなるプロモーション活動を積極的に行ってまいりたいと

考えております。 

  また、ＴＩＰＣとは、先ほど委員から御指摘あったとおり、2017年にＭＯＵを締結しておりま

して、クルーズに関しては、両港湾間におけるクルーズ船等の航路の展開を積極的に推進し、便

利で良質なサービスの提供に共同で努めるとしております。今年２月には、先月ですけれども、

ＴＩＰＣ高雄を訪問いたしまして、ＴＩＰＣから紹介を受けた旅行会社と打合せを行い、新たに

神戸港発着の神戸－台湾間のクルーズ航路の造成に向けて意見交換を行ったところでございます。 

  台湾においては、クルーズマーケットが拡大傾向にある一方で、クルーズ船社がないというこ

とから、日本船を含むクルーズ客船の誘致に力を入れていると聞いてございます。このような状

況も踏まえまして、今後は船社を交え、神戸－台湾間クルーズの造成と神戸空港を利用したフラ

イ・アンド・クルーズのパッケージプランの造成に向けて、できるだけ早く実現ができるよう、

共同で協議を進めていきたいと考えてございます。これからも神戸港、台湾の両港がさらに発展

することができるよう、引き続き活動を実施してまいりたいと思います。 

○分科員（上畠寛弘） 私のほうもＴＩＰＣはじめ台湾政府当局の皆様ともやり取りさせていただ

いておりますので、引き続きの強化をよろしくお願いいたします。 

  るる質問してまいりましたけども、国際港湾協会もですし、昨年も国土交通省をはじめ、政府

や国会の場や、他の自治体や、時には台湾など、海外など様々な場において、神戸市港湾局に対

する期待は内外において大変大きいものでございます。 

  そこで、港湾法第２条第１項に規定する港湾管理者として、地方公共団体の業務については、

港湾法の第34条において、同法第12条及び第13条の規定を準用するというふうに規定されており

まして、港湾管理者としての責務というものが書かれているわけでございますけども、きっちり

今後もこういった期待に応えるべく、神戸市港湾局の方針として、港湾法をはじめとする法令に

ついて、国の解釈にものっとり、遵守していっていただきたいと思いますが、この点については

いかがでしょうか。 

○長谷川港湾局長 この点につきましては、委員御指摘のとおり、今後とも私どもといたしまして

は、港湾法をはじめといたしました法令等を遵守し、きちっとした港湾運営を行ってまいりたい

と考えてございます。 

○分科員（上畠寛弘） ありがとうございます。ぜひその点よろしくお願いいたします。 

  空のほうで少しちょっと触れたいことがございまして、我々議会側で、これ私も提出者になら

せていただきました。令和４年12月５日に神戸空港の推進に関する決議というものを議決させて

いただいております。賛成多数でもちろん可決していることは皆さん把握していただいていると

ころであるかと思いますが、当然ながら、議会の意思というのは更新されていきます。最新の民

意を得て、我々毎回改選があって選ばれるわけでございます。ですから、何十年も前のことを言



会議録（速報版） 

－28－ 

われても、私が幼い頃の決議をよく引用して、この決議があるやないかとかいうて、神戸空港の

整備とかを反対する声とかもよくされるんです。 

  でも、一番最新の民意として、神戸市会としての決議は、神戸空港の推進に関する決議でござ

います。これは皆さん理解していただけると思うんですけども、新たなステージに進む神戸空港

を最大限生かすために、インフラ整備の推進とともに、観光・経済・産業・文化の様々な施策を

進めることということで、インフラ整備―― ハード面・ソフト面そうですけども、やっぱりハー

ド面は、大変コストもかかるところであります。しかしながら、これは神戸市会議員として必要

であるからこそ賛成多数で可決しているところでございますので、この決議が最新であるという

ことにのっとった上で、神戸空港についての取組というのは引き続き力強く進めていただきたい

と思いますが、この点いかがでしょうか。 

○長谷川港湾局長 令和４年12月５日の決議は非常に重たいものであると私も思っております。神

戸空港の新たな推進に関することでございまして、先ほど委員おっしゃられましたとおり、ハー

ド・ソフトを含めて様々な取組を精いっぱい頑張って進めたいと思います。 

○分科員（上畠寛弘） ありがとうございます。ぜひこの点よろしくお願いします。 

  もう１点、これは、昨年ですかね、いろいろ確認もさせていただいて、ちょっと懸念事項とし

て市民の皆様からお声があった件でございます。実はこれ神戸空港とか神戸市が悪いというわけ

ではないんですが、保安検査がありますよね、空港の。保安検査で、実は国籍に関して法令上の

除外規定がない。つまり、日本人が保安検査するだけじゃなく、別に外国人であっても保安検査

を今できるようになっているというか、法令上禁止されてないんです。こういった昨今の人手不

足もあるところで、保安業務が、日本人が大半ではあるんですけど、外国人が１％程度、実は保

安業務に従事している。 

  これは神戸市でどうこうできるというわけではないところであるんですけども、これはまさに

国土交通省をはじめ諸官庁が対応していただかなくてはならないところでございまして、やはり

不安の声とかも市民の皆さんから聞こえるし、やっぱりこの大事な―― 入管とか税関とかＣＩＱ

はもちろんなんですけど、この保安業務というのもやはり何よりも大事なところでありますし、

ここはやはり外国人の方にお任せするというんじゃなくて、全てできれば日本人で、そこを賄え

ないのであれば、やはりＡＩ等、機械化を使ってしっかりやっていっていただきたいというふう

に思いますし、経済安全保障の観点からも、この点というのは、国籍の制限がないということに

ついては、私はおかしいところであると思うし、変えなくてはならないし、これから我々も国土

交通省をはじめ国の怠慢を正していかなくてはならないと思っておりますけども、こういった懸

念についても、港湾局の立場からも国のほうにお伝えいただき、改善を促していただきたいと思

いますが、いかがでしょうか。 

○長谷川港湾局長 この点につきましては、なかなか細かいところを私、全て理解しておるわけで

ございませんけれども、機会があるごとにお話をさせていただきたいと思います。 

○分科員（上畠寛弘） ありがとうございます。いろいろ課題もございますけども、確実に港湾局

の皆様のお力もあり、前に前にと進んできているこの神戸港・神戸空港でございますから、引き

続き応援する立場で、しっかりと頑張っていただきたいと思います。よろしくお願いします。あ

りがとうございました。 

○主査（松本のり子） お疲れさまでした。 

  委員の皆様に申し上げます。 
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  午前中の審査はこの程度にとどめ、この際、暫時休憩いたします。 

  12時45分より再開いたします。 

   （午前11時47分休憩） 

 

   （午後０時45分再開） 

○主査（松本のり子） ただいまから予算特別委員会第３分科会を再開いたします。 

  午前中に引き続き、港湾局に対する質疑を続行いたします。 

  住本委員、どうぞ。 

○分科員（住本かずのり） 日本維新の会、住本でございます。昼からもよろしくお願いいたしま

す。私のほうから、早速ですが、一問一答で質問させていただきます。 

  まず、午前中も議論ありましたが、冬季の須磨海岸のにぎわい創出につきまして御質問させて

いただきます。 

  予算の事業概要には、須磨海岸エリアの魅力向上については、四季を通じた家族連れで行きた

くなるようなにぎわいのある海岸づくりに取り組むとあります。文言にあるように、１年を通し

ての四季のにぎわいづくりが必要と考えますが、令和７年度の事業内容は、須磨海水浴場の運営

と砂浜を活用したスポーツイベント―― ジャパンビーチゲームズの開催との記載のみであります。

これらは主に夏季のにぎわいづくりである事業だが、冬季の須磨海岸のにぎわい創出も重要と考

えております。 

  現在、冬季も含めて、須磨海岸ではマルシェを開催しているほかに、特に冬に特化したイベン

ト―― 地元団体のＢＯＫＥＴＴＯの開催がありますが、この主催者からは、冬の須磨海岸のにぎ

わいづくりのために冬に実施しているのだと聞いております。 

  また、豊かな海プロジェクトや須磨ＦＲＳネット団体でもある神戸海さくらのクリーン作戦、

須磨浦漁港の早摘みワカメ収穫などの団体が冬に様々なイベント活動を実施して、にぎわいづく

りに尽力してくれているわけでございますが、港湾局として、このような団体の活動を幅広く支

援し、冬季の須磨海岸のにぎわい創出につなげるべきと考えますが、御見解をお伺いいたします。 

○露口港湾局部長 須磨海岸では、先ほど委員も御説明いただきましたとおり、夏は海水浴場とし

てにぎわっており、春は潮干狩り―― 須磨浦水産の潮干狩りが行われて、秋は我々ジャパンビー

チゲームズを開催しております。春と秋については、先ほど委員も御説明いただきましたＳｕｍ

ａ豊かな海プロジェクトが何回も行われて、クリーン作戦とかも行われている状況です。また、

春・秋は特に気候もよいことから、散歩とかジョギングなどの利用も幅広く行われております。

しかし、冬の須磨海岸は、やはり寒さが厳しいということもあり、今現在、寒稽古とかは行われ

たりしているんですけども、一般利用は少なくなり、冬季は課題があると我々としても認識して

おります。 

  先ほど委員御説明いただきました須磨海岸でマルシェを開催されている地元団体というのは、

須磨海岸近隣の住民の組織で、今現在、区役所の地域提案型活動助成金の交付金を受けて活動を

されているというふうに聞いております。団体からの須磨海岸を利用したいとの相談を受けて、

我々としては、実施希望内容とか、あと搬入・搬出方法とか、あと場所をどこがいいかとかいう、

そういった御相談にいろいろ応じて、サポートを行って、これまで海水浴期間以外でも、２か月

に１回その行事が行われ、今現在定着されつつあるかなと感じております。 

  須磨海岸においては、遊歩道や広場などの一定の整備が完了しておりまして、隣接するシーワ
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ールドとか、あとそれに伴うカフェ、レストラン等の開業により、利用者は確実に増えていると

考えております。 

  また、須磨海岸の使用に当たっては、令和６年４月１日から、集会とか、あと業としての撮影

については使用料を徴収しないという形になっておりまして、そういったのも市民利用の促進の

一助となっていると考えております。ちなみに、今年度は昨年度よりそういった利用が増えてい

るという実績もあります。 

  冬季の利用によるにぎわい創出については、我々としてはソフト面の充実を図ることが重要で

あり、そういった須磨海岸でイベントを開催していただける方への丁寧な利用相談とか団体活動

への支援などを通じて、そういった冬季の利用について引き続き利用促進を図り、にぎわいのあ

る海岸にしていきたいと考えております。 

○分科員（住本かずのり） ハードやソフト整備、料金の改正ですかね、いろいろ行っていただい

ておりまして、相談とサポート体制も行って、にぎわい創出に寄与していただいてるのかなと思

っております。 

  私も冬のマルシェＢＯＫＥＴＴＯに、お邪魔させていただいて、いろいろ出店者とかのお話を

聞きますと、やっぱり冬のイベントは結構大変だという話を聞くんです。例えば気温が低くて来

場者が見込めない。仕込んでも結局余ってしまったりとか、あと、強風でテントが飛ばされて、

骨が折れてしまって、結局もうテントなしで炎天下―― 炎天下って、そんなに暑くないんですけ

ど、太陽の下で直接イベントを開催するとか、やっぱり大変苦労しての実施であるというふうに

私は感じております。 

  また、ＢＯＫＥＴＴＯは中央広場でやっておりますので、ちょうど不便なところなんです。須

磨駅とシーワールドの間、そこから人がみんな集まってくるぐらいのパワーをやっぱりこのイベ

ント自体がつけないかんということで、様々な工夫したイベントで取り組んでいただいてるとい

うふうに私は感じております。 

  再質問なんですけど、また、それ以外で周辺施設でも、冬季を含めて様々な行事が行われてお

ります。例えば須磨海岸と隣接する須磨海浜公園では、冬場、12月末から２月初旬にかけて、星

ふる竹あかりとして、竹に穴を空けて明かりを灯すライトアップイベントが行われております。

これは冬の須磨海岸の夜のにぎわいづくりのためのイベントで、冬季に行われるよい取組だと思

っております。私も行かせていただいたんですけど、若者や親子連れが、映えスポットやという

ことで、夜間に撮影をして、結構にぎわっていたという記憶がございます。 

  これは主にパークコンシェルジュ―― 海浜公園の再整備とともにできた管理棟が主体となって

多分実施しているんじゃないかなと思うんですけど、こういった所管の関係部局と連携すること

で、このような行事が須磨海岸に広がって、冬季のにぎわい創出につながるようになるのかなと

考えておりますが、御見解をお伺いいたします。 

○露口港湾局部長 須磨海岸のイベントにつきましては、これまでも必要なサポートとか、あと関

係部局とも連携したりはしている部分もあるんですけども、今、委員おっしゃったように、そう

いったイベントにつきましても、今後、関係部局との連携をさらに深めて、須磨海岸の四季を通

じたにぎわいにもつなげていきたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○分科員（住本かずのり） この竹あかりイベントなんですけど、ＣＨＩＫＡＫＥＮという竹あか

りの総合プロデュースをする会社が企画というか、やっておりまして、去年の夏ですかね、８月

だったと思うんですけど、２日間限定で多井畑の厄神さんでも竹あかりイベントを行っておりま
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した。これ都市局所管で、地元の多井畑の放置竹林を使っての竹あかりイベントだったと記憶し

ておるんですけど、２日間で何と3,000人の来場者があったということで、私も２日間とも行っ

たという記憶があります。 

  先ほど述べましたように、様々なイベントが、冬のマルシェは区役所の地域協働課とか、あと

漁協でのイベントは経済観光局、ビーチクリーンとかは環境局ですかね。あと、ジャパンビーチ

ゲームズの実行委員会には文化スポーツ局が入ってたりとか、海浜公園は建設局ですかね。エリ

アの広い須磨海岸で様々な部局が多様なイベントを行っておりますので、しっかりと情報共有等

をしていただいて、港湾局と連携をし、冬のにぎわいづくりに、尽力をしていただきたいという

ことを要望させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

  続きまして、神戸港における新・港湾情報システムＣＯＮＰＡＳの導入支援、利用拡大につい

てお伺いいたします。 

  コンテナターミナルゲート前の渋滞解消のため、令和６年９月27日より、ポートアイランドＰ

Ｃ－18において試験運用を開始されましたＣＯＮＰＡＳでございますが、運用開始５か月経過し

た現在の利用状況、ゲート前待ち時間の短縮時間など、現況の分析をお伺いいたします。 

○長谷川港湾局長 昨年９月にＣＯＮＰＡＳの運用を開始をいたしました。ポートアイランドのＰ

Ｃ－18では、現在、ターミナルオペレーターから意見を聞いてございます。今聞いておる意見で

は、トラブルなく順調に運用ができていると聞いてございます。 

  また、ヤード自身も一昨年11月にゲートの増設も行っています。これは12基あったゲートを25

基に拡大し、また、ヤードの拡張―― これは28.3ヘクタールを35.6ヘクタール、このヤードの拡

張も完了しておりまして、現在、ターミナルの生産性が向上しておりまして、新たなターミナル

として順調にオペレーションができている状況でございます。 

  先ほどはオペレーターの話ですけれども、実際にＣＯＮＰＡＳを利用されておられるトラック

の事業者の方からも御意見をいただいております。渋滞しているときでもほとんど待ち時間なく

ゲートを通過できる、また、専用端末上で作業内容をスムーズに受け取れるというお声をいただ

いておりまして、ＣＯＮＰＡＳの導入の効果が現場においても一定の評価をいただいていると考

えてございます。 

  トラックドライバーの皆様方にお配りをしております携帯端末の台数なんですけれども、ＰＣ

－18で運用させていただいた当初は、阪神港全体で500台ぐらいでございました。現在は700台強

と、おおむね５割増しまで伸びております。これはＣＯＮＰＡＳの運用に、徐々にメリットを感

じていただける方が増えているということだと感じております。 

  そして、このＣＯＮＰＡＳを利用いたしましたコンテナ貨物の搬出の時間の予約であったり、

トレーラーの到着時間の平準化が、トラックドライバーにとってはゲート前での渋滞解消による

輸送の効率化につながりますとともに、ターミナルオペレーターにとっても、トラックドライバ

ーに前広に予約いただくことによりまして、ヤード内でのコンテナ蔵置場所を決めるヤードプラ

ンニング、この効率化にもつながることから、ターミナル全体の生産性向上が図れる重要な機能

だと考えております。 

  このＣＯＮＰＡＳのシステムは、今、ＰＣ－18だけでございますけれども、やはり神戸港全体

に広がってこそ最大限効果が発揮できると考えております。様々メリットのお声をいただいてお

りますので、このメリットを機会あるごとにＰＲをさせていただき、また、より使いやすいシス

テムとなるように関係者で協議を重ね、神戸港全体の普及に向けて、国や阪神国際港湾と一体と
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なり、取組を進めてまいりたいと思います。 

○分科員（住本かずのり） ＣＯＮＰＡＳ導入業者は待ち時間が少ないとかいう一定的な効果があ

って評価しているという局長の御答弁でございますが、大手は数社が今、試験導入をしておりま

して、かなり仕事的な効率はよくなっているというふうに聞いておりますが、まだＣＯＮＰＡＳ

を導入していない中小運送事業者、ここに話を聞きますと、船が着く密集時間帯はやっぱり１時

間30の枠がすぐ埋まってしまうので、結局、ＣＯＮＰＡＳを持ってない中小事業者は後に並ばな

いといけない。次の時間に回されても、次の時間の予約が入っているので、結局、待ち時間がか

なり生じておるということを聞いております。私が聞いた事業者は、年末、午後３時にゲート前

に並んで、ヤード内で荷役作業終わって、出たのが21時という例があったそうです。中小運送事

業者はやっぱり働き方改革で残業規制がかかっておりまして、この時間消費は経営に大きく影響

が出て、大変厳しいというふうに聞いております。いわゆるリードタイムの短縮は喫緊の課題で

あるというふうに感じております。 

  あと、普及の課題では、中小零細運送業からは導入費用がネックとなるとも聞いておりまして、

現在は補助が出ておりますが、ちょっと様子見というところもあって、まだちょっと導入に踏み

込めない。やっぱり利用料については、現在は無料でＣＯＮＰＡＳを使えるが、将来的には月額

使用料がかかるので、導入したいが、何台導入して月額どれぐらいランニングコストがかかるの

か読めないというふうなことで、また中小零細業者はＣＯＮＰＡＳを導入できないというふうに

聞いております。国交省の開発システムなので、今後、使用料を示してくると思いますが、この

辺の不安解消も必要だと考えております。 

  中小運送業者にとって、導入費用のみならず、利用料発生の見込みが導入をためらう理由とな

っていることについて、利用料の発生見込みと中小企業への導入支援についてお伺いいたします。 

○小嶋港湾局副局長 ＣＯＮＰＡＳの利用料についての御質問でございますけれども、先ほど委員

おっしゃっていただいたとおり、システム本体は国の所管するシステムとなってございまして、

全国で統一されたシステムとなってございます。いつから徴収するのかは国のほうの最終判断に

なってくると思いますけれども、今のところ、来年度については引き続き無料だというふうなこ

とを国のほうからは確認を取っております。 

  また、阪神港では、先ほどもお話ありましたように、局長からも答弁させていただいた中で、

専用の携帯端末を使って、より効果的なコンテナ輸送の実現というのを目指して取り組んでいる

ところでございます。このＣＯＮＰＡＳの導入に当たっては、先ほど委員のほうからも御指摘い

ただいたとおり、コンテナターミナル事業者であったり海貨事業者、こういうところについては、

自社システムとＣＯＮＰＡＳシステムとの連携に伴うシステム改修、これについて当初より支援

を行ってまいりました。また、昨年11月からはトラック事業者に対しても対象者を拡大する形で

支援を行ってきております。 

  この携帯端末、当初無料で皆さんにお使いいただくように配布して、通信費用であったりとい

うようなところの実費、これについても今のところは阪神国際港湾株式会社と我々どものほうで

連携しながら支援を行っているというところでございます。この運営費用といいますか、実費部

分の費用についても、来年度は我々どもとしてきっちりと支援をしていこうかというふうに考え

ております。 

  ただ、携帯端末の通信費用等の実費部分については、阪神国際港湾からは、受益と負担の関係

から、令和８年度以降、一定の負担というのは求めていきたいというふうに聞いております。た
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だ、市としては、ＣＯＮＰＡＳの―― 先ほど局長が答弁申し上げたように―― 効果というのは、

全体に広がっていかないと出てこないというようなことも考えておりますので、効果をきっちり

と発揮するまでの間については、一定の支援を我々どもとしても考えていきたいと思っておりま

す。具体的にどのような支援の形、どのような規模でやっていくかということについては、まだ

決まったものはございませんので、阪神国際港湾と一緒になって検討をきっちりとしていきたい

というふうに考えております。 

  以上です。 

○分科員（住本かずのり） 引き続き無料でというお話を今お聞きしました。まずやっぱりＣＯＮ

ＰＡＳの普及啓発、導入促進が重要で、中小企業にもしっかりと恩恵が受けれますよというシス

テムをやっぱり港湾局のほうでは告知し、経費負担のデメリット、そしてメリットもあるんだと

いうことを明確に伝えていただきまして、各ヤードゲートのハード整備との両方を進めていただ

きたいということをお願いいたします。 

  それから、次の質問といたしましては、今後の整備も、ポートアイランドＰＣ－14から17での

ＣＯＮＰＡＳ運用に向けての協議を行い、拡張していくとのことですが、時期的なことや将来的

な展望や導入予定を教えてください。 

○小嶋港湾局副局長 ポートアイランドのＰＣ－14から17については、現在、来年度末を目指して

コンテナターミナルの拡張事業を進めております。この拡張事業に合わせてＣＯＮＰＡＳの導入

というのも今現在進めていく予定にしております。ターミナルオペレーションシステムとＣＯＮ

ＰＡＳのシステムの改修作業というのを今まさにターミナルオペレーターのほうでやっていると

ころでございまして、システム改修の完了後、現地での試験運用等を経て、来年度中には間違い

なく運用の開始をしたいというふうに考えております。 

  再編後のターミナルというのが西日本最大級のターミナルということで、神戸港でも一番取扱

貨物量の多いターミナルになります。その分、利用していただくトラック事業者の方も多いター

ミナルになりますので、この重要なタイミング、この機を逃さず、きっちりとＣＯＮＰＡＳの利

用の拡大が図っていけるように、我々どもとしても国や阪神国際と一緒になってきっちりと取り

組んでいきたいと思っております。 

  以上です。 

○分科員（住本かずのり） 来年度の運用開始に向けて整備を進めていくということで、よろしく

お願いします。 

  あと、管理ゲート前の待ち時間は、先ほど局長の答弁でもお答えいただいたんですけど、短縮

したということでございますが、管理ゲートを通過してヤード内の効率化、これを図らなければ、

コンテナトレーラーのターミナル滞在時間の短縮としては十分な効果が発揮されないのではない

かと考えます。 

  ゲート進入をしてからゲート出口までの時間、要するにコンテナヤード内の滞在時間の調査で

すね。これは調査しているんですか。当然、ＣＯＮＰＡＳで事前情報を受けて、ヤード内でも処

理効率化につながっていくと思っておりますが、ＣＯＮＰＡＳ導入を通じたヤード内の処理の効

率化について、展望等をお伺いいたします。 

○小嶋港湾局副局長 ヤード処理の効率化という御質問でございますけれども、昨年９月からＰＣ

－18で始めたところでございます。まだ具体的にきっちりとデータというのは集まっていない―

― 取れていないような状況になっておりますが、今後、先ほど申し上げたように、ＫＩＣＴ、
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ＰＣ－14から17のほうの普及のほうをやっていく中で、我々どもとしてもきっちりと分析をして

いきたいというふうに考えております。 

  また、御指摘いただいたとおり、ＣＯＮＰＡＳの効果を本当に発揮していくには、まさにＣＯ

ＮＰＡＳを入れたからというだけじゃなくて、ヤード処理の効率化もセットで進めていくという

ことが、非常にこれは大事だというふうに考えております。ＰＣ－18においても、ヤードの拡張、

ゲートの増設と併せてＣＯＮＰＡＳの導入というのを図っておりますし、今回の新しくポートア

イランド２期での14から17に展開するところについても、セットで今行っていこうとしていると

ころでございます。また、ＰＣ－18においては、一部、今月末ぐらいから遠隔操作化というのも

やる予定にしておりまして、引き続きヤードの効率化というところについても取組を進めている

ところでございます。 

  このＣＯＮＰＡＳの関わる事業者というのが、ターミナルオペレーターであったり、海貨事業

者、海上コンテナ事業者、非常に多岐にわたる事業者と一緒になりながら、システムの高度化、

より使いやすいシステムというのを目指していく必要があると考えておりまして、今後とも関係

者ときっちりと意思疎通を図りながら、神戸港全体へ拡大をしていけるように取り組んでいきた

いと思っております。 

  以上です。 

○分科員（住本かずのり） ヤード内の経過時間、やっぱりここをしっかり調査いただきたいとい

うふうに思っております。というのは、せっかくゲートを通過してヤード内に入ったのはいいけ

ど、またそこで積み下ろしで２～３時間かかるとなれば、結局、何のための待ち時間短縮なのか

―― ゲート前の待ち時間短縮だけのためのＣＯＮＰＡＳになるというふうに思いますので、ヤー

ド内の処理効率化、これは非常に大事だと思っております。 

  というのは、やっぱり管理ゲート内―― コンテナヤード内、ここでは港湾荷役事業者と海上コ

ンテナ輸送事業者は様々な不公平な部分が生じているというふうに聞いておりまして、港湾荷役

事業者は免許事業者、一般の輸送事業者は免許がないという、混合する場所での同じ作業になる

んですけど、例えばの例ですが、軽油についても、港湾荷役事業者はゲート内では免税、一般輸

送事業者は課税業者、やっぱりこういうところでもかなり不公平が生じておりまして、一般の輸

送事業者がヤード内で滞在時間が長ければ長いほど、こういった軽油の課税がかかってくるとい

うふうに聞いております。あっち行けやこっち行けや、ヤード内で荷役のためにトラックがうろ

うろしたりとか、アイドリングで待ってる時間とか、配送作業の補助業務、これはやっぱり課税

業者がかなりの税負担のコストがかかるというふうに聞いておりますので、この点を踏まえて、

ゲート内の滞在時間短縮にもしっかりと努めていただきたいというふうに要望をさせていただき

ます。 

  ３番目の質問といたしましては、神戸空港島等を起点とする海上航路の検討についてお伺いい

たします。 

  令和５年度より神戸空港島を拠点とした海上航路の実証事業を行っており、これまでも質疑し

てきましたが、ウオーターフロントエリアや須磨海岸などを結ぶ海上ツアーの検討が行われてき

たとのことですが、これまでの検証と今後の取組をお伺いいたします。 

○和泉港湾局副局長 海上ツアーの検討状況についてでございますが、神戸空港の国際化を見据え

て、令和５年10月から、海外の旅行会社やメディア、現地で発信力を持つ著名人らを招聘し、神

戸空港から須磨、須磨から淡路島、中突堤から須磨・垂水を結ぶ実証事業を行っているところで
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ございます。直近では昨年12月に、経済成長が著しいインドネシアでのＰＲを目的に、ＳＮＳで

多くのフォロワーを持つ現地の著名な女優を招聘いたしまして、中突堤からリニューアルオープ

ン間もないマリンピア神戸を結ぶ海上周遊ツアーを実施いたしました。 

  これらツアーに参加いただいた旅行会社の方からは、海上から見る神戸の景色やサンセットが

非常に美しいという意見や、ウオーターフロントや須磨シーワールド、マリンピア神戸について

は、神戸の新たなリゾートエリアとして興味を示していただいたほか、陸上輸送とは異なりまし

て、テーマパークのアトラクションのようにも利用できるのではないかというふうに評価をいた

だいているところでございます。 

  一方で、定期航路による運航については、運航コストや需要が十分に見込めないという課題が

あることから、ハードルは高いというふうに感じておりますが、チャーター利用を前提とした民

間事業者による海上ツアーの造成については実現の可能性があるのではないかと考えているとこ

ろでございます。 

  実証事業で実施いたしました中型のクルーザーのチャーター利用による海上ツアーは、富裕層

向けの旅行商品として企画・販売される可能性というものはあるのではないかということですが、

一般旅行者向けの商品造成に当たっては、乗船定員が少なく、船舶の調達コストを吸収できるか

どうかの課題があるといった意見をいただいているところでございます。 

  旅行会社といたしましては、一定規模の乗船が可能な、いわゆる遊覧船クラスの船舶を利用し

た海上ツアーのほうがコスト面や集客規模からも販売しやすいというような認識をお持ちでござ

います。これまで遊覧船クラスの運航については、安全に乗降が可能な係留場所の確保が課題と

なっており、引き続き考え方を整理してまいりたいというふうに考えております。 

  今後の取組としては、まずは遊覧船が係留できる場所の確保や、新たな実証事業を通じて遊覧

船を用いた商品造成が可能かどうかの検証を行い、海上ツアーの実現可能性を探ってまいりたい

と考えております。 

○分科員（住本かずのり） なかなか定期航路が事業採算性が取れないということで、厳しいとい

うことで、主にチャーター便―― 旅行パックでセットになった企画なら、遊覧船程度だったら可

能だということで御答弁いただきました。 

  国内外の旅行会社が、神戸空港国際化を見据えて、海上ツアーを含めたこのようなツアー企画

をされていると思いますが、神戸以西の多くの観光施設・宿泊施設を海外の旅行会社にも販売し

てもらえるように、様々な海上航路プランの実施を行って、事業採算性等、検証を深めてもらい

たいと思います。 

  そのためには、やはり神戸空港からの海上航路なんですけど、一気に淡路島や姫路へ行ってし

まったら、やっぱり市内の経済効果、波及効果がございませんので、やはり須磨・垂水辺りにし

っかりととどまっていただいて、観光・宿泊をしていただいて、それから次の目的地―― 姫路城

や淡路島に行っていただきたいと思いますが、やっぱりこういったところをもっとアピールして

いくべきと思いますが、いかがでしょうか。 

○和泉港湾局副局長 先ほど申し上げました実証事業の中では、神戸宿泊ツアーの造成・販売と神

戸観光の魅力を発信してもらうため、有馬温泉でありますとか六甲山をはじめとした神戸観光を

実際に体験していただき、滞在期間中は市内の宿泊施設を利用していただいているところでござ

います。 

  具体的には、神戸観光の魅力を認知してもらうため、これは一例ではございますけれども、神
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戸到着後、ウオーターフロントエリアを視察して、六甲山を経て、有馬温泉で１泊をする。２日

目に海上ツアーを組み入れて、須磨シーワールドを視察した後、淡路島に立ち寄り、帰りはサン

セットクルーズを行い、週末にはメリケンパークでの花火であるとか神戸ビーフを楽しんでもら

うような企画を実施しているところでございます。 

  そのほかにも、スポーツツーリズムを得意とする台湾の旅行会社を招聘して、六甲山のトレッ

キング体験に加えて、須磨ヨットハーバーから淡路島へのクルーズとサイクリングを組み合わせ

たツアーを実施したところでございます。 

  委員御指摘のとおり、引き続き海上ツアーや神戸観光をＰＲして、旅行会社の認知を高めて、

神戸経済への寄与につながる旅行商品を造成してもらえるよう努めていきたいと思います。 

○分科員（住本かずのり） しっかりとよろしくお願いいたします。 

  時間となりましたので、のまち委員と替わります。ありがとうございました。 

○主査（松本のり子） 御苦労さまでした。 

  次に、のまち委員、発言席へどうぞ。 

○分科員（のまち圭一） よろしくお願いします。 

  それではまず、夢洲へのクルーズ体験についてお伺いします。 

  ４月13日より大阪・関西万博が開催されますが、神戸市では企業と連携し、市内在住の子供た

ち2,000人を万博に無料招待することになっています。その中でも、子供500人を対象に、遊覧船

等を利用した神戸港から夢洲への体験クルーズを実施予定とありますが、このクルーズ体験の事

業計画及び狙いをお伺いします。 

○長谷川港湾局長 大阪・関西万博は国内外から数多くの来場者が見込まれておりまして、その経

済効果は大きく、関西全体で万博を盛り上げていく必要があると考えています。神戸市におきま

しても、これまでもポスターの掲出や、ミャクミャクを招いてのイベントなど機運醸成に取り組

んできました。そして、今後も万博の会場内での催事や市内の施設と連携をいたしまして誘客キ

ャンペーンなどの実施を予定をしております。 

  港湾局におきましては、海の万博と呼ばれておりますことから、遊覧船を活用し、クルーズ体

験をしながら万博会場に向かう事業を計画をしているところでございます。この事業の大きな目

的というのは、将来を担う子供たちが万博を通して未来の社会を体験し、創造性を育む機会を創

出するとともに、体験クルーズを通すことで、神戸の港や海に対する理解を高め、海事産業への

関心を高めることが大きな事業の目的ではないかと認識をしてございます。 

  そして、今回のクルーズ体験においては、企業から神戸市に寄附をいただきました入場券を活

用いたしまして、2,000名の子供たちのうち、クルーズ体験を希望する500名のお子様方とその保

護者の方々を、船を活用し、万博会場までお送りする計画でございます。 

  この詳細でございますけれども、神戸市が催事を行う３日間を含めまして、夏休み期間中の週

末の10日間程度を現在予定をしております。そして、乗船料金については、現在検討中でござい

ますけれども、お子様については無料でいいのではないかと考えています。ただ、保護者の方に

は一定額を御負担いただきたいというふうに考えてございます。今後、詳細についてはスケジュ

ールも含めて公表させていただきたいと思います。 

○分科員（のまち圭一） この船に関して、我が会派からも大変ずっと要望してたことで、今回、

子供に対して無料で行っていただけるということで、非常に喜んでいるところであるんですけど

も、それ以外の一般のお客様とかにも、やはり神戸は船で行く話というのは結構期待値がありま
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して、今どこのホームページとか見ても、神戸から船で行くという情報がどこにもほとんどなく

て、どう申し込んでいいのかという問合せとかも結構来てたりするんですけど、一応業者とかに

聞いても、ちょっと検討中ですとか、一部が天保山のほうに行くという話も聞いてますけども、

そこもチャーター的な感じで行くというところで、なかなかちょっと計画立てにくいというとこ

ろで、実はこれ先日出たばっかしの万博のガイドブックなんですけど、ここのアクセスのところ

にも船で行けますって書いてるんですけど、この船で行けますに神戸港が入ってないんです。 

  これはもっと早いうちから積極的にアピールしておけば、ここに載ってきて、これを見て、じ

ゃあ神戸から船で行こうかという話ができるのかなって思うところで、参加した子供たちに思い

出というのは刻まれるところもあるんですけども、多くの人にクルーズ楽しんでいただけるよう

に、土・日とか夏休み期間で海上航路の定期運航または一般乗船可能な働きかけを行うべきでは

ないかというふうに考えるんですけども、御見解をお願いします。 

○長谷川港湾局長 海上航路の定期化に向けて働きかけをということでございますけれども、海上

航路は、大量輸送できます鉄道と比べましても、事業採算性に非常に課題がございまして、博覧

会協会において取組を進めているんですけれども、旅行業界と連携するなど、ツアーなど旅行商

品の造成を進めようとしている状況でございます。 

  現時点で神戸港を発着するプランといたしましては、ＪＴＢがルミナス神戸２を活用したクル

ーズプランを商品化してございます。この中には、４月・５月の予定については３月に詳細につ

いて公表されるということでございますので、３月に入っておりますので、近々公表されると考

えてございます。今聞いております情報では、１日１往復だと聞いています。曜日については、

まだ詳しいところは分かりませんけれども、かなりの頻度で運航できると聞いています。 

  そして、これは天保山の旅客ターミナルに到着をいたします。これは夢洲クルーズと銘打って

いるんですが、夢洲の海上のクルーズが接岸できる岸壁が非常に小さくて、実はこの規模の船が

万博会場に直接接岸できないという課題もございます。そういう課題もございまして、今回のル

ミナスは天保山旅客ターミナルに到着をいたします。そこで万博会場までは鉄道等の公共交通機

関によって向かうことになっております。 

  詳細については先ほど申しましたとおりでございますけれども、多分これ結構なお値段だった

かと思います。今聞いておりますのは、片道で大人で3,000円ぐらいだと思います。往復で5,000

円程度、多分割引が一部入ります。 

  そして、この特徴は、何といっても天保山から神戸港に向かうときに特徴がございまして、特

にルミナスがＰＲしておりますのは、サンセットクルーズ、これを楽しんでいただきたい。これ

を一番の目玉にしていると聞いてございます。特にインバウンドのお客様であったり、国内から

多数の方が万博会場を訪れて、神戸港の特にやはり夜景を十二分に楽しんでいただけるツアーと

しては非常に優れたものだと思っています。また、これはまた別途料金になるんですけれども、

ディナークルーズというのも考えているというふうに聞いてございます。 

  そういった取組を進めながら、とにかく今回の万博で大阪から神戸港に来ていただける―― 先

ほど申しましたとおり、誘客キャンペーンもございますので、そういったキャンペーンと連携を

しながら、いわゆる誘客に努めていきたいと考えています。 

○分科員（のまち圭一） ぜひともお願いしたいところでして、リングに上がれば見えるのは、大

阪のまちじゃなくて、神戸側の海なんです。明石大橋からずっと見えるというところで、そした

ら、神戸に行きたいって思う方も絶対いると思いますので、ぜひこれを進めていただきたいとい
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うところと、あと、採算性のところでいくと、尼崎に駐車場ができて、そこからシャトルバスで

行くというところなんですけど、今の聞いてるところだと、料金が5,000円かかるというところ

です。１台5,000円かかるという―― 往復のシャトルバス代込みでというところなんで、これ船

でもある程度勝負できる―― だから、例えば神戸空港の駐車場に止めて、そこから船で行くとか

というと、結構勝負できる金額じゃないかなと思いますので、これまだ８月に向けて、夏休みに

向けてというところで、ぜひとも港湾局が連携して―― 民間業者が中心にやるとは思いますけど

も、ぜひともお願いしたいと思います。 

  次に、大阪府では万博の関連行事として５月末に、セーリングエキスポ2025として、夢洲を起

点とした海上イベントの開催を予定しております。大阪・関西万博のスペシャルサポーターであ

る帆船ＢＬＵＥ ＯＣＥＡＮ みらいへをはじめとする大型帆船や小型のヨットによる帆船パレ

ードが行われる予定となっております。 

  神戸港には、このみらいへ以外にも、まさに今泊まっていますけど、海王丸とか日本丸―― 帆

船が寄港しますが、万博開催期間中にこのような帆船を活用した体験クルーズ等の行事を企画し、

より多くの市民に船や港に親しんでもらいたいと考えますが、御見解をお願いします。 

○和泉港湾局副局長 帆船ＢＬＵＥ ＯＣＥＡＮ みらいへにつきましては、一般の方が自由に乗

船できる日本で唯一の帆船として、セイルトレーニングや海洋環境学習を行うなど、より身近に

海と接する体験学習を実施している練習船でございます。みらいへにはこれまでにも海事人材育

成事業や神戸港のにぎわいづくり事業に御協力をいただいてきているところでございます。 

  海事人材育成事業では、帆船みらいへ体験航海と題して、セイルの上げ下ろしやロープワーク

実習などの体験イベントを実施してきております。また、にぎわいづくり事業では、海の日に実

施している様々な船舶の一般公開イベントである神戸港ボート天国にも参画いただいており、市

民が親しみやすい港づくりに御協力をいただいております。 

  また、海技教育機構の練習船である日本丸と海王丸については、神戸港に数多く御寄港いただ

いており、海技教育機構の御厚意により、船側の御都合が合う際には、船内見学会など市民向け

のイベントを積極的に開催をいただいているところでございます。 

  直近では、先ほど委員からもお話のあったとおり、３月１日に海王丸の一般公開を実施したと

ころでございます。１日ではございましたけども、1,600人弱の方に参加いただいたところでご

ざいます。また、日本丸につきましても、本年１月６日に遠洋航海お見送りイベントとして船内

見学会等を実施したところでございます。 

  これらについては、関係先の御協力を得られることが前提となりますが、万博開催期間中も含

めて、可能な限り帆船等を活用した市民に船や港に親しんでもらえるイベントを企画・実施して

まいりたいと考えております。 

○分科員（のまち圭一） 海のまち神戸というところですけども、大阪がすごい積極的に海・船と

かをアピールしているというところで、非常に大阪に負けておられないというところですので、

神戸も積極的にやってほしいということで、この間、決算のときにも、国際会議のときに船をち

ょっと活用してアピールしてみてはという話もさせていただいたので、ぜひとも帆船を積極的に

活用していただいて、海のまち神戸、これをどんどんアピールしていただきたいと思いますし、

子供たちに海に関心を持ってもらうというのは非常に喫緊の課題でございますので、ぜひともこ

れを強くやっていただきたいと思います。 

  次の質問に参ります。今年度より私、神戸港港湾審議会の委員を拝命しておりますが、１月に
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開催されました港湾環境整備負担金部会において、緑地の維持管理に係る費用が年々増加傾向で

ある旨報告がありました。平成25年度では9,800万円だったものが、令和５年では１億3,500万円

というところで、費用の増加が進んでおります。港湾環境整備負担金としては、港湾関連事業者

へ求める負担金も多くなっていますが、近年の物価や人件費の高騰を考えると、これまで以上に

維持管理費に係る費用の削減に取り組む必要があると考えます。 

  その削減策の１つとして、神戸港の新港第２突堤が全国で初めて認定事例となった港湾環境整

備計画制度―― みなと緑地ＰＰＰによる緑地運営への民間活力の導入が考えられ、さらなる活用

を積極的に検討すべきであると考えますが、御見解をお伺いします。 

○小沢港湾局副局長 みなと緑地ＰＰＰの件ですけれども、こちらは御案内のとおり、官民連携に

よりまして港のにぎわい空間を創出しようとするものでございますけれども、このＰＰＰが成立

するためには、まずやっぱり収益が得られるというところと、それから、民間の事業者の方々の

ノウハウが十分に発揮できるというようなこと、あるいは、もちろん利用者のニーズにも合致し

ているというようなことが必要なのかなと考えてございまして、そういった条件が整えばですけ

れども、このＰＰＰを活用して緑地の維持管理費が抑えられる。それだけではなくて、来訪者の

方々の増加とかにぎわいの創出にもつながるのかなというふうに考えてございます。 

  神戸港では２件目の申請に向けて動き出しておりまして、先般の１・２突の水域のマリーナの

事業、この中で水面に隣接するレストランなどの緑地部分への適用を予定しているというところ

でございまして、今、優先交渉権者がヨットを借景とするレストランなどの設置を計画している

というような状況でございます。 

  緑地が立地する環境が収益性があって、しかも関係者の方々の合意も得られるというような条

件が整えば、今後もみなと緑地ＰＰＰの活用について積極的に検討してまいりたいと考えてござ

います。 

  以上です。 

○分科員（のまち圭一） ぜひとも民間の投資でやっていただきたいところなんですけども、再質

問ですけども、ＨＡＴ神戸なぎさ公園は周辺に兵庫県立美術館や大型商業施設、高層住宅が立地

しており、多くの人々が訪れる空間となっています。公園としてはポテンシャルが高いと感じて

いますが、にぎわい施設としての魅力向上の余地がまだまだあると考えています。みなと緑地Ｐ

ＰＰを活用した民間事業者による収益施設の整備や緑地の運営により、より魅力ある公園として

の活性化を図ってもらいたいと考えますが、御見解をお伺いします。 

○小沢港湾局副局長 今御紹介ありましたように、ＨＡＴ神戸なぎさ公園ですけれども、確かにに

ぎわいのある、ポテンシャルのある緑地だと考えてございますが、防災拠点としての機能も有し

ておりまして、災害対策活動を展開できるような十分な空間が求められるというようなことで、

一定の制約はあるのかなということがございます。 

  それからあと、徒歩圏内にコンビニとか、あるいはテークアウトができるようなカフェ・ファ

ストフード店などが営業してますので、ここの活用について、これらの施設との競合とかいろい

ろ考えた場合に、収益性をどうするかという点については一定の課題はあるかなとは考えてござ

いますけれども、来年度については、なぎさ公園のにぎわい創出に向けて、経済観光局の移動販

売車支援事業―― ＫＯＢＥ ＳＴＡＲ ＫＩＴＣＨＥＮという事業がございまして、それを活用

したキッチンカーの出店を実施すべく、調整が進められているというところでございまして、あ

るいは、神戸アイスアリーナのオープンが予定されておりますので、こういった状況の変化もあ
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りますので、その中でどのような活性化ができるかということを引き続き考えてまいりたいと思

っています。 

  以上です。 

○分科員（のまち圭一） このなぎさ公園というのは、今後、阪神高速の湾岸線の橋ができたとき

には抜けの景色が非常によくなるところですので、ポテンシャルはこれからどんどん上がってい

くと私は思っております。 

  来年度の予算の中で、都市局で、王子動物園から灘駅、岩屋、県立美術館へのアクセス道路で

あるミュージアムロードの在り方について検討するというふうな今回予算が出ております。県立

美術館のすぐ海側がなぎさ公園でありますので、なぎさ公園にも実はアートのものがあって、た

だ、これがちょっと完全に埋もれてしまっているような状態になっています。ぜひ都市局と一緒

になって一体を整備していくと、さらに魅力度が向上すると考えます。局をまたいでですけども、

連携していただきたいと思いますけど、こちらのほう何か御意見あればお願いします。 

○小沢港湾局副局長 都市局の予算でございますけども、確かに７年度予算でミュージアムロード

のアイデア募集をするというふうに伺ってまして、この中でいろんな在り方の議論を通じて活性

化のテーマが定まって、その後の展開として、港湾局の所管する公園の活用というところで議論

が広がる場合には、港湾局としても積極的に議論に参画して、活性化に貢献していきたいと考え

てございます。 

  以上です。 

○分科員（のまち圭一） ぜひともよろしくお願いいたします。 

  次に行きます。令和６年２月に国土交通省が示した新しい国際コンテナ戦略港湾政策の進め方

検討委員会の最終取りまとめにおいて、港湾の競争力強化に向けた施策の１つとして、生産性向

上と労働環境改善に資する荷役機械等の実装などＤＸの推進が盛り込まれています。特にこの遠

隔操作ＲＴＧ―― タイヤ式門型クレーンというんですかね―― については、令和元年より国の導

入支援制度が創設されているが、神戸港における、現在導入に向けた状況はどうなっているか、

また、今後の導入促進に向けた取組をお伺いします。 

○小嶋港湾局副局長 神戸港における遠隔操作ＲＴＧの導入でございますけれども、ターミナル内

の荷役の生産性向上を図れるとともに、高所作業だったり悪天候時、こういうときの作業員への

負荷の低減、災害リスクの低減ということにも非常に寄与する、労働環境の改善というものに寄

与する非常に重要なことだと考えておりまして、ターミナルオペレーターとともに、積極的な導

入を今進めようとしているところでございます。 

  国のターミナルオペレーターの支援制度というものを活用しながら、神戸港においては、ポー

トアイランド２期のＰＣ－18で令和２年度から８年度にかけて18基、今まさに拡張工事を進めて

おりますＰＣ－14から17では令和５年から８年にかけて12基の遠隔操作型のＲＴＧが導入される

計画となっております。 

  ＰＣ－18では、一昨年11月から運用が始まった西側の拡張エリアのほうで遠隔操作に対応可能

なＲＴＧというのが18基中既に10基入ってきておりますけれども、まずは操作卓など遠隔操作に

必要な設備というのが整った３基について、今月末から本格的な遠隔操作化を稼働する予定だと

いうふうに聞いております。 

  また、ＰＣ－14から17、ＫＩＣＴでは現在、拡張工事を進めておりますけれども、来年度末の

完成を目指して拡張工事を進めているわけですけれども、再編事業の供用開始後に本格的な遠隔
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操作というものに行くには、現地での電波の受信状況の確認であったりとか、ＲＴＧの位置を読

み取るセンサーの現地での誤差の補正、あるいは実際の路面を走ってみた路面走行状況の確認と

いうものが、まさに現地に合わせたものが必要になってまいります。この現地の調整というもの

に一定の期間というのが必要になるんですけれども、ターミナルオペレーターからはできるだけ

早期に遠隔操作を開始したいというようなことも聞いておりますので、我々どもとしても可能な

限り協力して、スムーズに進むように努めていきたいというふうに考えております。 

  以上です。 

○分科員（のまち圭一） 国の補助金をもらってという事業ですので、ぜひどんどん進めていって

いただいて、クレーンの中の環境というのは結構厳しいというのを聞いてますので、やっぱりリ

モートでできると、その環境というのも大分よくなりますので、積極的に進めていただきたいと

思います。 

  この遠隔ＲＴＧをはじめ、港湾におけるＤＸ化は物流の効率化や働き方改革として非常に重要

だと考えます。国が主導することになるかと思いますが、新たな技術を神戸港で実証し、実用化

を進めることで、さらなる競争力の強化を図るべきと考えますが、御見解をお願いします。 

○小嶋港湾局副局長 世界の主要港におけるＤＸ化というのは非常に進んでおりますので、メガキ

ャリアから選ばれ続ける港ということで考えますと、この分野での取組というのは必要不可欠だ

と思っております。先ほどから御説明申し上げておりますＣＯＮＰＡＳであったり遠隔操作化で

あったりについては、国や阪神国際港湾と一緒になって、今後とも積極的に進めていきたいとい

うふうに考えております。 

  コンテナターミナルの生産性向上に向けては、まずは遠隔操作などの実用化している技術の導

入というのを積極的に進めるとともに、現在、国においても様々な技術開発というものが民間事

業者とともに進められておりますので、今後ともこういう新たな技術の導入に向けては、実験フ

ィールドとしての神戸港の活用、こういうのも含めて取組を進めていきたいというふうに思って

おります。 

  以上です。 

○分科員（のまち圭一） 自動化というのはかなりもう世界では進んでいるというところで、ＡＧ

Ｖの導入であったりとか、ガントリークレーンとかもそうなんですけども、労働者の不足という

のが喫緊の課題と言われてまして、全国で今５万人いる従事者が2040年には４万人になるという

ふうに言われています。少子・高齢化の中で、１次産業や２次産業、ほとんどの業種で労働者不

足が今問題となっておりますので、港湾関係が何かして解消していくというのはなかなか難しい

というところで、そうであれば、やはり自動化を加速度的に進めていく必要があるのではないか

と思います。 

  既に世界の港湾では、先ほど言ったように、自動化が進められており、日本では水をあけられ

ている状態というのは、もう既に認識されているとおりと思います。国策として高規格の国際戦

略港湾としていく中で、神戸港を運営していく中で、自動化というのはどのようなマイルストー

ンとか、何年後をめどにというふうに考えられてるのかというのをちょっとお伺いしたいと思い

ます。 

  また、今年開催される世界港湾会議の中で、カーボンニュートラルだけではなく、この自動化

というところ、ＤＸというところに関して、実はここが最大のテーマじゃないかなと私は思って

るんですけども、ちょっとどういうふうなお考えがあるかというのを、御見解ありましたらお願
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いします。 

○小嶋港湾局副局長 自動化といいますか、遠隔操作化、神戸港で今進めておりますけれども、先

ほど申し上げたＰＣ－18だったりＫＩＣＴへの導入、これをまずはきっちりと進めていきたいと

いうふうに思っております。 

  今後の遠隔操作化の神戸港全体への波及といいますか、拡大については、これは当然、ターミ

ナルオペレーターのかなりの投資というのが必要になってまいります。この辺りについては、先

ほど御指摘あったように、我々どもとしては遅れているところ、世界の港湾が進んでいるところ

でございますので、今後きっちりとターミナルオペレーターともお話をさせていただきながら、

神戸港のＤＸ化というのがきっちり進んでいけるように、時期を示すのは非常に難しいですけれ

ども、取り組んでいきたいというふうに思っております。 

  また、世界港湾会議を通じた知見の共有というところについては、我々どもも非常にこれはい

い機会だというふうに捉えております。先ほど申し上げたように、世界上位20港のうち、何らか

の遠隔操作化であったり自動化が入ってるというのは、17港にはもう既に導入されているという

ような国のデータもございます。そういうのを考えると、我々どもとしても、きっちりとこうい

ういい機会を捉えて、先進的な事例を学んで、今後の神戸港の競争力強化につなげていけるよう

な施策については積極的に導入していきたいというふうに考えております。 

  以上です。 

○分科員（のまち圭一） 日本はもちろん技術大国ですので、やろうと思ったら多分すぐにできる

ぐらいの技術はあるんだと思います。当然、何かしらの交渉とか、いろいろ調整があるんだとい

うのは理解もしておりますので、ぜひここは十分に話し合っていただいて、やっていただければ

と思います。 

  最後になりますけども、神戸空港の件で１点お聞きいたします。 

  国土交通省では、滑走路端安全区域（ＲＥＳＡ）対策に関する指針が取りまとめられており、

神戸空港においては、西端のランウエー09ですかね―― が満たしてないことになります。この対

策が必要となりますけども、今回この予算に入っていますけども、どのような対策を行う予定か

をお伺いします。 

○河原港湾局局長 着陸端の両端に安全性のために滑走路端安全区域というのを今回設けるという

形にしています。これは国のほうで平成25年に基準を改定されまして、29年に検討の手順とか留

意事項等を示した指針というのをまとめておりまして、この指針を参考といたしまして、我々と

して検討を行ってきたところです。海上空港の特性を考慮しまして、ちょっと事業費の抑制とか、

事業期間も短縮されるということから、総合的に判断しますと、東に60メートルほど滑走路を移

設するという手法を取って対策を行うこととしております。 

  以上でございます。 

○分科員（のまち圭一） 60メートル横にずらすということですけども、今後のスケジュールです

とか、あと、その費用、それをどうされるかというのをちょっと御見解をお願いします。 

○河原港湾局局長 ＲＥＳＡの対策事業でございますけれども、これは国の補助対象事業という形

になっております。現在、国土交通省航空局へ働きかけをさせていただきまして、国費を活用し

ながら事業を進めていきたいというふうに考えています。 

  それから、スケジュールでございますけれども、令和７年度につきましては、関係者間の調整

を行うということを予定してまして、令和８年度から早期に整備できるよう進めてまいりたいと、
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そのように考えております。 

○分科員（のまち圭一） 具体的にいつまでって―― ８年度中にまず計画をつくって、そこから実

施をしていくという形で、国際化―― 2030年よりもう少し先になるというところですか。 

○河原港湾局局長 そうです、令和８年度から工事に入りますので、令和８年度末までに事業着手

をすることとしていまして、2030年頃を目指して実施してまいりたいと、そのように考えており

ます。 

○分科員（のまち圭一） 運航しているところなので、夜中というんですか、深夜帯に工事される

ということで、結構時間かかるかなと思いますけども、そこは慎重に、既存の飛行機とかに影響

を与えないようにお願いしたいと思います。 

  以上です。終わります。 

○主査（松本のり子）お疲れさまでした。 

  次に、宮田委員、発言席へどうぞ。 

○分科員（宮田公子） 公明党の宮田公子でございます。よろしくお願いいたします。 

  初めに、国際コンテナ戦略港湾政策の競争力強化の取組についてお伺いいたします。 

  国土交通省は令和６年２月に新しい国際コンテナ戦略港湾政策の進め方検討委員会最終取りま

とめを公表しており、欧州・北米航路をはじめ、中南米・アフリカなど多方面・多頻度の直航サ

ービスを充実させることで、グローバルに展開する国内立地企業のサプライチェーンに貢献する

とした政策目標を掲げています。 

  この中で、集貨・創貨・競争力強化の３本柱を施策の中心としていますが、物流の2024年問題、

労働力不足、脱炭素、サイバー攻撃への対応等を踏まえ、ＤＸ・ＧＸを加速するなど、昨今の戦

略港湾政策を取り巻く課題を加味した基本的な取組方針として、令和６年度からおおむね５年間

程度で取り組むべき施策の方向性が示されました。このうち競争力強化については、特に国との

連携が強く求められる分野であると考えますが、神戸港として今後どのような取組を行っていく

のか、御見解をお伺いいたします。 

○長谷川港湾局長 まず、世界の状況でございますけれども、国際コンテナ物流を取り巻く状況は

目まぐるしく変化をしております。特に外航コンテナ船社においてアライアンスの再編が起きて

います。また、特に中東地域の長引く地政学上の対立であったり、アメリカにおけます関税政策

の変化など、先行きの見通しが非常に難しい状況でございます。 

  そして、海外の主要港においては、さらなるコンテナ船の大型化への対応を図るために、大規

模なコンテナターミナルの整備が進展をしており、また、ＧＸ・ＤＸなどの新たな技術の導入も

どんどん進められている状況でございます。 

  このような中で、国において競争力強化に向けての政策がまとめられました。新しいこの公表

された政策の中では、やはり船舶の大型化への対応や貨物の円滑な積替え機能を確保するために、

複数バースの一体利用が可能な大水深・大規模コンテナターミナルの形成や、ＧＸ・ＤＸの推進

などの方向性が示されました。 

  神戸港においては、これまでも大型のコンテナ船への対応といたしまして、水深16メートルの

岸壁を整備をしてございます。基幹航路におきましては、今現在、１万3,000ＴＥＵの大型コン

テナ船が寄港するなど、競争力強化に向けた整備については一定の効果を得ていると考えており

ます。 

  また、一体利用の促進に向けた整備におきましては、これは六甲アイランドにおいて、コンテ
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ナターミナル―― これＲＣ－６番・７番というのがございます―― と隣接をいたしましたフィー

ダーバース―― これＳ－Ｂ、Ｃというフィーダーバースがあるんですけれども、この一体利用を

開始しております。そして、分散していたコンテナターミナルの一体運営を図るためのポートア

イランド第２期ＰＣ－18拡張工事も完了し、既に供用開始がなされています。 

  これも先ほどから御答弁申し上げておりますけれども、ＰＣ－18においては、ＣＯＮＰＡＳの

導入に続きまして、ＲＴＧ３基の遠隔操作化も開始される予定―― これは今月末からでございま

す。さらなるオペレーションの効率化を目指し、継続した取組を進めることが重要だと考えてい

ます。 

  また、ポートアイランドの２期においては、ＰＣ－13から17においては、基幹航路を含む複数

の船社や港湾事業者が一体的に利用できます大規模かつ効率的なターミナル運営を目指しており

まして、ターミナルの再整備事業を円滑に今現在進めているところでございます。この事業の中

でも、電動式遠隔操作ＲＴＧの導入や、ターミナルゲートにおけるＣＯＮＰＡＳの導入、またＧ

ＸやＤＸの機能を備えたターミナルとなる計画にしていきたいと考えています。そして、これに

加えまして、ターミナルの背後には重量物の梱包などにも対応できる上屋を整備するなど、機能

面においても競争力の高いターミナルとなるように整備を進めております。 

  そして、今後の競争力強化に向けた取組でございますけれども、やはり外航の船社からは、輸

送の効率性を追求していく中で、さらなるコンテナ船の大型化が進むという話を聞いておりまし

て、これは国や阪神国際港湾としっかりと議論するべき事項だと思います。 

  今、さらに阪神国際港湾とは、コンテナターミナル生産性向上に必要不可欠であるＤＸの推進

に向けまして、現在進めております遠隔操作ＲＴＧの導入促進に加えまして、国での検討が進ん

でおりますガントリークレーンの遠隔操作化に向けた検討についても進めていきたいと考えてお

ります。 

  競争力強化に向けた取組は、やはり外航船社、メガキャリアを含むユーザーの意思を十分に把

握しながら進める必要があると考えています。外航船社の新たなアライアンスにおけるサービス

の状況の分析と、これまで構築してまいりました外航船社とのネットワークを活用し、神戸港に

求められるニーズを的確に捉え、必要となる競争力強化に資する施策を国・阪神国際港湾ととも

にしっかり進めてまいりたいと考えてございます。 

○分科員（宮田公子） 御丁寧な回答ありがとうございます。 

  世界情勢の影響もあり、大変厳しい状況の中、コンテナ船の大型化に対する整備の取組―― 水

深を深く掘るとかいうて教えていただきましたけども、そのような取組を進められ、効果が一定

表れていることや、また、六甲アイランドとかポートアイランドの、今教えていただいたように、

ターミナルの効率化、またＤＸ・ＧＸの機能を備えた競争力強化を目指して取り組んでおられる

ことなど、一定理解させていただきました。ありがとうございます。また引き続き国と阪神国際

港湾との連携で競争力強化を進めていただきますようよろしくお願いいたします。 

  次に、新港西地区の東西の回遊性確保についてお伺いいたします。 

  このたび策定されました神戸ウォーターフロントグランドデザイン案では、ウオーカブルな、

歩きやすい、歩きたくなる空間整備や新たな交通システムの導入といったまちづくりの戦略を位

置づけられています。本年２月の代表質疑で我が会派の壬生議員から、第４突堤とアリーナ方面

をつなぐ東西の歩行空間を確保し、早急なアクセスの向上について質疑を行わせていただいたと

ころ、将来的にはポートターミナルや倉庫群の再開発により、第４突堤とアリーナ方面をつなぐ
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東西の回遊を円滑にするために、歩行者デッキの整備や新たなモビリティーの導入についても検

討していきたい旨の答弁がありました。 

  このモビリティーの導入についてですが、昨年、宇都宮市を視察させていただいた際にＬＲＴ

に乗車する機会がありました。見た目も本当にかっこよくて、バリアフリーで車椅子やベビーカ

ーでの乗車が可能であり、振動・騒音が少なく、乗り心地も本当によかったです。また、ＣＯ２

排出量が少なく、環境にも優しい利点があります。乗車しているだけで本当に楽しい気分にもな

りますし、ＬＲＴ自体が観光の宣伝にもなるというふうに感じました。ぜひ回遊性向上に向けて

ＬＲＴの導入を検討してはどうかと考えますが、御見解をお伺いいたします。 

○長谷川港湾局長 先ほど委員おっしゃいましたとおり、東西の回遊性の向上というのは、これは

非常に重要な課題でございまして、様々な取組を検討するべきだと考えてございます。ウォータ

ーフロントグランドデザインの中でも、移動・回遊、ウオーカブルな空間の整備とか新たな交通

システムの導入を戦略に位置づけてございます。 

  ＬＲＴでございますけれども、宇都宮は2023年８月から運行を開始したと聞いております。累

計の乗客数も700万人に達したということで、かなりの方々が利用されているとお聞きしており

ます。そして、これもバリアフリーに十分配慮して、振動や騒音もなく、脱炭素化に向けた対応

でも優れたシステムであると今、先生からもお聞きいたしましたし、そのとおりだと思います。

そして、ＬＲＴというのは、やはりバリアフリーやＣＯ２の削減といったものに加えまして、観

光資源として都市の魅力向上に資する交通手段であるということも認識をしているところでござ

います。 

  私も宇都宮は直接は見ておりませんけれども、実は台湾の高雄のウオーターフロントでＬＲＴ

を見ました。高雄のＬＲＴは少し構造が違っておりまして、多分ヨーロッパなんかはそうなんで

すけど、パンタグラフというのが電車の上にあって、電気を上から取るような構造になっている

のが一般的です。実は高雄で見た―― これはウオーターフロントエリアにちょうど走っておりま

して、最先端のクルーズ船の旅客ターミナルの前をずっと走っています。これはパンタグラフの

ような構造はありません。軌道があって、その軌道から電気を取るような仕組みになっていまし

て、多分かなり最先端の技術を活用したＬＲＴだと思います。 

  ただ、それにもたくさん課題があるとは現場の方はおっしゃっておられました。ただ、それに

は課題はあるんですけれども、やはり新しいモビリティーとしては、これも大きなアイデアの１

つだと思います。特に高雄でも聞いたんですけれども、やはり整備効果であったり事業費とのバ

ランス、これが重要であることと、特に自動車交通との影響、これをどういうふうな形で解決を

していくか、そういった点も課題であるとお聞きしました。 

  今回、ＬＲＴも含めた新たな交通システムの導入については、なかなか港湾局だけでは全て課

題が解決できるわけではございません。これはやはり関連する部局―― 都市局も含めてでござい

ますけれども、あらゆる部局から御意見を頂戴しながら、しっかりといろいろな新たなシステム

について検討してまいりたいと考えております。 

○分科員（宮田公子） ありがとうございます。ＬＲＴを含めて検討していただけると受け止めま

した。前向きな御回答ありがとうございます。 

  先ほども御回答の中にもありましたように、宇都宮市では通勤とか通学をベースに、病院に行

く、買物に行くという本当に生活の足としての利用が中心なように感じました。ですので、もう

その年から黒字だというふうにもお聞きしております。神戸は立地条件も用途も違いがあると思
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いますけども、将来やっぱり神戸のまちをＬＲＴが走っているというふうに想像すると、私自身

本当にわくわくする気持ちであります。ぜひ実現に向けて前向きによろしくお願いいたしたいと

思います。 

  再質問させていただきます。新港西地区の再開発事業完了までのにぎわいづくりについてお伺

いいたします。 

  このたび策定された神戸ウォーターフロントグランドデザイン案は、おおむね10年から15年か

けて取り組む長期的なプランとなっております。特に第３・第４突堤周辺は倉庫が立ち並んでい

まして、暗い印象があり、今までも議論されてきておりますが、ウオーターフロントエリアの再

開発期間中に神戸を訪れる国内外の皆様が楽しめるように、また明るい雰囲気になるような、魅

力的な空間を広げていただくソフト面での対応も重要であると考えております。再開発中のにぎ

わいづくりの今後の計画についての御見解をお伺いいたします。 

○長谷川港湾局長 やはりウオーターフロントにおきましては、市民の方をはじめ、神戸を訪れる

方々に明るく楽しい魅力的な空間を提供して、にぎわいづくりを進めることが重要であると考え

てございます。これまでも様々な取組を進めてまいりました。 

  ウオーターフロントのまちづくりを担うウォーターフロント開発機構がございますので、そこ

と連携をすることにより、2022年度から神戸ウォーターフロントアートプロジェクトというもの

を展開してございます。これは解体が決定をし―― 今もう解体されましたけど、実際にアリーナ

の前の倉庫ですけれども、この倉庫の壁面や建物の空きスペースを活用いたしまして、世界的な

アーティストによるアート作品の展示を行いました。これはメディアにも広く取り上げられます

とともに、多くの方にアートに触れていただき、エリアのにぎわいにつながったのではないかと

考えております。 

  そして、神戸税関の南側に位置します再開発用地なんですけれども、これは税関南の広場と言

っております。これは現在、暫定的に芝生広場として整備してございます。ここにはリニューア

ル前のポートタワーの頂上―― 頂部にありましたＰＯＲＴ ＯＦ ＫＯＢＥのサインをモニュメ

ントとして設置してございます。この設置をすることによりまして、新たなフォトスポットとし

て魅力的な空間づくりと今なってございます。 

  このほかにも、やはり光の演出というのが重要になってまいります。特に今年はルミナリエも

含めて、去年からそうですけれども、メリケンパークでの光のイベント、ルミナリエも開催され

るようになっています。光で演出するイルミネーションの設置を旧居留地からウオーターフロン

トまで連続するようなライトアップ空間となるような新たな取組も進めています。特にこのライ

トアップについては、大丸のちょうど東側の明石町筋、あそこがきれいにライトアップされてい

ますので、あれをうまくウオーターフロントにもつなげれるように工夫をしてまいりました。 

  そして、第３突堤周辺のにぎわいづくりなんですけれども、第３突堤周辺にはＫＩＩＴＯ周辺

の歴史的な建造物やポートオアシスなどもございます。これらを活用したライトアップやイベン

トの開催も検討していきたいと考えています。具体的には、先ほど申しました税関南の広場をス

タートに、第３突堤周辺を含むまちを巡るイベントとしてシティロゲイニングｉｎ神戸2025を開

催したいと考えています。 

  新港町エリアをメイン会場に、海外アーティストを招いて屋外のアート展示や参加型のワーク

ショップを行うウォーターフロントアートプロジェクトの開催も予定をしてございます。特に海

外アーティストの展示なんですけども、できたら、蓮の周りであるとか、新たなジーライオンの
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エリアにも緑地ができますので、そういったところでできないか、これが今後の調整になってま

いります。また、来場者の方々の期待感を高める演出といたしまして、照明柱がありまして、こ

こにバナーの掲出も行っています。 

  それと、新たに開業する施設―― 特にアリーナを含めて、新たに開業する施設を知ってもらう

ために、周辺事業者で構成されますエリアマネジメントの取組といたしまして、回遊マップを制

作しております。これは各所での配布とか、ウェブサイト、またＳＮＳでの積極的な情報発信を

行っていきたいと考えてございます。 

  ウオーターフロントで新たにできるのは、ジーライオンアリーナもあるんですけれども、蓮の

北側にル・パンという新しいビルができます。ここはレストランとして活用されます。ですから、

やはり若い方々がどんどんウオーターフロントに訪れやすい空間づくりが進んでいます。とにか

く私どもといたしましては、魅力的な空間やにぎわいづくりに一生懸命取り組んでまいりたいと

思います。 

○分科員（宮田公子） 今までの様々な取組も本当にありがとうございます。私自身も倉庫の壁面

のアートにはすごい目を引かれましたし、町並みのイルミネーション、ライトアップというのも、

本当に神戸を訪れた皆様にもすてきな気持ちになっていただいて、楽しんでいただけたと思いま

す。 

  神戸空港の国際化やアリーナのオープンなど、これからもっともっと国内外から、今まで以上、

神戸を訪れていただけると思いますので、今いろいろ予定をしていただいているようですけども、

さらにすてきな神戸を感じていただける魅力的なにぎわいづくりをよろしくお願いいたします。 

  次に、空港整備事業費特別会計の収支見通しについてお伺いいたします。 

  令和７年度空港整備事業費特別会計予算では、総額約33億円が計上され、その内訳として、第

２ターミナルなどの運営費約14億円のほか、市債や借入金の償還として約15億円が計上されてい

ます。国際チャーター便の就航をはじめ、神戸空港の価値をしっかりと高めながら必要な収入を

確保し、着実に償還を進めていることを評価しております。 

  国際空港として飛躍する神戸空港については、市民の期待が高まる一方で、開港時の厳しい財

政状況の印象が払拭されていないようにも感じます。今後も安定的な財政基盤の下、空港が運営

されていくことを市民に発信していくことが大切であると考えます。 

  さきの決算特別委員会において我が会派の壬生議員から質疑したように、空港財政への市民の

理解が深まるよう、空港整備事業費特別会計の収支見通しを示すべきと考えますが、御見解をお

伺いいたします。 

○河原港湾局局長 神戸空港の取組につきまして、財政的な観点も含めて発信をしまして、広く御

理解をいただくということは、これは非常に大切な取組だと考えております。 

  そのため、神戸空港の機能強化を進めるに当たりまして、事業費でありましたり、財源などを

分かりやすく丁寧にお示しするために、令和５年度に空港整備事業費特別会計を設置したところ

でございます。 

  令和７年度予算におきましては、先ほど委員からも御案内ございましたけれども、新たに第２

ターミナルの運営費でございましたり、収入といたしましてターミナルの利用料であったり、保

安検査施設利用料などを計上させていただいておりまして、今後も空港整備事業費特別会計の予

算・決算を通じまして、各年度の財政状況、これをしっかりとお示しさせていただきたいと考え

ております。 
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  一方で、御質問ございました収支見通しでございますけれども、これにつきましては、中長期

的な視点から第２ターミナル等の運営、またこれまでに借り入れました資金の償還に必要となる

財源等を確保できているのかということにつきまして、先ほど委員からもお話ございましたけれ

ども、今後も安定的な財政基盤の下、空港運営ができるのかということを御確認いただくことが

できるものと考えております。 

  神戸空港の財政状況についての御理解をより深めていただくためにも有効な手段と認識をして

おりまして、さきの決算特別委員会で壬生委員の御提案も受けまして、どのように公表するのか

につきまして検討を進めているところでございます。 

  この間、第２ターミナル等の運営に関しまして、令和７年度から11年度までの５年間、指定管

理者制度によりまして第２ターミナルを運営するということについて御議決をいただいておりま

す。そういったことも含めますと、収支見通しにつきましても指定管理期間に合わせて今後５年

間の見通しというのをお示しさせていただきたいと考えてございます。 

  神戸空港につきましては、これまでも就航ネットワークの強化など神戸空港の機能を高めるこ

とによりまして、その価値を向上させ、必要となる収益を確保してきたところでございます。 

  今後も、本年４月から国際チャーター便の運用を確実に行うとともに、さらなる受入れを進め

まして安定的な財政運営を行ってまいりたいと、そのように考えております。 

○分科員（宮田公子） ありがとうございます。 

  壬生議員の提案を受けて検討を進めていただいたということで、今後５年間の財政見通しを示

していただけるということでありますが、この公表というのはいつしていただけるか、お伺いし

てよろしいでしょうか。 

○河原港湾局局長 今回、この予算市会で議論させていただいておりますので、この市会の御議論

を踏まえまして、できましたら年度内に公表させていただきたいと、そのように考えております。 

○分科員（宮田公子） ありがとうございます。よろしくお願いいたします。 

  次に、空港島のまちづくりにつながる歩行者デッキの整備についてお伺いいたします。 

  令和７年度予算では、国際定期便の就航に向けたさらなる機能強化の検討が掲げられています。

中でも空港ターミナルと海上アクセスターミナルを結ぶ歩行者デッキについては、空港利用者の

利便性の向上だけでなく、空港島内の回遊性の向上にもつながることから、今後の空港島のまち

づくりにとって必要不可欠な取組であると考えます。 

  空港基本施設や空港ターミナルの拡張と併せて、歩行者デッキについても積極的に検討を進め、

事業化を実現してもらいたいと考えますが、御見解をお伺いいたします。 

○長谷川港湾局長 神戸空港島のまちづくりには、やはり様々な工夫が必要だと思っています。そ

の中の１つの工夫となるアイデアとして歩行者デッキも含まれると思っています。 

  ここは、やはり臨海部に残されました貴重な土地でございます。ですから、神戸経済の成長・

発展に寄与するような企業誘致とともに、そういった必要なインフラ整備も着実に進めていく必

要があると考えています。 

  特に、空港を含むちょうど空港島の中央部分なんですけれども、ここは、島の中核をなす重要

なエリアでございまして、神戸の玄関口にふさわしい様々な来訪者を受け入れる魅力的でにぎわ

いのある空間の創出、これが必要だと考えています。 

  これも議会で御答弁申し上げているかも分かりませんけれども、神戸ブランドの発信拠点であ

りますとか、商業施設や宿泊施設など幅広くマーケットの声を聞きながら可能性を探っていきた
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いと考えています。 

  先ほど委員御指摘いただきましたターミナル間のアクセスでございます。 

  １つは、空港ターミナルと海上アクセスターミナルを結ぶ歩行者デッキの整備、これは空港利

用者の利便性の向上だけではなく、空港島内の回遊性の向上にもつながっていくことから、空港

島のまちづくりを進める上で重要なインフラであると考えています。 

  ７年度にも検討予算が上がっておりまして、空港ターミナルと海上アクセスターミナルを結ぶ

歩行者デッキと空港ターミナル間を結ぶ歩行者デッキ、これら２つのデッキと併せまして、これ

に附属する例えばエスカレーター、またムービングウオーク、こういったものも配置できるかど

うか、また概算の事業費、こういったもののいわゆる基本的な検討をまずは進めていきたいと思

います。 

  一方で、歩行者デッキの整備を進めるに当たっては、国による財政支援が必要でございます。

今現在、ルートとか構造などについて、少しずつですけれども、国と協議をしているところでご

ざいます。歩行者デッキ等の整備に向けましては、国家予算要望など、あらゆる機会を通じて

我々といたしましては国に要望してございますけれども、やはり議会の協力も得ながらしっかり

と国に働きかけを行ってまいりたいと考えております。 

○分科員（宮田公子） ありがとうございます。 

  国とも協議を進められているということで、実現を必ずしていただきたいと思いますが、今、

回答にもありましたように、歩行者デッキがムービングウオークになるとかなりの費用がかかる

とお聞きしております。今後、多くの国と結んでいく空港にもなりますし、また多くの方が利用

していただくことになります。我が会派としては、市の財政負担の軽減を図るために国土交通省

とのパイプを生かして財政確保の後押しをしてまいりたいと思っておりますので、よろしくお願

いいたします。 

  次に、拡大される国内線の発着枠の活用についてお伺いいたします。 

  今春から国際チャーター便の運用が始まるとともに、国内線の発着枠についてもこれまでの１

日最大80回から120回に拡大されるとお聞きしております。国内線が一層充実することにより、

国内利用の旅客だけでなく、海外から神戸を経由して日本各地へ、また日本各地から神戸を経由

して海外へといった旅客も増えることが期待されます。 

  拡大される国内線の発着枠の活用に向け、国内エアラインに対し、新規就航や増便を積極的に

働きかけるべきと考えますが、御見解をお伺いいたします。 

○河原港湾局局長 神戸空港の国内線の発着枠が拡大される件でございまして、現在、80回という

１日の最大発着回数に対しまして、これ、マックスで使っていただいているという状況でござい

まして、午前中にも御答弁させていただきましたけれども、2024年の利用者数というのは過去最

高の約358万人ということで、国内航空需要、順調に増加しているのではないかなというふうに

考えてございます。 

  神戸空港、2025年の夏ダイヤから１日当たりの発着枠が120回に拡大するということでござい

まして、これまで就航しております既存のエアライン―― ＡＮＡ、それからソラシドエア、エ

ア・ドゥ、スカイマーク、ＦＤＡといった５社をはじめまして、それ以外の国内のエアラインに

対しましても関西エアポート神戸株式会社と連携しながら、新規就航、また既存路線の増便とい

う働きかけを行ってきたところでございます。 

  ３月30日から始まります夏ダイヤにおきましては、スカイマークが鹿児島便を増便、これ、１
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便増便されます。それから、フジドリームエアラインズさんが青森で開催されるねぶた祭の期間

に合わせまして青森便を１日２便という形で運行するというふうにお聞きしております。 

  また、報道等ございますけれども、トキエアという、これ、新潟を本拠地とする航空会社でご

ざいますけれども、トキエアが神戸空港と新潟空港を結ぶ路線を就航する予定でございまして、

現在、国交省の運航許可に向けた検査を受けているという状況でございます。それが実現いたし

ますと、１日当たりの発着回数が80回を上回るという見込みでございます。 

  これ、増便、それから新規就航に当たりまして、各航空会社に神戸空港の需要を高く評価して

いただいているという結果だと認識をしています。 

  ただ一方で、各航空会社へのヒアリング等を我々もさせていただいておりますけれども、これ

におきましては、報道等でもございましたけれども、ボーイング社の新機材の導入遅れというこ

とがございます。そういった中で、保有機材が少し展開が難しいということをお聞きしておりま

す。 

  ただ一方で、スカイマークの社長のインタビュー、これ、神戸新聞で昨年９月に掲載されてお

りますけれども、先ほどのボーイング社の件が2026年当初という形で新機材の導入がされるとい

う予定にされておりまして、これが導入されれば既存路線の増便、また新規路線の開設を検討す

るというお話でございます。また、神戸空港につきましては、成長機会のある拠点でございまし

て、非常に大きなチャンスというようなこともコメントしていただいてございます。 

  それから、今現在、羽田線で午後９時という時間帯に出発する臨時便、これはスカイマークさ

んのほうで運航されておりますけれども、これにつきましても搭乗率が非常に好調だというふう

に聞いていまして、今後も運航を検討したいというお話もお聞きしておりますので、スカイマー

クさんにおきまして、神戸空港の拡大する発着枠の活用ということを前向きに捉えていただいて

いるところだというふうに認識しております。 

  今後、新規路線の就航、また既存路線の増便等によりまして、拡大する発着枠を活用いただけ

るよう、引き続き関西エアポート神戸などと連携しながら、エアラインの働きかけを行ってまい

りたいと、そのように考えてございます。 

○分科員（宮田公子） ありがとうございます。新規就航、また既存路線の増便に取り組んでいた

だいているということで、神戸の方も日本各地へのアクセスがさらによくなっていくと思います。 

  私自身も―― ４年前に花巻空港に就航していただいているんですけども―― ちょうど息子が岩

手の大学に行きまして、もう本当に行き来が便利になりましてありがたく思っている１人であり

ます。ただ、２時半ぐらいの１便しかないですので、ちょっと中途半端な時間で、もし増便があ

ればうれしいなというような状況でありますが。また、国内外、本当に便利になっていくと思い

ますので、よろしくお願いします。 

  また、今まで以上に神戸空港を拠点に、そうやって日本各地から神戸を通じて海外へ、また海

外から日本各地へという流れができることを期待しております。 

  次に、神戸港港湾脱炭素化推進計画についてお伺いいたします。 

  令和４年12月の港湾法の一部改正により、港湾脱炭素化推進計画などが規定されたことを受け、

神戸港においても令和５年２月に神戸港ＣＮＰ形成計画を策定し、港湾分野における脱炭素化を

図っているところであると思います。 

  間もなく神戸港港湾脱炭素化推進計画が策定されると聞いているところでありますが、港湾物

流においても脱炭素化の動きは世界的な潮流であり、荷主や船会社などのグローバル企業を中心
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に、気候変動問題への対処が経営課題となっていると聞いております。神戸港が選ばれる港とな

るために必要な取組であると認識しております。 

  そこで、神戸港におけるカーボンニュートラルポートの形成について、取組状況と今後の展望

をお伺いいたします。 

○長谷川港湾局長 脱炭素の動きは、世界的な潮流でございます。 

  一例を申し上げますと、グローバル企業でございますイケア、ここは、2030年までに製品やサ

ービスを顧客に提供するまでの全てのバリューチェーンにおいて温室効果ガスの排出量を2016年

と比較し、50％削減することを目標に掲げております。この目標を達成するために、配送用にＥ

Ｖトラックを導入するなど取組を進めていくと、こういう方向性を示しています。 

  こういう荷主の要請に対応するために、海運の分野も脱炭素化に動いておりまして、現在、バ

イオ燃料との混合使用であったり、ＬＮＧ燃料船の導入が進みますとともに、国のグリーンイノ

ベーション基金を活用いたしましたアンモニアや水素などの新たな燃料のエンジン技術開発、こ

ういったものが始まっている状況でございます。 

  ただ、１つ気がかりなのは、アメリカがパリ協定から離脱するというような一部報道もなされ

ておりますので、これがどのような影響を与えるのかと、これは少し不安材料でございます。 

  今現在、国におきましても脱炭素化推進計画における様々なカーボンニュートラルの取組につ

いて委員会を行っております。多分、委員の中からもそういった懸念の声が出ているんだと思い

ますけれども、今、国交省においてもきちっと脱炭素化に向けたロードマップを策定すると言わ

れておりますので、これは、日本の港湾においては間違いなくきちっとやっていくべき方向性が

示され、それに我々も乗りながら確実に進めていくべきだと考えています。 

  神戸といたしましては、先ほど委員からも御紹介ありましたけれども、国内他港に先駆けまし

て、令和４年度に神戸港のカーボンニュートラルポート形成計画を策定いたしました。これによ

りまして様々な取組を進めてまいりました。 

  現在、港湾法の改正がありまして、今年度内に神戸港港湾脱炭素化推進計画への移行を進めて

おります。脱炭素化への取組は、港にとっては新たな付加価値となり、今後も荷主や船社などか

ら選ばれる港であり続けるためには必要不可欠で重要な取組となります。 

  脱炭素化推進計画というのは、そもそもつくっておりましたカーボンニュートラルポート形成

計画を基本的に踏襲するものでございます。ただ、カーボンニュートラルポート形成計画という

のは、非常に幅の広い分野で書いておりまして、より一層港湾機能の高度化を目指すということ

を考え、削減目標をターミナル内、また出入りする船舶または車両に絞りまして脱炭素化推進計

画を策定しております。 

  今現在、策定作業を進めておりますけれども、具体的な計画内容・方向性が決まりましたら、

また議会にはお示しさせていただきたいと思います。 

  特にこれ、いわゆるターミナル内とか船舶や車両、出入する船舶や車両に絞ることによりまし

て、脱炭素化推進計画のＫＰＩが変化をします。今現在考えておりますのは、2021年度内のター

ミナル内の出入船舶とか車両を対象にカウントいたしますと、22.6万トン、これが１つのＫＰＩ

となると考えております。 

  神戸港の現在の取組でございますけれども、様々な取組を進めるんですが、１つは上屋のＬＥ

Ｄ化を進めることで、脱炭素化の促進になるということ。それと、停泊いたしております船舶に

対する陸上からの電力供給システムを設置する、これも大きな取組になります。 
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  そして、民間企業においても取組が進んでいます。これは、電動の内航船舶を運航する計画が

ありまして、着岸するターミナルでの受入れ施設の整備につきまして、国や阪神国際港湾と共に

調整を行っているところでございます。 

  さらに、コンテナターミナルにおいては、電動の大型荷役機械が導入されます。また、新しい

技術にもチャレンジをしておりまして、水素を燃料とした港務艇の建造に現在着手もしておりま

す。 

  国においても、脱炭素化の取組を神戸港で進めておりまして、ターミナルの荷役機械―― ＲＴ

Ｇですけれども、ＲＴＧの水素燃料化の実証実験にも着手をしているところでございます。 

  今後の展望なんですけれども、１つは、荷役機械の脱炭素化の動きというのは、世界でも検証

が始まったところでございます。特に、やはり環境基準が厳しいロサンゼルス港では、それぞれ

の機械に適した、例えば電気であったり水素であったり、こういう燃料を検証する実証事業が進

められています。 

  港の荷役の形態とか取扱量には異なる点がありますけれども、こういった世界の先進的な事例

を基にきちっと検討を進めてまいりたいと思います。 

  ただ、ここにも大きな問題がございまして、荷役機械というのは大変高価なものでございまし

て、民間企業が脱炭素化を進めるには大きな投資が必要となります。そういう意味では、脱炭素

化の動きについては国策と考えておりまして、引き続き国に支援制度の創設を要請してまいりた

いと思っています。 

  それと、先ほど上屋でのＬＥＤの話をしましたけれども、やはり我々としては、再生可能エネ

ルギーの活用もしっかり考えていきたいと思っています。実は、再生可能エネルギーというのは、

太陽光パネルを想定しておりましたけれども、上屋の上に太陽光パネルを置くと構造的に―― 太

陽光パネルは非常に重量物でございまして、上屋の構造でなかなか構造がもたないということが

ございます。 

  こういう点をうまく解消するには、実はペロブスカイトという薄型の新しい技術があります。

これは、結構技術開発は日本が進んでいるんですけれども、なかなかマーケットに出てきません。

これは、これまでも国交省、経産省を含めて様々お願いをしてるんですけれども、ペロブスカイ

トの技術が出ますと、例えば建物の壁面であったり屋根であったり、いろんなところに活用がで

きます。これ、再生可能エネルギーですから非常にメリットの大きい技術でございます。 

  ですから、何とかペロブスカイトも早くマーケットに技術を出していただいて、商品化してい

ただいて、我々が使えるような取組を、これはやはり経産省なのか国交省なのか両方なのか、後

押しをしてもらいたいと思っています。 

  様々な取組がございますけれども、神戸港の付加価値を高めるためにもカーボンニュートラル

の取組は重要でございますので、全力で取り組んでまいりたいと考えています。 

○分科員（宮田公子） ありがとうございます。 

  脱炭素化への取組がもう本当に世界的な潮流の中、港湾局としても今お聞きするだけでも様々

取り組んでいただいているということで理解いたしました。 

  また、脱炭素化推進計画の計画内容、方向性について、議会で示していただけるということで

したし、取組の中で、先ほど水素など新しいエネルギーからというお話もあって新しい産業につ

なげる取組ということもお考えということで、本当にまた強い意欲を感じました。 

  神戸港が世界に劣らない、また先を行くような取組ができるように進めていただきたいと思い
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ます。よろしくお願いいたします。 

  最後に、高潮・津波対策についてお伺いいたします。 

  市民にとっての安全で安心なまちづくりのため、高潮・津波に対してハード・ソフト両面での

総合的な防災対策に日々取り組んでおられる港湾局の事業運営を評価しております。 

  令和６年度予算特別委員会にて、防潮鉄扉の遠隔操作化は令和６年度末で完了予定との答弁が

ありましたが、防潮鉄扉は津波発生時に迅速かつ安全に閉鎖することにより、市民の暮らしの安

全・安心を守る重要な施設であります。発災時に十分な機能が発揮されるよう、日々の維持管理

が必要不可欠であると考えております。そこで、防潮鉄扉の遠隔操作化の進捗状況及び維持管理

の方針について御見解をお伺いいたします。 

○露口港湾局部長 津波による浸水被害を軽減するためには、防潮鉄扉を迅速かつ確実に閉鎖する

必要があり、平成30年から防潮鉄扉の遠隔操作化事業に着手しまして、令和２年から順次運用を

行っている状況です。 

  現在の遠隔操作化の進捗状況としましては、全体整備を78基予定しているんですけども、今現

在77基できておりまして、残す１基についても現在工事中でございまして、令和６年度中に78基

全てが完了する予定です。 

  委員御指摘のとおり、発災時に防潮鉄扉の機能を十分に発揮していくためには、日々の維持管

理をしっかり行っていくことが重要であると考えております。 

  防潮鉄扉の維持管理についてですけども、国のほうでマニュアルをつくっておるんですけども、

それに従って神戸市においても維持管理計画というものを策定しておりまして、維持管理計画を

策定することによって持続的に防護機能を確保するため、予防保全型の計画的な修繕とか更新を

行う方針としております。また、計画に定める点検としましては、台風時期の前後に点検を実施

しまして、不具合があった箇所については速やかに現在修繕を行っている状況です。 

  さらに、遠隔操作化の核となるシステムがございますが、システムの基盤についても稼働状況

を常時監視するとともに、年１回の点検を実施するなど、必要な維持管理を計画的に実施してお

ります。 

  引き続き、日々の適切な維持管理や訓練といった防災対策を確実に進めることによって、市民

の安全・安心なまちづくりを進めていきたいと考えております。 

○分科員（宮田公子） 遠隔操作化は78基で、あと１基が今年度中ということは、もう今月中とい

うことで、ありがとうございます。 

  維持管理についてなんですけども、私、ある建設会社の方から、以前に防潮鉄扉を閉鎖しよう

とした際に砂とかごみとかがレールに詰まったりとかしてまして、なかなか閉鎖がしにくかった

ことがあったそうなんですけども、そのことを言われまして、清掃など管理は、今大丈夫ですか

という御指摘を受けたことがあります。 

  それで、ちょっといろいろそのときもお伺いしたんですけども、今、回答があったように、年

に１回の管理といいますか、点検とか、また何かあれば保守であるとか、それをしっかり行って

おりますというふうに私もお答えしました。 

  ですけども、やはり津波発生時にそのようなことがもし起これば大変なことになりますので、

平時からしっかりとした管理が必要と考えますので、また今後もそうやって継続してよろしくお

願いしたいと思います。 

  再質問なんですけども、高潮対策緊急事業進捗についてということで、令和６年度予算特別委
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員会において、六甲アイランド・ポートアイランドにおける神戸港高潮対策緊急事業は、令和７

年度に完了予定の旨の答弁がありました。しかし、令和７年度予算において、高潮対策緊急事業

として新たな債務負担行為の設定を予定されております。これは、事業完了の見込みが先送りに

なっているということになるのではないでしょうか。そこで、現在の事業の進捗状況と今後の予

定についてお伺いいたします。 

○露口港湾局部長 平成30年の台風21号におきましては、六甲アイランドを中心とした港湾エリア

で大規模な浸水被害が発生したところです。再度災害防止に向けた対策に当たっては、有識者で

構成した大阪湾港湾等高潮対策検討委員会神戸港部会での議論に基づき、大きな方針としまして

は、六甲アイランドにつきましては、水際での効果的な浸水防止対策として、埠頭用地のかさ上

げ、あるいは擁壁の整備を行い、港湾物流機能の維持や都市機能への浸水対策を行っているとこ

ろです。 

  また、同じく大きな浸水被害を受けましたポートアイランドにつきましては、浸水防止対策と

して、擁壁の整備とか道路のかさ上げ、あと雨水排水を行うためのポンプ施設の設置とかといっ

たものの対策を現在行っております。 

  現在の進捗状況なんですけども、六甲アイランドにつきましては、南側・東側の港湾エリアの

擁壁整備とか埠頭用地のかさ上げについては完了しており、現在、六甲アイランドの北東のフェ

リーバース周辺とか、あと東側の臨港道路、縦の道なんですけども、そこの工事を進めておりま

す。また、ポートアイランドにつきましては、東側の岸壁周辺の擁壁整備とか、港島トンネル南

側のポンプ施設とか道路かさ上げは完了しており、現在残る工事の発注に向けた工事を進めてお

ります。これらの工事において、現在、都市部には浸水被害が出ることはないと考えております。 

  ただ、これらの取組については、港湾事業者と沿道事業者と調整を図りながら鋭意現在進めて

おるんですけども、工事エリアが結構広範囲に及ぶことから、調整に時間を要している箇所もあ

り、六甲アイランドの東道路のかさ上げに当たっては沿道事業者の営業に支障が出ないよう個別

に調整しているほか、電柱とか地下埋設物・信号機・標識の移設を、必要な調整を現在行ってい

ます。 

  このため、事業完了年度は令和８年度となる見込みでありますが、できる限り工事を前倒しで

発注するとともに、引き続き丁寧な地元調整に努めて、完成に向けて鋭意努力してまいりたいと

考えております。 

○分科員（宮田公子） 六甲アイランド・ポートアイランドともに高潮対策の工事を進めていただ

いていることは理解いたしました。事業者との調整も大変であると理解いたしますが、災害はい

つ起こるか分かりませんし、また想像を超えてくる可能性が大いにあると思いますので、市民の

安全・安心のため、早期の完了をお願いいたします。 

  以上です。 

○主査（松本のり子） お疲れさまでした。 

  委員の皆様に申し上げます。 

  この際、約20分間休憩いたします。 

  午後２時50分より再開いたします。 

   （午後２時30分休憩） 

 

   （午後２時50分再開） 
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○主査（松本のり子） ただいまから予算特別委員会第３分科会を再開いたします。 

  休憩前に引き続き、港湾局に対する質疑を続行いたします。 

  それでは、赤田議員、どうぞ。 

○分科員（赤田かつのり） それでは、一問一答で質疑をさせていただきます。 

  2025年度の当初予算案の規模は２兆331億円となっており、2005年以降、20年ぶりの２兆円台

となっています。そして、港湾局では、神戸空港の活性化やウオーターフロント地区の再開発な

どの主要施策を拡張する予算案となっています。 

  本当にこれでいいんかという、ちょっと私、問題意識持っておりまして、いろいろ不明な点が

ありますので、以下質問させていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

  まず、ウオーターフロントの再開発についてなんですけども、2040年頃のウオーターフロント

の将来イメージ図というものを勉強会でもまず最初にレクチャーいただきましたし、その後もち

ょっといろいろ見ながら思うんですけども、中突堤の中央ビルや京橋地区の船だまりを解体して

大規模な埋立てを行いますが、これまでの計画になかった高浜岸壁と中突堤をつなぐ海上デッキ

の整備や、かもめりあ周辺の再整備などが示されているということなんです。 

  メリケンパークの東側から第４突堤の西側にかけての地域に商業や観光など民間の投資を誘発

するんだということなんですけども、こういうことを本当に全く市民不在で決めてしまうんです

か。 

○長谷川港湾局長 まず、高浜岸壁やかもめりあ周辺のグランドデザインですけれども、これは、

今後取り組むべき方向性を示しておりまして、まだ個別具体的な事業の内容を決定しているもの

ではございません。 

  そして、ここは、特に東西方向の回遊性ということが非常に重要でございますので、高浜岸壁

からかもめりあやメリケンパーク、また中突堤の中央ビル辺りへの回遊性を向上させるための１

つの方向性をお示ししているものでございます。 

  これについては、しっかり議会でも議論をさせていただいておりますので、特に今問題がある

とは考えてございません。 

○分科員（赤田かつのり） ただ、こういう方向性を示したということなんですけども、これは、

市民にはパブコメを行う、そういうこと、計画はあるんでしょうか。 

○長谷川港湾局長 パブリックコメントの件ですが、これは、常任委員会でもお答えをさせていた

だいておりますけれども、今回のグランドデザインの案は、これまでの港都神戸グランドデザイ

ンでありましたり、ウォーターフロントビジョン、これまでの計画を今の再開発事業の進捗に合

わせて再編・更新をするものでございます。ですから、具体的に今の計画を更新するものである

ために審議会での意見聴取やパブリックコメントは予定をしてございません。 

○分科員（赤田かつのり） ただ、要するに、大きくつくり替えを行うわけであって、今後どうな

るんかということを。ただ、広報紙ＫＯＢＥなんかやったかな、いろいろ出てますよね。それ、

受け止め方というのは市民の中では様々やと思います。 

  それで、まずひとつ聞きたいのは、これは、2025年度予算案では約34億円以上ついているわけ

なんですけども、これ、さらにこれから毎年これくらいか、それ以上の規模の予算を執行するん

じゃないかなというふうに思えてしまうんです。 

  仮に、このイメージ図どおりに進めるとして、2040年頃ですか―― の10年から15年で一体総事

業費は幾らというふうに見込んでいるんでしょうか。 
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○長谷川港湾局長 先ほども御答弁差し上げましたとおり、これは方向性をお示ししているもので

ございます。ですから、個別具体的に積算をし、具体的な費用をはじいているものではございま

せん。そういう意味では、総事業費というものが今出ているわけではございません。 

○分科員（赤田かつのり） ただ、イメージ図を見ますと、いろいろ改造されたようなことで、そ

の方向でやっていきたいんだろうという思いがありありと表れているんです。 

  例えば京橋地区の埋立ての事業なんですが、船だまり機能の再編などの公共事業で、これは莫

大な費用がかかると思うんです。これ、仮にやるとしたら相当な費用がかかって過剰な投資と思

えてなりませんが、いかがでしょうか。 

○長谷川港湾局長 京橋地区は、これも神戸港の中期計画においてお示しをさせていただいており

ますけども、１つは阪神高速３号神戸線の大規模更新事業に合わせて整備を進めていくものでご

ざいます。今現在、船だまりの再編に向けて、京橋の南側であったり、ポートアイランド北側に

防波堤の工事を進めています。 

  そして、これは、当然のことながら、阪神高速とも連携しながらの事業でございますので、１

つは、阪神高速に対しても一定の御負担をいただくということでございます。それと、船だまり

の再編におきましても、交付金事業等国費の導入も行っていきます。現在も国費の導入を行って

います。 

  そして、実際に埋立地ができましたら、これは当然のことながら、周辺の地価動向も見ながら

でございますけれども、売却とか賃貸借によりまして収益が上がります。これによりまして事業

費を回収する、こういったスキームで考えてございます。 

○分科員（赤田かつのり） 要するに、国であったり、阪高であったり、そして神戸市も協議をし

てお金を出す、投資をするということであって、総事業費とすれば、このイメージどおりにいく

とすれば相当な額になるというふうに思うんです。 

  いずれにしても、こういうことを本当に行うことがいいのかという、こういう疑問をずっと抱

かざるを得ないんです。私自身が目視した範囲なんですけども、ここらの船だまりの地域には国

土交通省や海上保安庁、県警の船舶も含めて、ちょっと先日見た限りでは40隻から50隻ぐらいで

すか、停泊をしていました。この船だまりには、それ以外にも、こういう―― 船だまりにはどう

いった船舶が停泊して、どれだけの人たちが業務に携わっているんでしょうか。また、船だまり

には多いときで何隻の船舶が停泊しているんでしょうか。 

○長谷川港湾局長 京橋船だまりの状況でございますけれども、ここは官公庁船であったり、パイ

ロットボート、民間船が停泊をしております。今現在50隻の小型船舶が利用している状況でござ

います。 

  そして、この事業を進める際には、これまでも丁寧に協議を重ねてまいりました。ですから、

船舶所有者からは、移転に関わる全ての同意書を受理して今の防波堤なり桟橋の工事を進めてい

る状況でございます。 

○分科員（赤田かつのり） 私が行ったとき、50隻弱かなと思ったんですけどね。ちょっとよく分

かんないですけども。この中で民間船というのは一体どれだけあるんですか。 

○長谷川港湾局長 おおむね半数ぐらいが民間船でございます。 

○分科員（赤田かつのり） 私も目視した範囲なんで分かりませんが、官庁の船よりも圧倒的に民

間が多かったような印象を持ちました。 

  既存の船だまりを埋め立てるということで、現在の船舶を利用されている方、特に民間船の方
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というのは、仮にこれが本当に行われるとするならば、停泊場所を移転せざるを得んと思うんで

す。中には、工事中に業務を中止せざるを得ないという場合もあると思うんですけども、そうい

うことでしょうか。 

○長谷川港湾局長 ここは、先ほども申しましたとおり、丁寧に説明をさせていただいておりまし

て、工事の状況についても逐次御報告をさせていただいております。ですから、工事中にここの

船舶の係留が中止することはございません。 

  そして、これは移転になりますけれども、移転に向けてもこれまで協議をしておりまして、例

えば今のちょうどメリケンパークの東側であったり、ポートアイランド北側であったり、これは

今現在の船舶の所有者の意見を聞きながら、どういった場所に移転すればいいのか、十分に協議

を重ねた結果、現在のような状況になってございます。 

○分科員（赤田かつのり） はたから見てまして、移転する、工事をして移転をするとなったとき

に、中には中断することでやっていかれんということで廃業せざるを得んというのが出てくるん

やないかなというような気もしなくもありません。 

  まず、再整備をして、全ての船舶が再整備後にまた利用できるんですか。民間の船舶です。 

○長谷川港湾局長 当然、民間の事業者の方々ともきちっとお話をさせていただいておりまして、

先ほど50隻のうち半数と申しましたけれども、この方々からは、次の移転をしても事業をできる

ような場所での移転先の交渉になっておりますので、事業に支障が出ることはございません。 

○分科員（赤田かつのり） 移転後も、だから戻れないという、そういう民間船も生じるというこ

とを前提にして話はされてるんじゃないですか。 

○長谷川港湾局長 戻れないということの意味が少し分かりかねますけれども、事業に支障がない

ような移転先を御提案させていただいているということでございます。 

○分科員（赤田かつのり） といいますのは、イメージ図を見ると、今よりも船だまりの受入れの

エリアというか、ここが少なくなってるという感じがしてならないからね。それだったら、整備

後には利用できなくなる民間船が幾つも生じてくるんじゃないかという感じがするんですけど、

その辺、どうですか。 

○長谷川港湾局長 今、どの図面を見られて御指摘をされているのか分かりませんけれども、１つ

はメリケンパークの東側に移転する、それとポートアイランドの北側にも移転する、２か所ござ

いますので、この２か所で民間船の事業はきちっと成立をいたします。 

○分科員（赤田かつのり） いろいろ不明な点があるんですが、ほかの観点で。 

  いろいろ話合いを進める、協議を進めると言うんですけども、これ、一般市民から見れば、そ

れはいろいろイメージを持って期待されるという声が出るような宣伝をされると思うんです。だ

けども、船だまりの問題点を考えてみると、状況をよく分からないままにイメージだけで判断さ

れるということもあり得ると思うんです。ですから、正確な情報というか、これが利用される、

今までずっと業務に携わってこられた方にとって不利益にならないのか、そういうことも責任を

持って示すことができると思えないんですけど、いかがでしょうか。 

○長谷川港湾局長 お示ししております図面というのが、今どういう図面で議論をされているのか

分かりかねますけれども、先ほどからの答弁の繰り返しになりますけれども、基本的に船舶の所

有者からは、移転に係る同意書をきちっと我々も受理しておりますので、事業に影響のないとい

うことを確認して事業を進めております。 

○分科員（赤田かつのり） いずれにせよ、方向性を示して、大体船だまりそのものについては、
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整備するのは間違いなくやろうとしているということが分かります。それから、神戸港の歴史を

感じさせる建造物も保存もせずに解体するということも方向性として示されていると思うんです

が、そういうことは許されないというふうに思っています。 

  次に、別の質問をさせていただきますが、戦略港湾についてです。 

  高規格コンテナターミナル等の整備など、国際コンテナ戦略港湾の推進に165億円がついてい

ます。毎年、このような莫大な投資を繰り返していますが、このような投資というのは、これは

もう一旦立ち止まって根本的に見直しを行うということが筋やと思うんですけど、見解を求めま

す。 

○小嶋港湾局副局長 今日これまでも何度も答弁させていただいておりますけれども、船舶の大型

化というのは、本当にこれは進んでおります。我々どもとしては、船会社、ユーザーのニーズに

きっちりと対応したような形で整備を進め、既に現に１万3,000ＴＥＵの船というのが就航して

いるということを考えると、我々どもとしては過去の投資も間違ってないし、これからやろうと

していることも間違ってないというふうに考えております。 

  以上です。 

○分科員（赤田かつのり） 要するに、国のほうが令和６年２月に発表した国際コンテナ戦略港湾

政策の進め方検討委員会の最終とりまとめというところでは、東アジア・東南アジアなどからの

貨物を日本で積替えをして、国際基幹航路へ輸送するルートの構築を推奨しているということな

んですけども、神戸港がこういう役割を本当に担うことができるというふうにお持ちなんでしょ

うね。 

  しかし、コンテナの取扱個数の推移というのを事前に教えていただきました。これは、平成６

年度・平成16年度・平成26年度、そして令和５年度と、10年区切りで教えていただいたんですけ

ども、これを拝見しますと、神戸港とアジア方面では平成６年度の129万843ＴＥＵが令和５年度

は148万4,493ＴＥＵということで、アジア方面は伸びているんだ。一方で、神戸港とアメリカの

方面では、平成６年度の67万6,058ＴＥＵが令和５年度は17万7,101ＴＥＵというふうに激減して

います。また、ヨーロッパ方面についても、平成６年度の15万8,508ＴＥＵが令和５年度は10万5,

055ＴＥＵというふうに。ヨーロッパ方面というても、北米方面というのは、やっぱりこれは不

調なわけであって、シェアが下がってきてるんやないかと思うんです。それでも、これは国際基

幹航路として神戸港が担うことができるというふうにお考えなんですか。 

○小嶋港湾局副局長 平成６年との数字というので今比較をいただきましたけれども、平成６年と

いうのは阪神・淡路大震災前でございます。神戸港が東アジアのまさに北米の窓口として機能し

ていた当時でございます。当時の多分トランシップ貨物量、トランシップ率―― 神戸港全体での

トランシップ率というのが25％から30％ぐらいあった時代だというふうに私は記憶をしておりま

す。 

  その後、よく言われてるんですけど、釜山港の整備であったりとか、あるいは上海港の整備で

あったり、中国の港の整備の進展、こういうものが出てきた中で、東南アジアそのものから北米

への直行、東アジアから北米へ直行が出るようになってきているというようなことは我々どもも

十分に理解をしております。 

  ただ、国際コンテナ戦略港湾として、我々ども、西日本の経済と産業を支える、西日本で工場

を持たれている、あるいは商売をされている方々、こういう方々の生活をきっちりと守っていく、

事業をきっちりと成り立たせていくためには、今、グローバルなサプライチェーンというのは必
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要不可欠でございます。我々どもとしても、きっちりと日本の産業、経済を守っていくためにも

神戸港の役割というのは果たしていくべきだと思っておりますし、基幹航路の維持・拡大という

のは目指していくべきだというふうに考えております。 

  以上です。 

○分科員（赤田かつのり） 震災前と比べましたけど、実は、中間の平成16年度・平成26年度・令

和５年度と、この３か年のデータも頂きました。それを見ても、アメリカ方面では28万9,000Ｔ

ＥＵが、平成16年度ね。それが令和５年度の数値になっているんです。ずっと減っている。それ

から、ヨーロッパ方面についても、19万8,000ＴＥＵが、これが10万ＴＥＵに下がっているとい

うことで、国際的な情勢の変化、物流の変化というものがある中で、北米方面は間違いなく下が

っており、そしてアジアの方面については、これは右肩上がりに上がっている、ほぼ右肩上がり

に上がっているというふうにしか誰が見ても取れない、そう思うんです。 

  これ、定期航路の数にも表れているというふうに思いますが、こういう流れを見てみるとどう

見ても神戸港が活躍の場とは思えません。コンテナ定期航路数の推移を見ると、アジア方面が平

成６年度・75航路が令和５年度は71航路と伸び悩んでいます。アメリカ方面は、平成26年度の26

航路が令和５年度は何と４航路にすぎません。ヨーロッパ方面では、平成６年度・12航路が令和

５年度は１航路が２航路にちょっと増えたというのは聞いてますが、こういう状況です。全体の

荷物も減り、神戸港を輸送ルートとして利用される活躍の場というのが、どう見てもこれはない

としか思えないと思うんですが、いかがですか。 

○小嶋港湾局副局長 航路数というお話をされましたけれども、平成６年ですけれども、このとき

の世界で最大の船舶というのは4,500ＴＥＵから5,000ＴＥＵクラスの船です。今まさに世界最大

で走っているのが２万4,000ＴＥＵクラス。ここ20年、30年という中でこれだけ船の大型化とい

うのが進んできております。 

  実際、神戸港に入っている北米航路についても、当時はずっとパナマックスと言われるパナマ

運河を経由しないといけないということで、2,000ＴＥＵ、3,000ＴＥＵ、マックスでも4,000Ｔ

ＥＵクラスというのが一般的でございました。それが先ほど申し上げたように、今は１万ＴＥＵ

を超える、１万3,000ＴＥＵ・１万4,000ＴＥＵというような船が神戸港にも就航しております。 

  神戸港の機能として、阪神・淡路大震災前にあった、いわゆる東アジアのトランシップ拠点、

ここは確かに今はほかの港、釜山港であったりに移っているかも分かりませんけれども、戦略港

湾で申し上げているとおり、我が国の基幹産業を守っていくための港として基幹航路の維持・拡

大、これは必ず必要になってくるものでございます。 

  実際に貨物が減っているからということではなくて、きっちりとグローバルなサプライチェー

ン、産業を支えるためのサプライチェーンを維持していくということが非常に重要なことだと

我々どもは認識しております。 

○分科員（赤田かつのり） そうは言いますけど、同じ国土交通省の資料で、神戸港の外貿コンテ

ナ航路一覧という表がありまして、それを見ると、それの岸壁ごとで見てみると、例えばＰＣ－

15から17のところでは、欧州・北米は週に１便ずつです。近海が11ある。東南アジア方面は３あ

る。圧倒的にＰＣ－15から17というのは、そちらの近いところに多い。ＰＣ－18についても欧

州・北米はありません。近海、東南アジア、その他です。 

  それから、六甲アイランドについても、ＲＣ－４・５、北米が２あるだけ、ＲＣ－６・７につ

いては北米・欧州が１あるだけと、こういう状況ですから、ちょっと今のような局の見解という
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のは一般市民から見てもこれは大丈夫かと思われても仕方ないというふうに思います。 

  それで、六甲アイランドのＲＣ－４・５では、今後、貨物の複合ターミナルとしての形成を検

討すると聞きましたが、これについては大型化するコンテナ船の対応のために水深を14から16メ

ートルに港湾計画を変更した経緯がありますけども、平成31年度にマースクがＲＣ－４・５の借

受け・運営から撤退して外国船はゼロになっている。多大な投資をしたにもかかわらずです。 

  今後は、組立てや加工といったサービスの提供を行うために複合ターミナルを形成すると言う

んですけども、もはや岸壁の大水深化というのは必要なくなるんではないでしょうか。港湾計画

からＲＣ－４・５は外すべきと考えますが、いかがでしょうか。 

○小嶋港湾局副局長 まず、現状のＲＣ－４・５の利用でございますけれども、マースクが撤退し

たというような言い方をされましたけれども、借受け者としてマースクから三菱倉庫に代わった

だけで、実際にマースクの船というのは現在も変わらず寄港しております。ＲＣ－４・５には、

マースク以外に、川崎汽船が借受け者になっておりますので、いわゆるＯＮＥの船が寄港してい

るというような状況になっております。 

  今後の方針というところでございますけれども、今日の午前中も御説明させていただいたとお

り、中期計画において日本で初めてとなる大規模な複合ターミナルの形成というのを掲げており

ます。ここでは、コンテナ貨物をはじめ、ＲＯＲＯ船、あるいは重量物貨物、こういうのを一体

的に扱っていくようなターミナルにしようというようなことで方針を掲げさせていただいている

ところでございます。 

  先ほども少し港湾計画のお話も出ましたけれども、実はＲＯＲＯ船においてもコンテナ船と同

様に急速に大型化が進展しておりまして、神戸港、現在、欧州の最大手のＲＯＲＯ船会社が就航

していただいておりますけれども、現在、世界で就航している最大の8,000台自動車が積めるよ

うな船というのを神戸港には就航していただいております。 

  この船会社は、既に本当に世界最大級となる１万2,000台積める船というのを今まさに建造中、

ここ２～３年の間にデリバリーされるというような計画で聞いております。1.5倍ぐらいのキャ

パシティーになると、非常に大きな船が造られているところでございます。 

  実際に、ＲＯＲＯ船においても、これだけの大型化が一気に進む中で、きっちりとした我が国

初の大規模なＲＯＲＯターミナルを造っていこうとすると、大水深で高規格な岸壁、この岸壁の

機能というのが間違いなく要ると我々どもは考えておりまして、今後も大水深の必要性というも

のには変わりはないというふうに考えております。 

  以上です。 

○分科員（赤田かつのり） だから、そういうのがほんまに神戸港に来るかどうかの問題であって。 

  今、御答弁ありました川崎汽船については、ＰＣ－14から17に移転して施設を一体的に利用で

きるようにも整備するということなんですけども、海運大手のその時々の求めに応じた対応にな

ってるんやないかと思いますが、結局、それが過去においても成功しないと思うんです。 

  私は、波止場町通に、弁天浜、はしけとその関係者や港湾労働者、荷役、そして係船作業など、

６枚のプレートに25枚の写真が掲示されているのをちょっと拝見いたしました。通称弁天浜と呼

ばれていた波止場町通の一帯が毎日仕事を求める港湾労働者であふれて、コンテナ荷役が始まる

前にはこの地域が神戸港の一大拠点であったこと、またはしけ等、水上生活をされている方々が

神戸港の発展に多く貢献したとも言われています。当時はとても活気に満ちあふれていたことが

よく分かるんですけども、ところが、震災で甚大な被害を受け、その後の大規模な埋立てで、今
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や当時の面影はほとんど見られない状況になっているわけでありますが、時代や国際情勢が大き

く変わったとは言うけども、今取り組んでいる港湾政策が活気を取り戻すことになるとは私は到

底思えません。 

  次に、神戸空港についてお聞きしたいと思います。 

  機能強化についてですが、2030年前後の国際定期便就航に向けてさらに機能を強化するという

計画をされるということで、午前中からそういう議論がありましたけども、そもそもこの需要予

測、そしてまたいろいろ調査もされるという話もありましたが、この見通しというのはあまりに

も甘いんじゃないか、そのような投資を行うというのは、これは立ち止まらなきゃいけないと考

えますが、いかがでしょうか。 

○河原港湾局局長 需要予測等のお話でございました。 

  これまでから御答弁させていただいておりますけれども、関西３空港懇談会のほうで合意をし

ております国内線の120回、国際線の40回と、こういう数ですけれども、これにつきましては、

関西エアポートグループのほうでエアラインへのマーケット調査、それから関西国際空港におけ

る国際運航の経験ノウハウなども踏まえて想定されたものでございまして、これにつきましては、

本市が国土交通省が用いる４段階推計法により推計した需要予測と符合しているという、そうい

う状況でございます。 

○分科員（赤田かつのり） 国際チャーター便の運用開始するわけなんですけれども、申込みが20

社でしたか。16社が、まだ就航してないんじゃなかったかと思うんですけども、４月18日の第２

ターミナルの供用開始時点で４社40便になっていたと思うんですが、今年度中にあと16社が、ほ

んまに来るんですか。 

○河原港湾局局長 第２ターミナルで４月18日から国際チャーター便を受け入れさせていただきま

す。先ほど委員のほうからお話ございましたけれども、韓国・中国・台湾の３か国５都市と週40

便の運航をする。 

  また、ゴールデンウイーク期間中にはベトナムとのチャーター便も就航するということでござ

いまして、残りの16社というようなお話がございましたけども、国際チャーター便につきまして

は、午前中も御答弁させていただきましたけれども、今の第２ターミナル自体がチャーター便の

運用でございまして、長谷川局長からも御答弁しましたけども、大体４割から５割程度の受入れ

キャパシティーというように考えております。 

  まず、４月18日から国際チャーター便をしっかりと受け入れるということで、安全・確実に進

めるということで40便という受入れにしておりますけれども、需要は相当強く、20社からも御要

望いただいておりますので、それらにつきましても引き続き受け入れられるように尽力してまい

りたいと、そのように考えております。 

○分科員（赤田かつのり） だから、まだ確定してへんということですね。 

  将来的には拡張して定期航路にするということなんですけど、私が思うのは、インバウンドの

話ばっかりされるんですけど、ＪＴＢ総合研究所の観光統計を見ました。関西国際空港からの出

国者数は、2019年度の397万4,123人が2021年には４万3,970人に落ち込んでいます。つまりアウ

トバウンド。2023年度は166万1,870人ですけども、まだ回復はしてないという状況にあります。

関空でさえも円安とか物価高騰とか、こういう影響もあり、日本から外国へ旅行する人はそんな

に増えるような状況にはないと思うんです。そこへ持ってきて神戸空港で。神戸空港についても、

そんなに利用して海外行かれるんかなと思うんです。インバウンドだけで判断しておるんちゃい
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ますか。 

○河原港湾局局長 今、関西国際空港の旅客数のお話がございまして、私の手元の数字でいいます

と、国際線旅客数のうち、日本人の旅客数が、今2024年の累計ですけれども、大体７割近くまで

回復をしてきている。一方で、外国人の旅客数につきましては120％近くまで伸びてきていると

いうことでございまして、2024年の９月以降、コロナ前と比較しまして100％を超える数字とい

うのが５か月連続で継続しているという状況でございます。 

  2025年４月からは、大阪・関西万博等もございますので、こういった関西への航空需要につい

て神戸空港もしっかりと受け止めてまいりたいと、そのように考えております。 

○分科員（赤田かつのり） そうはいっても、国民全体の中でも、海外旅行したくったって生活が

苦しくなって行きたくても行けないとか、いろんな事情があると思います。 

  それで、たしか何か国の資料で、こういう国際化についてはインバウンドもアウトバウンドも

両方大事みたいな話が―― という見解を出してたと思うんですけど、アウトバウンドの面で見て

も、それは外国為替の影響とか、それからロシア・プーチン政権のウクライナの侵略とか、それ

から原材料価格の上昇とか、いろんなことが国際的に予期せぬというか、そういう状況がある中

で、日本国民自身も海外に旅行しようと思ってもできない状況に、それは当然あるわけであって、

これは港湾局の仕事の範囲の外になりますけど、いろんな状況がある、そういう状況をしっかり

と鑑みて考えていかなければならないというふうに思うんです。 

  あくまでも関西国際空港の補完としての役割を期待されているだけであって、こんなことに16

億円以上もの予算をつぎ込む、そんな機能強化というのを私は行うべきではないというふうに思

います。 

  空港に関わってもう１つの質問がありますが、第21号議案ですか、ここで新都市整備事業会計

の廃止によって空港島の北部の部分の約100ヘクタールですか、これを港湾事業会計が引き受け

ることになるんだということです。これ、財務諸表を見ました。ところで、空港島の整備に約4.

2億円の債務負担行為がありますが、これは具体的にどういうことなんでしょうか。 

○河原港湾局局長 空港島の整備の4.2億ですけれども、まだまだ造成をしていきますし、計画道

路を造っていくというような事業もございますので、その事業費でございます。 

○分科員（赤田かつのり） そういうふうにやっていって、将来戦略というのを考えておられるん

だろうなというふうに私も想像しましたけども、本会議でもこの話が出てきましたが、要点とい

うのは、大きく空港島の西側と中央部のエリアに分けて検討を進めているんだと。西側のエリア

については、航空機関連産業をはじめ、いわゆる先端産業とか成長産業の集積を図るんだという

ことです。そして、空港の旅客ターミナルを含む中央エリアは、商業施設やホテルなどを誘致し

て外国人観光客をどんどん呼び込んでいくということでしょう。こういったことは、具体的な検

討というのは、どこで行っているんでしょうか。 

○河原港湾局局長 先ほど委員からもお話ございましたけれども、先日の本会議におきまして御答

弁しました中央エリアでございますけれども、神戸ブランドの発信拠点、また商業施設、ホテル

のほか、滞在型複合施設など幅広くマーケットの声を聞きながらということで、我々のほうでは、

今、民間事業者も含めましてマーケットの声を聞いているという状況でございます。 

○分科員（赤田かつのり） これは、私、ちょっと見間違いがあるかも分かりませんが、一応確認

なんですけども、神戸空港島将来ビジョンの策定を事業者に委託して進めていってるという理解

でよろしいでしょうか。 
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○河原港湾局局長 事業者への委託というよりは、事業者のほうにいろいろな基礎資料のようなも

のは調べていただいたりはしておりますけれども、策定につきましては私どものほうでさせてい

ただいております。 

○分科員（赤田かつのり） 要するに、庁内で行っているわけであって、どこか民間に委託をして

という、何か見たような気がしたんです―― とお聞きしたまでのことなんですけども。 

  思うのは、そもそも広大な地域を港湾事業会計が引き受けるということなんですが、結局、中

央エリアについては、外国人観光客が中心かな、あるいは商業施設やホテルなどを誘致していく

という、こういうことを検討されているわけなんですけども、そういったことに利活用するかど

うかというのも、これは市民の総意によって決めるべきことだと思うんです。 

  また、思うのは、そもそも30年前に、阪神・淡路大震災の前ですけども、ポーアイの２期に医

療産業都市、ここにレジャーランドを企業と一緒になって立ち上げていこうという計画があって、

これは４年ほどで破綻したということなんですが、そういった同じことを繰り返そうとしてるん

ではないか、そう思うんです。全くその教訓というものもひとつも酌み取らずに同じようなこと

を繰り返すということをやろうとしているんですか。 

○河原港湾局局長 先ほども御答弁させていただきましたけれども、中央エリアのところでは、神

戸ブランドの発信拠点、また商業施設、ホテルのほか、滞在型複合施設など、幅広くマーケット

の声を聞かせていただきたいと考えておりますので、そういった御指摘には当たらないのではな

いかというふうに考えております。 

○分科員（赤田かつのり） 発想がよく似ているなという感じがしたので、そういうふうな質問を

させていただいたわけなんです。 

  こういうことを行うということは、相当な時間も使うでしょうし、インフラの整備も含めて相

当過剰な投資を前提とした、そういう検討になるんじゃないでしょうか。いかがでしょうか。 

○河原港湾局局長 将来的にどのようなまちになっていくのか、投資の部分だと思いますけれども、

民間投資の誘発を図るということを考えております。 

  空港島が目的地として訪れてもらえるような魅力あるまちとなるよう、戦略を策定して企業誘

致につなげてまいりたいと、そのように考えております。 

○分科員（赤田かつのり） そもそも神戸空港国際化をして、たくさんの人が利用してくるという

ことも、これを何か金科玉条というか、前提にして、その下で企業誘致をするとか、商業施設、

ホテルを誘致するとかということをどんどんやろうとしているわけですよ。 

  こういうことに港湾局が大仕事すると、それで投資的な経費を増やしていくという、こういう

やり方というのは、やっぱりこれは実情には全然そぐわないことだというふうに思うんですけど

も、そう思えて仕方ないんです。もっと港湾事業の在り方というのは、神戸市民の暮らしや経済

に本当に生かされていくように、神戸経済の実態からスタートしていくということが大事だと思

うんですが、そこら辺の見解を求めます。 

○河原港湾局局長 繰り返しの御答弁になりまして大変恐縮ではございますけど、我々といたしま

しては、民間投資の誘発を図りまして空港島を目的地として訪れてもらえるようなまちとなるよ

うに空港島をさせていただきますし、空港島の効果を三宮、それからウオーターフロント、神戸

市域全域に波及できるよう、まちづくりを進めてまいりたいと、そのように考えております。 

○分科員（赤田かつのり） 将来的には、それは絵を描いてるということは、これぐらいの期間と

これぐらいの総事業費かかるだろうということぐらいは、おおよそもうそれは調べて大体持って
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るんでしょうか。その辺はどんなもんなんですか。 

○河原港湾局局長 先ほど違う質問でも同じようなことがございましたけど、今、我々のほうでは、

今どういったものが実現可能性があるのかということについて調査をしておるところでございま

して、将来的にそのあたりが具現化するというようなことが見えてまいりましたら、またお示し

をさせていただきたいというふうに考えております。 

○分科員（赤田かつのり） できるかどうか、また具現化するかどうかも含めてまだ分からないと

いう状況という意味なんでしょうか。そうであるとするならば、そういう検討されたことを先に

ありきでどんどん進めていくというやり方は、これはすべきやない。 

  それよりも、もっと今の神戸の経済、日本の経済全体が低迷している中で本当に何が求められ

ているかについては、局長自身も市長ともその辺については、立場は同じでしょうからこう言っ

ても平行線ですけど、本来ならもっと市民の本当に率直に求めている思いに応えた、そういうこ

とを前提にして港湾政策についても全体として見直しを行っていくべきやないかというふうに思

うんですが、局長の見解を求めます。 

○長谷川港湾局長 私どもは、港湾施策、特に空港については、神戸経済の発展につながるような

まちづくりにつながると思っておりますので、しっかりと進めていきたいと思います。 

○分科員（赤田かつのり） もうこれで終わります。 

○主査（松本のり子） お疲れさまでした。 

  次に、香川委員、発言席へどうぞ。 

○分科員（香川真二） よろしくお願いいたします。 

  午前中、ちょっと調子が悪くて病院に行ってたんですけど、週末、港湾局の質問に力を入れ過

ぎたせいか、ちょっと耳が聞こえなくなっちゃって、右耳が突発性難聴やったんです。どうも疲

労とストレスが原因のようなので、港湾局の皆様、お顔がお疲れのようなので、ぜひとも健康に

は御留意していただきたいと思います。 

  それでは、ちょっと中身のほうに入らせていただきたいと思います。 

  今日の朝の神戸新聞でも、公務員の方がどうも人手不足だというふうなところとか、人手不足

とまで言わないにしても、新しく入ってくる方が少ないような、そういった記事が載っていまし

た。特に技術系の職員さんが少ないというのが傾向のようでして、他の業界でもそうなんですけ

ど、港湾の業界においてもやはり人手不足というのは課題であろうと思っておりますし、今、現

状、少なくなくても、今後を見据えて今からでもそういった人を集めていくという、多くの人に

来ていただくということですか、働いていただくような、そういった取組というのは必要なんじ

ゃないかなと思います。 

  私のイメージで、港湾ってちょっと実際見たことないので―― 本当にイメージなんですよ―― 

大変な仕事、きつい仕事とか、何か寒い仕事とか、危険な仕事というふうな、そんなイメージを

持っているんですけど、実際にはやってる方からするとやりがいのある仕事でもありますでしょ

うし、我々が感じるイメージとは違うところもあると思うんです。そういった魅力を発信してい

かないと多くの人たちが誤解をしているんじゃないかなと思いますし、そういった魅力をぜひと

も発信する取組等について、もし取り組まれているようでしたら教えていただきたいと思います。 

○小沢港湾局副局長 今御質問がありました取組の一例としまして、１つは、神戸港バックヤード

ツアーというのを実施してございます。こちらについては、今年度は合計８回、今まで実施して

いるところでございまして、クレーン車とかフォークリフトとか、あるいはコンテナターミナル
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内とかフェリーの船内見学とか、ふだんはできないようなところに入って実際に体験をしてもら

うというようなことで、そこで港湾のスケールの大きさという魅力を実際に感じ取ってもらうと

いうような取組をしているところでございます。参加された方からは、港湾の仕事への関心が高

まったというような感想を頂戴しているというところでございます。 

  あと、発信という観点でいいますと、動画を作っていまして、１つはみなと探検隊のお仕事探

検！ということで、これ、小学生の方が実際に出演しているような動画なんですけれども、これ

を、神戸港で働く人を訪問するような形で、実際、海とか港に関わる仕事を紹介して興味を持っ

てもらうというようなことで、これはホームページとかユーチューブで紹介させていただいてい

る。 

  あるいは、フォークリフトの荷役技能向上大会、毎年秋にやっている大会がございますが、こ

れもフォークリフトの安全で正確な技能を競うという、それを、大会の様子とか、それから大会

参加者の声を実際に動画で紹介するというような形で、こちらもユーチューブ等で紹介させてい

ただいてまして、広く若い世代にも情報発信をしているというところで、今後も様々な媒体を活

用してまいりたいと考えてございます。 

○分科員（香川真二） ありがとうございます。 

  私も、フォークリフトの大会は実際現場でも見させていただきましたし、ユーチューブ等でも

見させていただきました。ああいうの、私は乗ったことがないので、見るとやっぱり乗ってみた

いなというふうな気持ちになりますので、そういった本当に地道なところからそういう魅力発信

していただくのがいいのかなとは思います。 

  実際、フォークリフトの大会なんですけど、すごく面白いというふうな印象を受けたんですけ

ど、実際はあまりたくさんの方が来られてないなと思って、多くの方に来てもらいたいです。何

かそれと、あと体験会とか何かそういったのも含めてもう少し楽しい企画になるんじゃないかな

と思いますので、ぜひ考えていただけたらと思います。 

  それと、あと高校生等にもいろいろ仕事の発信、魅力を発信するような取組をされていると聞

いたんですが、その現状についてお伺いしたいと思います。 

○長谷川港湾局長 高校生に対しての魅力の発信でございますけれども、大きく２つの事業がござ

います。 

  １つは、探究学習というのが高校の授業でございまして、これは、社会課題を高校生自らが見

つけ出して解決を図ることで課題へのアプローチを学ぶものでございます。これは、ちょうど昨

年10月から全国の高校へウェブ教材を制作し、配信しています。そして、具体的には神戸港の海

事関連企業８社の実際の仕事現場の課題の解決策を考えるプログラムを制作・配信しました。そ

して、プログラムを通して高校生に海事産業の魅力を知ってもらい、将来志望してもらうことを

目指しているものでございます。利用された高校生ですけれども、10月からの４か月間で８つの

高校で延べ1,150名の高校生が閲覧し、187件の解決策の提案がございました。これが１つ目でご

ざいます。 

  ２つ目は、既存の高校生向けの企業説明会に参画いたしまして、海事関連企業のリクルートを

支援しています。これ、運輸監理部の主催で２月に開催されました船員志望の生徒向けの企業説

明会、めざせ！海技者セミナーｉｎ ＫＯＢＥに今年度から特別協力をいたしまして、例年より

も会場を拡大することで地元企業の参画が増えるように努めてきました。これまでポートオアシ

スであったところを国際展示場の３号館に拡大をいたしまして、出展企業数は52団体から今年は
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87団体までに大幅に増加をしています。 

  また、経済観光局の主催ではございますけれども、高校生のためのキャリアガイダンスという

のがございます。これも企業説明会でございまして、ここにも地元の港運会社が出展をされてい

ます。 

  こういった取組を進めることで高校生に海事分野の魅力を感じてもらえるような取組となるよ

うに今後も進めていきたいと思います。 

○分科員（香川真二） よろしくお願いします。 

  高校生というと、やっぱりこれから進路を決めていくという上でいろいろな情報を高校生には

取っていただきたいと思いますが、その１つとして神戸には港湾という仕事があるんだという選

択肢をぜひ知ってもらうというのはいいことだと思いますし、あと、どうも港湾のほうの魅力発

信となると、給料がいいよとか、そういうふうなところも１つの要素になるかもしれないんです

けど、そうじゃなくて高校生とかにはこの仕事というのはこんなに社会に役に立っているとか、

役割として重要な仕事なんだというのが伝わればいいなと思いますので、ぜひまた高校生等にも

しっかりと情報発信、よろしくお願いいたします。 

  それともう１点が港湾短大、これ、私も実際見に行きたい、見に行きたいとは言いながらまだ

行けてないというところで、どんなものかもあまり知ってはないんですけど、ここでもいろんな

技術的な向上を含めたカリキュラム等があるというふうに聞いております。こういったところと

も港湾局であったりとか港湾の事業者の方とかと連携して人材確保に努めていただきたいと思い

ます。実際、どのような取組とか連携をされているか、教えていただけますか。 

○和泉港湾局副局長 港湾短大でございますが、港湾短大は、神戸市の海事人材育成事業にも様々

な面でこれまで連携をしていただいているところでございます。 

  具体的には、神戸港バックヤードツアーの実施に参画いただきまして、港湾荷役機械の試乗で

ありますとか、ガントリークレーンのシミュレーターがございますけれども、それの操作体験な

どから成るプログラムを提供いただいているところでございます。 

  また、市内の小・中学生に副教材として配付しておりますＫＯＢＥ海と港のお仕事ワークブッ

クの制作にも参画いただいて、全体の掲載内容に御助言をいただいているほか、港のお仕事に就

くための進路の１つとして港湾短大の学校情報も寄稿いただいているところでございます。 

  また、神戸の海事関係者、教育関係者が協力・連携し、海事教育の推進等に取り組んでいる神

戸海事地域人材確保連携協議会というものがございますが、そこにも港湾短大に御参画いただき、

神戸市の海事人材育成事業全体について御意見や御協力をいただいているところでございます。 

  さらには、高校生向けの施策を今回拡充するに当たりまして、意見交換を行って高校生の進学

や就職を取り巻く状況や港運関連企業のリクルート事情についてもいろいろと御教示いただいた

ほか、新たな施策に協力いただける港運関連企業を御紹介いただくなど、あらゆるところで御支

援をいただいているところでございます。 

  引き続き、港湾短大とさらなる連携をして、海事人材育成施策のさらなる充実に取り組んでま

いりたいと考えております。 

○分科員（香川真二） ありがとうございます。 

  いろいろと今３つ質問させてもらったんですが、トータルで人材確保に取り組んでおられるん

だなというふうなことが分かりました。 

  どの業界もそうなんですけど、これから人手不足はもう来ますんで、そういった人材確保をど
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うやっていくかというふうなところで、ほかの業界とも取り合いになっていくと思います。あと

は、ぜひ省力化というか、人が必要ない状況でやっていくような機械化とか、そういったところ

を取り組まれていっていただきたいと思いますし、物流が滞ってしまうと我々の生活にも大きな

ダメージというか影響がありますので、その辺、しっかりとやっていただきたいと思います。 

  今３つ質問させてもらったのは、新しい港湾にこれから新しく入ってくる人たちを確保すると

いうようなところでどういうふうな取組をされているかというところをお聞きさせていただいた

んですが、実際、今働いている方もしっかり大事にしていかないといけないわけだと思っており

ます。 

  2024年４月からトラックドライバー等の時間外労働についての年960時間の上限規制というの

が適用されたということで、よく物流の2024年問題というふうなところで言われていると思うん

ですが、ほぼ１年ぐらいたとうとしているところなんですが、実際、その影響がどのようにあっ

たかとか、意外と働いている方からするとちょっと想像してたよりは、予測してたよりは違う反

応が出ましたとか、そういった何か一年間通してつかんでおられることがあったら教えていただ

きたいと思います。 

○小嶋港湾局副局長 物流の2024年問題については、物流事業者などとは様々な機会を捉えた意見

交換をこれまでもしてまいりました。現時点で我々どもが把握する限りでは、神戸港全体に影響

を及ぼすような顕著な物流の停滞、こういうものは発生していないというふうに考えております。 

  実際に情報交換の中で、例えば荷主がトラックの確保を行う際に希望日の予約が取れなかった

場合は別日できっちりと対応していくようになったということであったり、フェリーへの転換と

いうのを我々どもが支援しながら進めているんですけれども、フェリーへの転換に対してコスト

が上がった分については荷主がきちっと負担してくれるようになったということであったりとか、

あるいは１週間分の物流を平準化させる、あるいは積載率を向上させるということがかなり進ん

できているというふうなことを聞いております。実際、こういう様々な関係者の方々が御努力い

ただきながら現在の物流というのが維持できているということに対して我々どもとしても非常に

感謝をしているというところでございます。 

  我々どもとしても、物流が滞るということは非常に大きな課題・問題になるというふうに思っ

ておりますので、フェリーへのモーダルシフトへの支援であるとか、あるいはフェリーの利用促

進、こういうものを通じて港湾管理者としての役割というのはきっちりと果たしていきたいとい

うふうに考えております。 

  以上です。 

○分科員（香川真二） ありがとうございます。 

  今、港湾局のほうでは、神戸空港の国際化であるとか、ウオーターフロントの開発であるとか、

いろいろわくわくするような事業がどんどん進んでいると思います。それをもちろん支えていく

とか運営していくのも、今後、人というのは大事な必要なものですから、人材の確保と育成とい

うのをそっちの分野でもしていただかないといけないし、本当の港湾の物流というんですか、基

礎となるような、私がそう考えているだけかもしれないですけど、そういう物流の部分を、我々

の生活を支えてますので、人材確保と育成というのをこれからも継続してやっていただきたいと

思ってますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

  以上です。終わります。 

○主査（松本のり子） お疲れさまでした。 
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  次に、上原委員、発言席へどうぞ。 

○分科員（上原みなみ） 無所属の上原みなみです。よろしくお願いします。 

  まず、神戸港ウイークエンド花火における民間事業者との連携について質問いたします。 

  ウオーターフロントエリアでは、令和５年から週末花火が実施されており、令和６年２月から

は事前に打ち上げ日が公表されるようになりました。令和６年度予算特別委員会において、ホテ

ルや飲食店など市内事業者を巻き込んだ取組により、神戸経済の活性化に生かすよう質問したと

ころ、港湾局からは、週末花火との連携プランなどを民間事業者の方々に対して働きかけをして

いるところだという答弁がありました。今年度、週末花火における民間事業者との連携状況につ

いて、まずお聞きします。 

○長谷川港湾局長 まず、花火の実施主体でございます“こうべみなとの夜”実行委員会の公式ウ

ェブサイトと、インスタグラムにおいて、民間企業と共にウオーターフロントエリアを盛り上げ

るべく、連携プランの実施と共通ロゴの使用を呼びかけているところでございます。 

  連携につきましては、例えば一例でございますけれども、周辺ホテルでは花火とコラボをした

宿泊や食事プラン、また遊覧船におきましては、花火の観賞プランが販売されるなど特別感のあ

る商品造成が行われています。 

  そして、また花火の写真や動画というのはインスタグラムやＸで多数の投稿がなされます。ま

た、ユーチューブでも動画配信が行われます。 

  今現在、共通ロゴというのを使っておりまして、共通ロゴを用いた投稿が多数行われることで

情報がより一層拡散され、メリットが大きい取組であると考えてございます。 

  引き続き、民間事業者の意見を聞きながら様々な連携を図っていくことでにぎわいの創出につ

なげていきたいと考えてございます。 

○分科員（上原みなみ） 遊覧船やホテルとの連携によって花火を見ながらディナーを楽しむ新た

なプラン創出があったのはすばらしいことなんですけれども、１回５分間で約220万円かける事

業にしては恩恵を受ける事業者が限定的過ぎるような気もします。遊覧船やホテル以外でもウイ

ークエンド花火を見ることができる飲食店もありますし、また屋外で花火観賞した後に周辺飲食

店で食事を楽しんでもらうように誘導することもできるはずです。飲食店事業者との連携により、

神戸のナイトタイムエコノミー推進に寄与し、神戸経済活性化につなげてもらいたいと考えます

が、御見解を伺います。 

○和泉港湾局副局長 花火の観賞後にできるだけ周辺の飲食店などに立ち寄ってもらい、周辺に滞

在してもらうということは、にぎわいづくりであるとかナイトタイムエコノミーに寄与するもの

として、我々としても考えているところでございます。 

  御指摘の飲食店事業者との連携については、例えば昨年度10月の平日５日間連続で開催したみ

なとＨＡＮＡＢＩ－2024－というのがございますけれども、ここでハッシュタグキャンペーンと

いうのを実施いたしました。このキャンペーンというのは、ハッシュタグみなとＨＡＮＡＢＩと

いう言葉をつけて、花火の写真や動画をＳＮＳに投稿すると、御協力いただいている店舗でドリ

ンク１杯無料とか、そういうような特典を進呈するものでございます。 

  こういったものをウイークエンド花火でも活用できないかということであるとか、先ほど局長

のほうからも答弁申し上げました共通ロゴをもう少し活用できないかということを引き続き検討

を進めてまいりたいと考えております。 

○分科員（上原みなみ） 神戸港ウイークエンド花火を観賞した方からは、私も見ていたんですけ
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ど、わっと歓声が上がったりとか、非常に喜ばれていることが分かっております。 

  一方で、神戸市民であっても週末花火を全く知らない方も多くおられます。市内外のより多く

の人に週末花火を認知してもらい、観賞していただくよう、ＳＮＳ等の活用はもちろん、例えば

市のＬＩＮＥで一度インスタグラムのフォローを促すなど様々な媒体を通じた効果的な広報が必

要であると考えますが、御見解を伺います。 

○和泉港湾局副局長 今、議員から御指摘がありましたとおり、多くの神戸市民、または市外の方

にも週末花火を知っていただくために様々な媒体で広報していくことは重要であると我々として

も考えてございます。 

  例えば先月ですけれども、市営地下鉄のデジタルサイネージに広告を掲載したほか、神戸電鉄

の主要駅にもポスター掲出を行ったところでございます。 

  また、ＳＮＳを活用した情報発信として、地元のインスタグラマーを起用したタイアップ投稿

を行うなど、徐々に広報の強化を行っているところでございます。 

  今御提案のあった市のＬＩＮＥでインスタグラムのフォローを促すということもひとつ検討、

今後検討課題として考えていきたいと思います。 

○分科員（上原みなみ） 特に北区の人ってほとんど知らなくて、神戸電鉄にポスターを掲示して

いただけたということなんで、認知が広がっていくといいと思っております。 

  次に、客船誘致における市内経済への波及効果について質問いたします。 

  令和５年の神戸港への客船入港数は91隻であり、令和４年の59隻と比べると増加しているもの

の、令和元年134隻と比較するとコロナ禍以前の水準にはまだ達しておりません。一方で、令和

５年入港数ナンバーワンの横浜港は171隻、前年82隻から倍増しており、ほぼコロナ前に戻って

きていると見えます。神戸港においては、ぱしふぃっくびいなすが運航停止になったという大き

な要因がありますけれども、入港数トップの横浜港の取組を何か倣うことがないのか、お聞きし

ます。 

○和泉港湾局副局長 今御指摘のありました神戸港を母港として運航していましたぱしふぃっくび

いなすがコロナ禍により事業廃止となったことがコロナ禍前の水準に戻っていない大きな要因で

あるというふうには我々としても考えているところでございます。 

  今、お話のありました横浜港でございますけれども、日本籍客船の飛鳥Ⅱやにっぽん丸の母港

として発着港になっているほか、多くの外国籍客船の発着港として利用されているところでござ

います。 

  その大きな要因といたしましては、関東のマーケットの規模というものもございますが、外国

籍客船に乗船する外国人の多くは、アメリカ、オーストラリア、ヨーロッパから直航便が多い羽

田・成田国際空港からの人の流れが多く、最寄りの横浜港を利用する傾向が強いというふうに考

えてございます。 

  発着港は、宿泊・観光・買物・食事・物資の調達などの需要が生まれることから、地域経済の

波及効果も高く、横浜と同様に神戸港においてもできるだけ多くの発着クルーズの誘致を進めて

いくべきだと考えてございます。 

  そのため、海外船社などの本社訪問に加えまして、国際見本市への参加、船社の航路決定責任

者を対象としたファムトリップを積極的に実施してございます。 

  その結果、昨年末からバイキングクルーズが就航したほか、今年３月からはアメリカのアザマ

ラクルーズが初めて神戸発着クルーズを開始するなど、神戸港を発着港として利用する船社が、
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徐々ではございますけれども、増えてきている状況でございます。 

  今後の取組といたしましては、海外船社へのプロモーションに加え、日本籍客船も昨年12月の

ＭＩＴＳＵＩ ＯＣＥＡＮ ＦＵＪＩに続きまして、今年の夏には新造船の飛鳥Ⅲというものが

就航することから、日本籍客船の発着クルーズの誘致を行うとともに、フライ・アンド・クルー

ズなど神戸港を発着するクルーズ船の誘致を強力に進めてまいりたいと考えております。 

○分科員（上原みなみ） 神戸空港国際化によってクルーズ船にも影響して、よい影響があるとい

いなというふうに思っております。 

  神戸経済の波及という観点では、神戸港へ入港しても乗船客の多くが大阪や京都観光に直接向

かってしまうというのでは効果が少ないんですけれども、神戸市内で観光や食事を楽しんでいた

だける取組、また目標とする指標など、戦略を伺います。 

○和泉港湾局副局長 今御指摘のあった神戸市内で観光や食事を楽しんでいただける取組というの

は、我々としても強化していかないといけないというふうに考えております。 

  これまで神戸市内のオフィシャルツアーとしては、やはり六甲山・有馬・酒蔵ツアーというの

が定番でございましたけれども、最近では竹中大工道具館、水道筋のつまみ食いツアーなども喜

ばれてまして、将来的には船会社のオフィシャルツアーにつながるように、例えば摩耶山のハイ

キングでありますとか、相楽園でのお茶体験など、こういうミニツアーなども取り組んでいただ

きたいというふうにプロモーションを行っているところでございます。 

  さらに、こういうプロモーションに加えまして、ターミナルに多言語で通訳案内を行うスタッ

フの配置であるとか、あとターミナルと大丸をつなぐシャトルバス、ナイトバス、あとかもめり

あにも実証実験をいたしまして市内での回遊性を図るような取組を今後とも続けてまいりたいと

考えております。 

○分科員（上原みなみ） クルーズ客が神戸に来たら必ずと言っていいほど神戸ビーフが食べたい

という要望があります。北野ノスタもできましたし、客船へのセールスをしっかり実施すること

で寄港した際は神戸のよさを漏れなく味わっていただくという、経済効果が最大限得られるよう

に取り組んでいただけるように要望しておきます。 

○主査（松本のり子） お疲れさまでした。 

  次に、平野章三委員、発言席へどうぞ。 

○分科員（平野章三） 港湾局は、十分な事業予算で市の中心的な役割を果たしていると私は非常

に評価しています。ただ、神戸市の中で他局と協調性がほんまにない。嫌われている港湾局なん

ですよね。 

  １つは、分かりやすい一例を言うと、例えばメリケン、これは市長が人がおれへんやないかと

いって言うた途端に港湾局がどんどんイベントをやり出した。それは分かるんです、ところが、

例えば花火や何やかんややります、音楽も。だけど、全部港湾局がやっているんです。当然なん

ですよね。ところが、そこに集客の中で経済観光局があって、神戸市全体で発信する、それから

音楽というたら文化スポーツ局があって、音楽を全体的に発信する。これ、対外的には神戸市な

んです。でも、やってんのは港湾局がやっとるんです。でも、港湾局だけやなしにほかの局も皆

やっておるんです。それを手柄はうちとこじゃなくて、他局に、経済観光局やったら経済観光局

に発信さすと、文化は文化で発信さすと、そういうようなことをしないと、局だけが、わしは強

いんや、頑張っておるんやというのは、分かりますけど、ちょっとその辺、言うても聞かないと

思いますけど、考えてほしいなと。 
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  この中でちょっと感じてるのは、港湾局でこういう事業、メリケンミュージックナイツですか、

実行委員会をつくって５つのグループほどでやっているんです。これ、２億3,800万使ってるん

ですが、これの５つのグループから今度、運営事業者を決めて、そこが運営していると。どこに

発注する場所があるんかなと。プロポーザルでもどこがやっとんかなと。これ、２億3,800万、

そのまま１つの事業者へ行っとんです。例えば音楽だけ取ると2,500万。いろんな音楽をやろう

とする部隊があるのに、これ、トンネルみたいに何か知らん間に実行委員会があって、そこへお

金を放り込んで、その一部の事業者がぽっと仕事をやっていると。これはおかしいんちゃうかと。

いわゆるプロポーザルもない、発注もない、こんなことやっとってええんかなと。こんだけの金

額。ということで、これは質問しませんが。 

  次、ちょっとほかのほうへ行きます。 

  質問の中で、前にちょっと聞いてるかもめりあとか中突堤の周辺の整備なんですが、ほかのこ

とはええですけど、例えばなんですけど、前から言うてますが、かもめりあとか、その後ろの背

後地の駐車場、こういうものをどういうふうに考えてんのか。私は、前からメリケンを重点的に

観光の集客施設にせえということでずっと言うてきましたけど、あのままを将来ちょっと考えて

いるかどうか、ほかの加薬は要りませんので、それだけちょっと返事ください。 

○長谷川港湾局長 かもめりあ周辺は、やはり観光の拠点だと考えておりまして、まずは水際のプ

ロムナード沿いにカフェとかオープンテラスが並び、音楽が流れ、開放的な空間ができる、こう

いう取組を進めていきたいと思っています。特に、海外でいえば、シドニーとかバンクーバーの

ような水辺空間になればと思っています。 

○分科員（平野章三） 具体的に触るという考え方は、もうあのままチケット売場にしとったら本

当にもったいない。できたら、ああいうのを活用して。中心的ですから。 

  もう１つは、どういうふうなハーバーランドから東の第２突とか、もう少し東、これ、どうい

うふうに回遊性するかということで、私、もう前からちょっと言うてるんですが、本当に端的に

言うけど、ゴンドラとかロープウエーみたいな形をつくったらどうかということを言っています。 

  これ、早いことアクセスを決めることによって停留所ができる可能性がある。停留所ができる

と、そこに民間の事業者が入りやすくなるんです。ここへこういうなんができると人が来てくれ

るなと。これが先行したほうがええと思うんです。それ、今、整備を一生懸命やってるけど、ま

ずアクセスを決めて、もしずっと回遊性のあるゴンドラでも造れば必ず駅ができます。ハーバー

ランドからちょっと温泉行こうかといったら、それ、ぱっと乗っていけます。 

  ほか、これから整備するところでも、この辺に停留所ができるんやったらいいなと、民間事業

者が出てくるというようなことで、非常に重要やと思うんですけど、その辺の検討はされてるか

どうか、いわゆるヒアリングをされてるかどうか、ちょっとお聞きしたいんですが。 

○長谷川港湾局長 ゴンドラについては、引き続きヒアリングを行っています。 

  そして、今聞いておりますところによりますと、福島県において試験船ができるというふうに

聞いております。あと、他都市では、神奈川県であったり沖縄県においても導入の可能性を検討

していると聞いています。そして、国においても、法的な整理も協議中ということです。ですか

ら、試験走行の動向であったり、他都市の動向も参考にしながら、引き続き研究を行ってまいり

たいと思います。 

○分科員（平野章三） 本当にまずアクセスから動いてもらいたいなと思うんですが。 

  第２ターミナルの件なんですが、今、神戸空港というのはコンセッションということで、非常
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に最初に厳しい状況で運営をお願いした。私にとったら、あっと驚く、ようこういう形と思った

んですが、何とか神戸空港を将来生き残らそうということで致し方がなかったんかなと思います

が。第２ターミナルは、神戸市が自らつくったやつ。だから、第２ターミナルについては一応コ

ンセッションで、第１と同じような、最初の神戸空港と同じような形の契約でいくと非常に厳し

い。第２ターミナルは、今、指定管理という形で、例えば13億払う、こっちで15億収益が上がる

というような形に取れているんで、非常によく頑張ってもらったなと。これ、やっぱり丁寧にお

願いをしていかざるを得ないと思うんです。 

  だから、本当に神戸は一から相当な第２ターミナルの予算を使ってますから、償却するために

はぜひとも助けてほしいということでお願いしていかないかんとは思うんです。その中で、１つ

は着陸料、これ、いろんな収益もあるけど、着陸料が今後入ってくると思うんですが、そういう

ような形で、今非常に重要な交渉の時期やと思うんです。決してこっちから上から目線じゃなく

て、何とかお願いをしていかないかんということで、これ、第１―― 第１と言ったらおかしいん

ですが、神戸空港の今までのコンセッションから全く別枠で認めてもらう方向、第２のターミナ

ルに入る場合にはこれは別枠ですよということのお願いは非常に重要やと。非常に今の時期は言

いにくい面あると思うんですが、あくまでもこちらからお願いするということで、こういうこと

の交渉を今前向きに進んでいるのかどうか、ちょっとお聞きしたいんですが。 

○長谷川港湾局長 非常に難しい問題でございまして、やはりコンセッションの契約のときまで遡

りますので、これはしっかりと専門家の意見を聞きながら交渉に入りたいと思います。 

○分科員（平野章三） 収益が第２の場合は、着陸料が増えれば増えるほど収益が上がる可能性が

ある。指定管理はそう動かないということになれば、かなり将来的に償却に大きくプラスになる。

これは、非常に慎重にお願いをしていただかないかんというふうには思います。 

  もう１つ、最後に、国際線ですが、今20便ですが、これ、どうなんでしょうね。偏っているよ

うな感じがするんです。東アジアにどうも偏ってる。東南アジア系、やっぱり非常に重要なんで

す。１つの枠を今のところは決めていますが、何か影響があるのかどうか、ちょっとその辺だけ

確認をしたいです。 

○河原港湾局局長 今回、週40便ということで東アジア中心ということになっていますけれども、

将来的には、今、委員お話ございました東南アジアも含めて誘致を進めたいというふうに考えて

おります。 

○主査（松本のり子） お疲れさまでした。 

  以上で、港湾局関係の質疑は終了いたしました。 

  当局、どうも御苦労さまでした。 

 

○主査（松本のり子） 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

  長時間の審査、お疲れさまでした。 

  次回は、３月５日午前10時より、28階第４委員会室において教育委員会関係の審査を行います

ので、よろしくお願いいたします。 

  本日は、これをもって閉会いたします。 

   （午後４時５分閉会） 

 


